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　　　０　ロシアンルーレット









　ロシアンルーレットってゲームがあるだろ？

　マフィア映画とかで出てくる、命を賭かけたゲーム。

　リボルバー式の銃に銃弾を一発だけ入れて、六分の一の死と、六分の五の生を試すやつ。

　そんなのどう考えたって正気の沙さ汰たじゃない。

　だって、そんなゲームやったら死んじまうだろうが。

　銃弾を一発しか入れないなんて、俺がやったらただの自殺だ。

　もし、俺がロシアンルーレットをやるのなら、銃弾を五発入れることにするね。

　それなら、俺は死なないだろうからな。




　──だってこれは、そういう呪のろいなんだから。






　　　１　転校生









「兄さん。早く歩かないと遅刻しますよ？」

　目の前の少女がこちらを向き、立ち止まった。振り返った瞬間、歩く度に僅わずかに揺れていた二つに垂らした髪の毛から、ほのかに春のような甘い香りがした。

　なんでも無い平日の朝。まるで俺を先導するがごとくほんの少し前を歩いていた少女、花はな坂さか蓮れん華げは心配するように俺の顔を覗のぞき込んでいる。

「遅刻したくないなら、一人で先に行けば良いだろ」

「もう、すぐそうゆう事言う。だめです。兄さんはすぐ遅刻魔になるんですから」

　蓮華は俺の受け流すような返事に大層腹を立てたようで、唇を尖とがらせる。

「そんなむくれるなよ。ほら、可愛かわいい顔が台無しだぞ」

　蓮華の追及するような視線を避けて、いつもするように機嫌取りの言葉を口走った。

「……気持ちがこもっていませんね」

　その結果もおなじみで、ほんの少しだけ頬ほおを緩めるも蓮華は不満を述べる。

「気持ちがこもってないなんて、まさか。これでも精一杯の愛情と、ぶっちゃけ毎朝しつこいなぁという不満を込めたつもりだ」

「もう。不満もしっかりと込めているんじゃないですか」

　俺のからかう言葉に対して、蓮華はしっかりと可愛い反論をしてきた。

　こういう素直な所は常日頃から好ましいと思っている所だ。これで、もう少し素直に俺の言う事を聞いてくれれば、つまりは俺を放ほうっておいてくれたら言う事はないのに。

「ですが、兄さん。さっき、愛情も込めているって言ってくれましたよね？」

　ある一点においては頑固であることを止やめてくれない愛すべき妹分は、探るような言い方で先程の俺のセリフに言及する。

「それは、つまり、私を愛してくれているという意味ですね？」

「ああ、まぁそういうことだな」

「本当ですか！」

　いつもの会話でも出てくるような何気ない単語に、蓮華は大げさに喜んでみせた。

　今にも飛び跳ねそうな勢いで、俺に身を寄せてくる。

「蓮華、少し落ち着いたらどうだ？」

「どうしてですか兄さん！　今にも新しい世界の幕が上がろうというのに！」

　少し宥なだめるように声をかけてみたが、蓮華のテンションは留とどまる所を知らない。

　季節は五月半ばというところ。彼女が発する熱は季節を先取りし過ぎている感がある。

「新しい世界の幕開けって……」

「そう、私達は今こそ、兄妹きようだいの枠を越えて──」

「越えてどうする。家族として愛していると言ってるのに」

「え？」

　いささか熱暴走を起こし始めていた蓮れん華げの頭を、冷静な一言で冷ましてやる。

「だから、毎朝俺を起こしてくれて、俺を遅刻しないように引っ張ってくれる妹分に多少の愛情は感じるって話だ。新しい世界に何か思う所なんてない」

「……はい。知っていました」

　真顔で言ってやる事で、蓮華はこれまた素直に気分を落とした顔をする。

　どうも、この妹分は兄妹きようだいという関係を、どうにか越えようとしている節があった。

「蓮華、もうすぐテストだけど対策は大丈夫か？」

「はい、万全です。兄さんの去年の成績を越えてしまう勢いです」

　強引に話題を変えてみれば、蓮華はすぐに頭を切り替えて対応する。

「じゃあ勝負でもしようか。次のテストで、俺の順位を越えられたら何かご褒美をあげよう。まぁ、無理だと思うけど」

「む、兄さんが前回学年トップだったからって、今回もトップとは限りませんよ」

　挑発的に提案してみると、蓮華も挑戦的な笑みを浮かべる。

　俺の成績は前回のテスト、つまり昨年度の期末テストで学年トップだった。さすがに全教科トップとかの飛び抜けた物ではないが。

　一方、俺の愛する妹分、蓮華は入学式において新入生代表を務める程の学力がある。これはつまり、高校入試の成績においては学年トップであったことを意味している。

　これらの結果から判断すれば、俺と蓮華のテストの順位は良い勝負になりそうだ。

　だが、俺と競うという条件においては、彼女は圧倒的に不利である。

「それじゃ、テスト勝負ということで、俺はもう蓮華の勉強は見てあげられないな」

「ま、待ってください」

　俺が突き放すような言葉を送ると、蓮華は慌てたように俺に待ったを要求した。

「そ、それでは、誰が私の勉強を見てくれるのでしょうか？」

「さぁ。俺以外の誰かじゃないの？」

「兄さん──」

「断る。今まで通り教えてあげてたら、敵に塩を送ることになるだろ」

　蓮華が今の成績を維持できているのは、予習復習のサイクルをしっかりと作れているからだ。そして、その段階で知識理解の補強を行っているのは他でもない俺だ。

　だから、彼女と競うというのならば、彼女の勉強を見てあげないというのが最小の労力で最大の成果をあげる戦法になる。その時間を自分の勉強に使えば一石二鳥だ。

「……兄さんは、可愛かわいい妹を苦しめるのがそんなに楽しいのですか？」

「まさか。でも、これは一応勝負だからな」

「兄さんは私と勝負どっちが大事なんですか？」

「その答えは、蓮華以外の誰かと勝負している時にしか出せないよ」

　突き放してやる度に、可愛らしいと形容すべき妹分の顔は萎しぼんでいく。

　ほんの少し可哀かわい相そうに思えて来たので、救いの手を差し伸べてみる。

「だったら、やっぱり勝負なんて止やめようか」

「それは駄目です」

　蓮れん華げは勝負自体を降りるつもりは全く無いようだった。

　二つ縛りにした髪の毛を垂らした大人しい髪型のくせに、意外と頑固なのだ。何か譲れないものがある時には。

「だったら、やっぱり蓮華は自分で頑張って勉強するしかないな」

「兄さんの分からず屋！　妹に対する愛情はどうしたのですか！」

　とうとう、蓮華は機嫌を損ねたようにそっぽを向く。少しからかい過ぎたようだ。

「何をそんなにムキになってるんだ？」

「ムキになんてなっていません」

「……蓮華。一つ聞いても良いかな？」

「……なんでしょうか、兄さん」

「俺に勝ったら、何をご褒美に貰もらうつもりなんだ？」

　さっきから、どうしてそこまで勝負に拘こだわっているのかが分からない。おそらくその原因はこの辺りだろう。

　その質問に対して、蓮華は得意気に胸を張る。

「それは勿もち論ろん、兄さんの熱いキスに決まっています」













「やっぱり勝負は無かったことにしよう」

　あんな会話の端から出た言葉で、キスを要求されるなんて誰が考えるというのか。

　蓮れん華げは少しだけ表情を曇くもらせた後に、何かに得心したような微笑を浮かべた。

「安心してください。勿もち論ろん、兄さんが勝ったら、私をプレゼントするつもりです」

「だったら、シャーペンとかのが嬉うれしいな」

「……どういうことですか？」

　蓮華の氷柱つららのような物言いに、一瞬自分はそこまで酷ひどいことを言ったのかと戸惑う。

「俺はお前を欲しいなんて思った事が無い。だから、プレゼントされても困る」

「兄さんは私とシャーペンどっちが大事なんですか？」

「勉強に関してなら、シャーペンに軍配が上がるな」

「そんな……」

　大げさに蓮華が驚いてみせたので、ここら辺が落としどころだと悟った。

「まぁ、勝負は抜きにしても勉強はちゃんと頑張れよ。さっき見てあげないって言ったのは冗談だから」

「はい、分かっています。しかし、先程私が受けたショックは冗談ではありません」

「はいはい、成績が良かったらケーキでも買ってやるから」

「約束ですからね」

「約束する」

　その口約束を済ませば、蓮華は先程までの不機嫌さなど見せない、晴れやかな表情になっていた。クールな外見の割に、お茶ちや目めな性格をしている。

「ほら、ふざけるのはここまでにして急ぐぞ。このままじゃ遅刻だ」

　俺は少し歩くスピードを速めた。学校まではまだ少し距離がある。

「それも兄さんのせいじゃないですか」

　不満を述べながらも、楽しげに蓮華は続いた。

　こんな風に何もない日常に溶け込んでいると、ついつい注意力を失ってしまう。

　そうやって、よそ見していたせいもあり──

「きゃっ！」

「うわっ！」

　曲がるべき角に出た所で、死角から走って来ていた相手にぶつかってしまった。




「痛ぇ……」

　吹っ飛ばされた俺は、暗転した視界を気にする前に耳に手を当てた。

　側面から急にぶつかって来られたので、耳のあたりがじんと痛んでいる。まだ頭はフラフラとしていて意識が定まらないが、そこ以外では、特に身体からだに異常は感じない。

　重力は横向き。全体に感じる。ぶつかった衝撃でそのまま押し倒されたようだ。

　そして、自分の上に何かが乗っている。さっきの悲鳴からしてこのお腹なかのあたりに感じる温かい感触は女性のものだろう。俺を下敷きにしたのだから、大きな怪け我がはない筈はず。

「いたぁ……」

　暫しばらくまとまらない思考を遊ばせていると、身体からだの上の熱源がもぞもぞと動いた。

　ようやく光を集め出した目で見てみると、俺に覆いかぶさるように活発そうな少女の姿があった。制服は俺の学校と同じだが、顔に見覚えは無い。

　短い髪の毛に、丸く大きな瞳、有あり体ていに言えば美少女だった。

　こんな可愛かわいい娘こに、街角で声をかけられたりしたら、裏返った声で返事をするかもしれない。それくらい造形の整った少女だ。

「おい、早くどけ」

　だが、俺にとって重要なことはさっさと立ち上がってもらうことだった。

「ご、ごめん。いたたた」

　俺の声を受けて、美少女は片手で自分の鼻をさすりながら急いで立ち上がった。

　少女が身体を起こすのを見ていると、俺と自身の身体に挟はさまれ押しつぶされていた大きな胸が、ようやく圧力から解放されてその形を取り戻した。

　なるほど、さっきまで腹に感じていた感触は大きな胸のものだったわけか。

「鼻、大丈夫か？　頭とか痛くないか？」

「うん。昔から頑がん丈じようだから」

　少女は全身を軽く点検して、無事を確かめる。胸に手を当てた段階で、さっきまで俺に胸を押し付けていたことに気付いたのか僅わずかに耳を朱に染めた。













「ぶつかってごめん！　私急いでるから！」

　点検が終わると、挨あい拶さつもそこそこに少女はまた学校に向けて走り出そうとした。

「走んなきゃ遅刻する程じゃないぞ」

　ほんの少しの親切心で声をかける。

　そんなに余裕があるわけじゃないが、間に合わない程でもない。

　少女は、こちらを振り向いて、苦い笑みを浮かべる。

「えっと、私今日転校してきた所だから、手続きとかあるの」

「なるほど、転校初日から遅刻ギリギリは不ま味ずいな」

　俺の得心を認めると、少女はさっきまでの済まなそうな表情ではない、すかっとした笑顔になった。

「私は、二年の犬いぬ蓼たで莉り子こだよ。縁があったらまた会いましょ」

「ああ、またな」

　犬蓼は手を差し伸べて来たが、それを取る事も無くひらひらと手を振った。二年ね。

「ちょっと態度悪いんじゃないかな？　自己紹介もなしなんて」

　少し頬ほおを膨らませ、もの言いたげに目を細める犬蓼。

「今度会った時に教えてやるよ。どうせすぐだ」

「なんで分かるのさ？」

「どうでもいいだろ。早く行かないと不味いんじゃないのか」

　俺は犬蓼の懐かい疑ぎの目を避けるように、携帯の時間を確認した。

「わっ、ほんとだやばっ！　それじゃあね、偏へん屈くつ君！」

　犬蓼も時間を確認すると、慌てた様子でバタバタと走り去っていった。ため息もそこそこに、こちらも学校への移動を再開する。スピードは速めで。

「兄さん。初対面の女性の扱いに、随分慣れていますね」

　先程から静かにやり取りを見ていた蓮れん華げが、刺とげ々とげしい声を出す。

「蓮華には今のが友好的なやり取りに見えたのか？」

「いえ。ですが相手の興味を惹ひく為ために、謎なぞめいた答え方をしたようにも見えました」

「考え過ぎだ」

　穿うがった見方をする蓮華に、ほんの少し辟へき易えきした。

「蓮華だって分かるだろ。あの犬蓼って女子は、俺のクラスに入ってくる」

　俺はそうやって、断言してみせた。

「ですが、もしかしたらという事も」

「無いさ。俺の学年は全クラス人数が一緒、となると純粋に六分の一だ」

「ですから、それが──」

「良いんだ」

　蓮華の案ずる声を、俺は遮さえぎった。

「もう、そういうことを考える時期は終わってる」

「兄さん……」

　つぶやきを残して、蓮れん華げは諦あきらめたように下を向いた。俺は言葉をかけたりしなかったので、暫しばらく二人は無言で歩いた。

　ややあって、

「えいっ」

「のわっ!?　何すんだっ!?」

　俺の意識の外から蓮華はそっと、俺の耳を触った。

「可愛かわいい悲鳴ですね、兄さん」

　優しく撫なでる強さだが、先程の衝突からここまで、ほんのりと痛みの残った耳には、刺激が強すぎた。

「手では強すぎましたか？　でしたら、舌でさすりましょうか？」

「今日はそういう冗談は終わりだ」

「……はい、分かりました」

　厳しめの声で注意すると、蓮華は今度こそしゅんとうなだれた。

　それからは、少し急いでいた事もあって、ほとんど会話もなく学校に着いた。

　蓮華とは下げ駄た箱ばこで別れた。







　朝の騒がしい教室に足を踏み入れ、誰にも挨あい拶さつしないまま窓際の奥の席に座る。

　一番の特等席であり、隅すみということで周囲に人が少ないから気に入っている。

　そのまま、しばらくぼんやりとしていれば、ほとんど間を空けずに二年一組の担任教師、岩いわ鏡かがみ女史が教室に入ってきた。姉あね御ご肌はだのサバサバとした女性で、飛び抜けて美人などという訳では無いが、整った顔をした人だ。気持ちの良い性格で、人気がある。

　それでいて、俺みたいな異分子を放ほうっておいてくれる距離感が心地良い。

「はーい、静かにして。実はこのクラスに転校生が来ました。どうぞ」

　岩鏡が声をかければ、廊下に待機していたであろう女子生徒が扉を開けて、黒板の前に立った。僅わずかにこちらに気付いた素振りを見せたが、気のせいかもしれない。

「今日この学校に転校して来た犬いぬ蓼たで莉り子こです。みなさん仲良くしてください」

　犬蓼莉子は、そんなテンプレート通りの挨拶を述べた後に、笑顔のお手本みたいな友好的な笑みを浮かべた。

　その笑みを受けて、教室の空気が、特に男子の雰囲気がざわついたのを肌に感じる。

「それじゃあ犬蓼さん、ちょっとだけ質問良いかな？」

「はい。大丈夫です」

　岩鏡の問いに、犬蓼が肯定の意を唱えると、

「「「「はい！　はい！　はい！」」」」

　美少女に話しかけたくてうずうずしていた、クラスのお調子者系男子が声を揃そろえて手を挙げた。まるで小学生の学級会みたいな騒がしさだと思った。

「こら、がっつかない！　よし、質問は一人ずつだ。じゃあ、芦あし屋や」

　岩いわ鏡かがみは少し大きな声で注意した後に、一際元気に手を挙げていた男子一人を指した。

「犬いぬ蓼たでさん！　ぶっちゃけ彼氏とか居ますか？」

「えっと、居ませんよ」

　いきなり突っ込んだ質問をするなと感心した。犬蓼は少し困り顔である。

「それじゃあ、好きなタイプは？」

　次の人間に質問は移った。こいつは、確か笹ささ岡おかだったか。

　クラスの人気者で、会話をした事のない俺の耳にすら評判が入ってくる奴やつだ。

　この人気者の質問に、転校生はどう答えるのか。

「人の気持ちを考えられる、頭のいい人かな」

　相変わらずの困り顔で犬蓼は答えた。男子達はその段階で少しだけ勢いを落とす。

　コイツできるな、と心の中で感心した。

　今、この発言をしたことによって、犬蓼に気に入られたいと思った男子は犬蓼の気持ちを考えようと必死になっていることだろう。

　先程の踏み入った質問と、犬蓼の困惑の表情。そこから導き出されるのは、そういう質問はしないで欲しいという、犬蓼の遠回しな拒絶だ。

　最初に突っ込んだ質問をした二人は、とっかかりを作りたかったのかもしれないが、完全に逆効果だと宣言されたようなものだ。

　これで、男子達は軽い気持ちで質問をしにくくなった。うっとうしい質問を躱かわすにはなかなか効果的な手段である。

「それじゃあ、犬蓼さんの趣味とかは？」

　一種の膠こう着ちやく状態に陥った男子の様子を見てか、今度は女子から質問が上がる。

　クラスでもリーダー格の女子、名前は忘れた。

「趣味は、料理とかかな。あ、でも家庭料理とかだから、どっちかっていったら家事とかの話だけど」

　犬蓼はようやく訪れたまともな質問に胸をなで下ろした様子で、軽やかに答えた。

「どうして転校してきたの？」

「両親が海外に行くことになって、この街に居るお姉ちゃんと一緒に暮らすことになりまして……」

　素直な笑みを浮かべる犬蓼なら、クラスメイト達とも直すぐに心を通わせられる事だろう。

　そこからは、ショートホームルームが終わるまで犬蓼歓迎の空気が続いた。




「それじゃあ、犬蓼さんの席は、その後ろの所だから」

「はい」

　およそ十分の質問タイムを終えて予鈴が鳴ると、岩いわ鏡かがみは教室の後ろにポツンと設置されていた机を指差した。

　行儀良く返事をした犬いぬ蓼たでは、指定された机に向かってゆったりと歩いていく。

　その設置場所は、丁度俺の席の真横。

　彼女は自分の席に着いたタイミングで、俺にだけ聞こえる小声で話しかけてきた。

「また、会ったね」

「そうだな」

　適当に返事をして、俺はそっぽを向く。

「よし、それじゃあ今日の連絡事項はこれだけ。犬蓼さんに優しくすること！」

　岩鏡がその発言を残して去っていくと、教室の興味は再び犬蓼に向いた。だが、誰かが行動を起こすよりも先に古典の教師が入って来たので、皆は急いで授業の準備に入った。

「ねぇ……」

　俺はホームルームの段階で既に準備を済ましていたので、ぼーっとしていると、隣に座っている犬蓼が恐る恐る声をかけてくる。

「なんだ？」

「あの、ちょっと頼みたい事があるんだけど、教科書、一緒に見せてくれない？」

　良くある展開だなと思わなくもない。だけど、持っていないということは無い筈はずだ。

「普通、転校前に渡されるものじゃないのか？　そういうの」

「それは、ほら、私、今朝急いでたから。前の学校の教科書を持って来ちゃったみたい」

　犬蓼は恥ずかしそうに言った。朝に全力疾走していたという事実から、恐らくこの少女は朝に時間が無かった事が分かる。

　そういう状況ならミスの一つや二つはするだろう。うっかり教科書を入れ忘れたり、交差点で確認を怠ったり。

「……別に良いけど、反対の奴やつにしたらどうだ？　見せたがってるみたいだぞ」

　俺が窓際だから、この少女にはもう一つ隣の席がある。そして、そちら様は、さっきから犬蓼の様子をチラチラと窺うかがっている。お近づきになりたいのだろう。

「いや、偏へん屈くつ君の方が気が楽というか。付き合いもほんのちょっと長いし」

　こちらが指摘するまでも無く、犬蓼はその男子のアプローチには気付いていたらしい。

　先程の質問から推測するに、あまりアグレッシブな男性を好いてはいないのか。

　あと、どうでも良いことだが、一つだけ彼女とした約束を思い出した。

「偏屈君じゃない。鬼灯ほおずきだ」

「え？」

「だから、俺の名前。鬼灯灰かい斗とだ」

「あ、ああ、そういえば」

　今朝の一幕で俺が名前を名乗っていなかったことを、彼女はようやっと思い出した様子。

「それじゃあ、鬼灯君、教科書見せてくれない？」

「いや、貸してやるよ。どうせ必要ないから」

「……もしかして君、授業中に寝ちゃう系の人？」

　本当は全然違うけど、説明するのも億おつ劫くうなので沈黙を通す。

　昨日予習したからノートには今日の内容は全部入っている。

「だめだよ。ちゃんと勉強しないと、将来困るよ」

　もちろんそんな事知らない犬いぬ蓼たでは、少し説教めかした物言いになって俺に突っかかる。

「朝起きられない方が、将来困るぞ」

「君はなかなか素直じゃない人だね。そんなんじゃ友達少ないでしょ？」

　からかうような犬蓼の言葉に、当たり前の事を当たり前だと言うように返す。

「友達なんて居ない」

「え？」

「友達なんて作る気は無い」

「……それ、どういう──」

「じゃあ、授業始めるぞ」

　犬蓼が俺に踏み込んで来ようとした所で、古典を教えている若干頭の薄い中年の教師は生徒達に声をかけた。

「ほら、これ使えよ」

　会話が途と切ぎれたタイミングで、俺は古典の教科書を無む理り矢や理り押し付けた。

「あ、うん。ありがとう」

　犬蓼は、何か腑ふに落ちない様子ではあるが、素直にそれを受け取った。

　それからの授業中、犬蓼はこちらをちらちら窺うかがっていた。もっとも、俺はそれに気付いても、気付かないフリをした。

　授業が終わると、古典の教科書を回収する間もなく犬蓼はクラスメイトに囲まれてしまったので、俺はずっと寝た振りをする。

　今日は昼休みに蓮れん華げとご飯を食べる約束もしていなかったため、それから放課後まで誰かと会話することは無かった。







「鬼灯ほおずき君、ちょっと待ってよ」

　放課後になった直後、犬蓼は少し大きな声で俺を呼び止めた。

　帰りのホームルーム中に、そそくさと帰り支度を済ませていた俺の足を止めるには、それくらいの声量が必要だったのかもしれない。

　だが、転校して初日の美少女が、クラスで孤立している人間を呼び止めるというのは、なかなかにセンセーショナルな出来事だ。まことにありがたい事に、クラス中が注目してくれている。

「これ、ありがとう」

　言って彼女は、古典の教科書を差し出した。

「今渡さなくても、机にでも突っ込んでおけば良いのに」

「流石さすがにそれは礼儀知らずでしょ」

　犬いぬ蓼たでは呆あきれたような顔をした。

　俺は古典の教科書を鞄かばんに突っ込み、何か絡まれる前に退散することに決める。

「まぁ、どういたしまして。じゃあな」

「鬼灯ほおずき君！」

　手を掴つかまれる。

「……まだ何か用があるのか？」

　強引に振りほどいてもの凄すごく嫌そうな顔をしてやると、犬蓼は一瞬怯ひるむ。だが、思い切るように唇を噛かみ、はっきりと言葉を告げた。

「今日、一緒に帰らない？」

「………………は？」

　言葉の意味がすんなりと飲み込めなかった。

「だから、放課後一緒に帰ろう」

　落ち着いて考えてみると、大した事は言っていない。帰宅の提案をされているだけだ。

　俺と何か話したい事があるのだろうか。それも、なるべくなら二人きりで。

「どうかな？」

　駄目押すように犬蓼は軽く腰を曲げて上目遣いの格好になる。男子にお願いを聞いてもらう時の彼女の姿勢なのかもしれない。

　俺は犬蓼の提案に即座に返事をした。

「断る」

「はやっ！　えっ？　なんで？」

　良く晴れた日に水をぶっかけられた犬みたいな、意外そうな顔をする犬蓼。

「断るのに理由が必要か？」

「ええっと、多分、必要、じゃないかな？」

「俺は必要だと思わない。じゃあな」

「ちょちょ、待ってよ！」

　立ち去ろうとした俺を、再び止める犬蓼。

「いい加減にしろよ。なんの用事があるんだよ」

「いやほら、鬼灯君とは朝以来、全然喋しやべってなかったからさ」

「だから？」

「仲良くしたいなって」

「俺は仲良くしたいなんて思って無い」

「なんでそんなに偏へん屈くつかなぁ？」

　犬蓼は眉まゆ根ねを寄せる。こちらとしても気持ちは同じだ。どうしてこいつは俺に関かかわって来ようとしているのだろうか。

　転校初日という大事な日だ。今日一日でクラスのリーダーとか、雰囲気とか、俺の立ち位置とかは存分に分かっている筈はずだ。

　今日は、割と仲良くなった女子生徒あたりと一緒に、親しん睦ぼくを深めておけば良い。

　クラスで自分から孤立している俺と仲良くしようなんて思うのは、おかしい。

　さっとクラスの様子を窺うかがってみるが、一同困惑。むしろ、俺の方が新しん参ざん者ものみたいな雰囲気だ。それだけこの少女は周りの空気に溶け込む能力が高いのだろう。

「俺の事なんて構ってないで、新しく出来た友達とでも仲良くしてろよ」

　それならなおさら、この少女が俺に構ってくる理由が見えない。犬いぬ蓼たでの方がよっぽど、自分の為ために俺と関かかわらないべきだと気付いている筈だ。

「……鬼灯ほおずき君さ、占いとか信じる？」

　犬蓼はいきなり話題を変えた。一体、それがどうしたんだ？

「信じない。関係ない話なら──」

「私は信じるよ。お姉ちゃんの占いは当たるから」

　俺の言葉を遮さえぎり、犬蓼は断言した。

　先程まで浮かべていたような柔にゆう和わな表情ではない。冷えた金属のような鋭い目だ。

　犬蓼の姉。朝の質問で家族構成の中に出て来た事は記憶している。だけど。

「……オカルトならよそでやってくれ」

　犬蓼が突然真面目まじめな顔なんてするから、うっかり飲み込まれてしまいそうになった。

　オカルト。占いなんてものは信じない。当たらないから。

　今日のあなたはラッキーとか、あり得るわけがないから。

「オカルトじゃないよ」

　俺に否定されても、犬蓼はその真剣な瞳を曇くもらせることはなかった。

「これは勝手な推測だから、外れてたら申し訳ないんだけどさ──」

　彼女は、その端正な顔をそっと俺に近づけて、小さく囁ささやく。




「──鬼灯君、呪われてたりしない？」




「…………」

　一歩後ずさり犬蓼を睨にらんだ。彼女がどうしてそれを推測するに至ったのか、皆目見当もつかない。

　だが、彼女は先程までのただならぬ気配をどこかにやって、見る者を虜とりこにするような魅惑の笑みを浮かべた。

「だからさ鬼灯君、一緒に帰らない？」

　どうやら、彼女は俺に何らかの事情があると推測しているらしい。

　この状態で俺を誘うという事は、俺の力になりたいという意味か、逆に俺を何かに利用したいという意味か。

「……分かった。乗ってやるよ」

「うん。ありがとう」

　結局俺は犬いぬ蓼たでの提案に乗った。どちらの目的にしても、彼女は俺に関かかわって来ようとするだろう。だったら、その欲求をさっさと解消してやらなければならない。

　俺に近寄って来ようという意志を、削そいでやらなければならない。

　それはむしろ、彼女の為ためだ。

「じゃあ、ちょっと来て欲しいところがあるんだけど良いかな？」

「好きにしろ」

「おっけー。付いて来て」

　犬蓼は見るからに機嫌を上向かせると、スキップでも踏みそうな勢いで出て行った。

　俺は心中でため息を吐ついて、彼女が出て行った教室のドアを見た。その後に周りを窺うかがうと、教室に残っている生徒達は、信じられないものを見たという顔をしていた。

　クラスの人気者になれそうな美少女と、クラスの日陰者一直線の俺という組合せなのだから、無理もあるまい。

「な、なぁ、鬼灯ほおずき？　お前、犬蓼さんとどういう関係なんだ？」

　朝の時間に犬蓼に質問して見事に撃沈した笹ささ岡おかが、恐る恐る俺に尋ねて来た。

「知るか、初対面だ」

「でも、お前、あの様子じゃ」

「だから知るか」

　しつこい笹岡の疑問を振り切って、教室を出て行く。

　突き刺さるような疑惑の目は、決して気持ちの良いモノではない。







　目的地を告げる事も無く犬蓼は俺を先導していた。どこに向かっているのかも分からないまま捕まった赤信号。

「結局、どこに向かってるんだ？」

　今まで会話を振られるたびに「ああ」とか「そうか」とか言っていた俺は、初めて自分から長文を発した。

　犬蓼は待ってましたと言わんばかりに頬ほおを緩ませる。

「それは着いてからのお楽しみですな」

「そういうの、鬱うつ陶とうしいからやめてくれないか」

「……君、真面目まじめに偏へん屈くつだよね」

　にべもない俺に、犬蓼は面白くなさそうな顔を見せる。

「まぁ良いや、えっと、目的地はお姉ちゃんの所」

「お前の姉は何者なんだ？　そもそも、さっき教室で言ってた占いとかなんの事だ？」

「そんな一遍に聞かれても答えられないよー」

　間延びした声に馬鹿にされたような気分になるが、そういうわけではないのだろう。単純に、この犬いぬ蓼たでという少女はマイペースな人間だと見える。

「お姉ちゃんはね、なんか占いとか出来て、良く分からないけど凄すごい人なんだ」

　目の前の少女は子供のように姉を自慢した。

　信号が青に戻るまで待ってみたが、先が続かない。

「…………終わりか？」

「うん？」

「いや、どう凄いんだよ」

「うーん、だから良く分かんない」

　基本形の笑顔のまま犬蓼は首を傾かしげてみせる。

　要領を得ない返答に落胆しつつ、ため息を合図に信号を渡った。勿もち論ろん、周りに暴走しそうな車が居ない事は入念にチェックした。

「じゃあ、占いっていうのは？」

「そうそう、私はこの時期に学校に転校して来た訳じゃないですか。それで学校生活に馴な染じめるかとか不安になる訳ですよ」

　同意を求めるが如ごとく犬蓼は目線を合わせて来たが、一つだけ言わせて貰もらおう。

「馴染むつもりなら、俺なんか相手にしない方が良いぞ」

「いやいや、私には分かるよ、君が実は良い人だってことが」

「…………脱線してるぞ」

　俺は自分から口を挟はさんでおきながら、都合が悪くなるとすぐに逃げた。

　俺の身勝手な振る舞いにも気を悪くした様子も無く、犬蓼は話を続ける。

「まぁ、それでさっきから言ってるように、お姉ちゃんに学校生活について占ってもらった訳ですよ。そしたら言われたんだよね」

「なんて？」

「えっと『明日一番気になった人を連れて来なさい。その人多分呪のろわれてるから』って」

「意味がわからん」

「何が？」

　目を丸くした犬蓼に、半目を返してやる。

「俺が一番気になったとかは、朝の件があるからまあ良い。でも、呪われてるとかいきなり言い出して、それを信じてるのがまずありえない」

「でも、君呪われてるんでしょ？」

　純粋に問われてしまうとぐぅの音も出ない。教室でいきなりのブラフに反応してしまった俺の責任だ。大きめの声で仕切り直す。

「そして何より、お前の学校生活とどう関係があるんだよその占い」

「えっ？　そりゃ関係おおありでしょ」

「いや、無いだろ」

「あるよ。だって、私は鬼灯ほおずき君と仲良くなるつもり満々だからね」

　犬いぬ蓼たでの一切照れた様子もない言葉に、こちらの方が後ずさりしかけた。

　意外と強引で、大胆で、それでいて犬みたいな懐っこい可愛かわいらしさのある女子だ。

「俺は仲良くするつもりはない」

　だからこそ、あえて強く線を引いた。

　普通だったら、俺の頑かたくなな態度に呆あきれて、次第に近づこうとしていた人も離れていく。

「それは、呪のろいのせいなんでしょ？」

　だが、犬蓼はその境界の意味を、不完全ながら知ってしまっている。

「……だったらなんなんだよ」

　知っているからこそ、俺が人間を嫌っている訳では無いという事まで見えてしまう。

「だったらきっと大丈夫だよ。お姉ちゃんが連れてこいって言ったんだもん」

　だから犬蓼は、俺が今まで守って来た境界をやすやすと越えて来ようとする。

　姉という根拠の無い自信に支えられて。

「そんな簡単にどうにかなるわけ、ない」

　だが、俺は今まで生まれた時から付き合って来たそれの答えを、覆くつがえすことはしない。

「それは今までの話だよね。だったら、一度くらい私に任せてみてよ。私はまだ諦あきらめてないからね、鬼灯君と仲良くなること」

　俺の心配や、不安や、絶望すら取り去ろうとするように、犬蓼は笑っていた。

　出会ってまだ一日のくせに、やけに俺の事を気にかけてくる。

「というわけで着いたよ」

　歩きながら喋しやべっていたら知らぬ間に目的地にたどり着いていたらしい。

　犬蓼がほくほく顔で紹介している建物は、古ぼけた喫茶店のような怪しい店だった。

「ささ、入って入って」

　さあさあと、俺を促うながす犬蓼。

「そっちが先に入れよ」

「いやいや、それだとサプライズにならんですよ」

「サプライズなんて要らないだろ」

「お姉ちゃんがびっくりした所が見てみたいんだよ。このお店、お客さんが全然来ないみたいだし」

　それは喫茶店として大丈夫なのか？　もっとも、あくまで扉が喫茶店みたいに見えるというだけで、この建物がなんなのかすら全く分からないけど。

「もう。日が暮れちゃうよ？」

「……はぁ」

　凄すごくどうでもいい押し問答に、いい加減飽きて来たところだった。くだらない事に時間を使う前にさっさとイベントを済ませる事にしよう。

　俺はいさぎよく、犬いぬ蓼たでの要求を呑のむ事にした。扉をゆっくり開けると、カランカランと乾いた金属の音が響いた。




　建物の中は、薄暗い上に良く分からない有様だった。

　内部そのものがまず狭く、人が十人も居たら息苦しく感じるだろう。

　喫茶店かと思ったのに、喫茶店にあるべきテーブルや椅い子すなどはほとんどない。申し訳程度にテーブルが一つと椅子が二つ。カウンターらしき場所にも椅子二つ。計四つ。

　そして、この建物を狭くしている最大の要因として、古そうな壷つぼや、ペンダントや食器など、何かのまじないにでも使うような小物がびっしりと並んでいる。

　喫茶店というよりは、呪のろい道具専門店といった感じだ。

　俺が周囲の状況を見てそんな感想を抱いていると、カウンターに寄り掛かっていた二十代後半くらいに見えるメガネの女性が、こちらに気付いて妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。

「いらっしゃいません」

　そして、客として入ることを否定された。

「はぁ、なんかすみませんでした。さようなら」

　店の雰囲気に呑まれていた俺だが、その一言で急激に全すべてがどうでも良くなり、帰ることにした。少しだけ慌てたように女性は俺を呼び止める。

「いやいや、ごめん冗談だよ。お帰りなさいませ、ご主人様」













「…………」

　冷たい視線を浴びせてみると、女性は降参とでもいうように両手を挙げた。

「無言でなじるのはやめてくれ。冗談が通じないね、少年」

「良い歳としした大人がやると、ちょっときついですよ、その冗談」

　さっきからの対応にほんのりと苛いら立だちが募っていたので、嫌みを言う。

　女性は唇をほんの少し歪ゆがめた。気に障さわった感じのない苦笑い。

「ははは、少年は冗談が下手だなぁ」

「……冗談？」

「……そういった反応は、少し失礼じゃないかい？」

「すみませんでした」

　こちらの冗談を受け流し損ねたように少し俯うつむいた女性を見て、すぐに謝った。真剣に傷付けるつもりは無かったのに、悪い事をしたかもしれない。

「しっかりと謝れるのは、良い事だよ」

　女性はすぐに気を取り直すと、ミステリアスな雰囲気に着替えた。

「ふむ、しかし、そういった辛しん辣らつな所を我が妹は気に入ったのかもしれないね」

　そうしてぽろっとそんな言葉をこぼした。少しだけ驚く。

「えっ、なんで？」

「ん？　ああ、莉り子こはああ見えてドＭだから、実は意外と──」

「いえ、そういうことじゃなくて」

「ふむ？　ああ、私もどちらかといえばＭだからさっきのは──」

「だから、そうじゃなくて、俺は犬いぬ蓼たでと知り合いなんて言いましたか？」

　知りたくもない情報を二つも手に入れてしまった。が、そんなことはどうでもよくて、俺は自分が驚いたポイントをしっかりと声に出した。

「言わなくてもそれで分かるだろう少年。君は何を言っているんだ？」

　そう言って女性は俺の胸元を指差す。高校の制服、そうか、妹が入った高校の男子生徒が占ってあげた翌日に現れたのなら、状況証拠的にほぼ確定か。

「でも、なんの関係もない一般生徒かもしれませんよ？」

　ただ、すんなり認めるのもなんとなく癪しやくなので、逃げられるかを試してみる。

「つまらない事を言わせないで欲しいね。こんな中途半端な場所の、こんな怪しい店にわざわざ入ってくる。そんな物好きな男子高校生が居てたまるか」

「怪しいって自分で言っちゃうんですね。でも可能性はゼロじゃありませんよね？」

　女性の顔が曇くもる。面倒な男だとでも思っているのだろう。

　だが、可能性がゼロじゃないというのは、俺にとっては起こりうるという意味だ。

「君はなかなか頑固だね。仕方ない。更に種を明かしてあげると、その扉に鐘が付いていただろう？　あれね、呪のろわれた人間に反応して鳴るんだよ」

　なるほど。そこまで詰められると何も言い返せなくなる。

　占いの内容に合致する情報が、更に彼女には与えられていたのだ。そこまで条件が合えば、いくら俺でも自然に起こりうるとは言えないだろう。

「莉り子こ。いい加減、聞き耳を立ててないで入って来なさい」

「はーい。なんだ、お姉ちゃんにはバレバレだったのかぁ」

　サプライズのつもりだったのに姉に簡単に見破られ、残念そうに彼女もまた店の中に入る。鐘の音は、聞こえなかった。




「さて、自己紹介でもしておこうか。私は犬いぬ蓼たで率りつ。莉子の姉だ」

　カウンターに三人で座って自己紹介が始まった。

「ついでに、私はまだ二十四だ。決して良い大人と言われるような年齢ではない」

「……本当は気にしてたんですか？」

「いや、君が歳としの差を誤解して縮こまらないようにする為ための配慮だよ」

　クールに言ってのけた、二十歳過ぎの女性である。外見より若いんだな。

「まぁ、犬蓼さんの優しさは分かりましたが本題に──」

「待ちたまえ」「待って」

　本題、呪のろいの事について話を進めようと思ったが、姉妹二人に揃そろって口を挟はさまれる。

「犬蓼と呼ばれては、どっちがどっちか分からないとは思わないかい？」

「だから、私達の事を名字で呼ぶのは止やめて欲しいなぁ」

　二人して、よくもそんなにタイミングを合わせて言葉を繋つなげられるものだ。

　ただ、俺は基本的に人と親しくしないから、名前の方で誰かを呼ぶという文化に慣れていない。しかも、女性を下の名前で呼ぶというのは、なおさら抵抗が──。

「言い難にくいなら、お姉ちゃんと呼ぶのも特別に許可しようか」

「率さんの優しさは大変心に染みるのですが、謹つつしんで辞退させていただきます」

　抵抗があったのだけれど、率さんに関しては気張らないほうが良さそうだ。精神的に。

「鬼灯ほおずき灰かい斗と君。私は？」

　犬蓼が、名前を呼んで欲しそうにこちらを見ている。

「莉子さん」

「私もさん付けなの？」

「呼び捨てにするほど、親しみを感じてないから」

「さらっと酷ひどい事言いますよね、君」

「そうか？」

「呼び捨てにしてくれないと、明日学校で灰斗君に性的に酷い事されたって言いふらす」

「酷い事言ってるのはどっちだ」

　とは言うものの、別に学校で酷い噂うわさが広まること自体はどうでもいい。そのおかげで、より人が寄り付かなくなるだろうから。

　ただし、学校中に広がると、そんな噂を聞かれたくない一人にも情報が行き渡ってしまう危険性がある。

　心の内側からとめどなく溢あふれる抵抗感に蓋ふたをする。

「莉り子こ。これで満足か？」

「おーけー」

　俺のぶっきらぼうな物言いにも、莉子はゆるりと目を細めた。

「さて、そろそろ良いかな」

　そんな二人の様子をじゃれあう子犬を愛めでる顔で見ていた率りつさんは、ようやく真面目まじめな表情を作った。

「話もまとまった事だし本題に入ろう。少年の呪のろいについて」

　そして、俺がここに来る決定的な理由となった、その現象について切り出した。

「最初に聞きたいんですけど、率さんは、俺のこの体質をどうにか出来るんですか？」

「その答えは、ノーだよ」

　率さんは、はっきりと否定した。

　もとから諦あきらめていたこととは言え、少し期待があっただけに落胆は隠せない。

「……そうですよね」

「もともとそういったモノは、誰かにどうにかしてもらうモノではないよ。自分でなんとかするしかないんだよ」

　自分で、なんとかするしかない。

　俺の中に、急激な不信感が溢れかえる。そんな月並みの言葉を聞きにこんな所に来た訳じゃない。出来たら、それが出来たら、とっくに──。

「──だけど」

　濁り出した俺の思考の中から粒を掬すくうように、率さんは静かな声を上げた。

「手伝いなら、出来るかもしれないね」

「手伝い？」

「少年はまず、その呪いを本当に理解しないといけない。否定するだけでは、一生呪いから逃げることは出来ないよ？」

　綺き麗れいに伸びたその黒い髪の毛のように、真まっ直すぐな言葉を目の前の女性は囁ささやいた。

「それでは、聞かせてくれるかな？　少年はどんな風に呪われているのか」

　……良いさ。迷うのは後にしよう。疑うのもゆっくりやればいい。何かの事情を知っているらしきこの女性に、今は打ち明けてみるのも悪くない。

「俺の呪いは『確率を裏切る呪い』です」

「……なるほどね」

　俺の唐突な言葉に、率さんは訳知り顔で頷うなずいた。

「確率を裏切る？」

　だが、隣に座っている莉子は、いまいちその意味を飲み込んではいないようだった。

「例えば、ロシアンルーレットってあるだろ？　知ってるよな？」

「うん」

　ロシアンルーレット。リボルバー式の拳銃に銃弾を一発だけ込めて、自分の運、勇気、度胸とかそんなあたりを試すゲームだ。

「実際にやったことはないけど、あれを俺がやったら確実に死ぬ」

「それが確率を裏切る？」

「そうだ。確率を裏切るって言ったけど、要は俺が何かをした時には『もっとも確率が低い事象』が必ず起こるんだ」

　六発入るところに、弾を一発。適当にシリンダーを回せば、そこに当たる確率は六分の一。そのゲームの中で最も低い確率。俺に起こる事象。

「だけど、そのゲームで生き残る事も当然可能だね？」

　率りつさんはどことなく楽しげに言ってくれる。呪のろいについても、詳しいらしい。

「え？　どうやって？」

　反対に莉り子こは呪いについては何も知らないみたいだし、推測、確率、発想の転換といった事も苦手らしい。

「簡単なことだろ。確率が低いことが起こるんだから、銃弾を五発込めれば良い」

「あっ」

　そう、銃弾が五発入っていればそこに当たらない確率が六分の一だ。

「でも、銃弾が三発だったらどうなるの？　確率は半々だよね？」

「……俺の認識下において同確率の場合は、どちらも起こり得るとしか言えない。この呪いが何もしていないわけはないと思うが、最終的な判断基準は不明だ」

　ここまでが知っていること。人の命運を最後まで否定する、呪いのこと。

「でもさ、それでどうして君は人を避けるの？　聞いてると、君は大変そうだけど、周りにまでは……」

　荒こう唐とう無む稽けいな話なのにすっかり信じた様子の莉子。

　だが、内容はともかく、そこからの行動に納得が行かないらしい。

「それが、俺だけに起こるなら良い。この呪いは俺自身と、俺を含んだグループに関かかわってくるんだ」

「えっと、ごめん、説明してくれない？」

　案の定、犬いぬ蓼たで姉妹の妹の方はそれだけでは理解してくれない。

「例えば、俺が所属する学校の給食に毒物が混入したとしよう」

「毒物？　いや、それはさすがに……」

「例だから黙って聞いてろ。そして、その毒物はある手違いで一クラス分だけに混じったものだ。この場合、その一クラスにどこが選ばれるのか？　答えは俺の居るクラスだ」

　その説明で莉子は少しだけ得心した顔になるが、すぐに表情を曇くもらせる。

「でも、それは極端な例でしょ？」

　複雑な問題を前にしたみたいな難しい顔をする莉子。

「確かにこれは極端だ。だが、絶対にありえないことでもない。毒物じゃなく、食中毒なら今でもたまにニュースに出るだろ？」

　最近も異物混入なんてニュースはあった。莉り子こもそれに思い当たった様子だ。

「下らないことなら良いさ。でも、何がいつ確率に左右されるかなんて誰にも分からない。俺が所属するグループだけが、地震が起きた時に生き埋めになるかもしれない。修学旅行のバスで渋滞に巻き込まれるかもしれない。たまたま入った店で強盗に遭うかもしれない。乗ったエスカレーターが急停止するかもしれない」

　確率が低い方が悪い事象なんて、世の中には溢あふれている。

　それが俺の場合はアンラッキーなんかじゃない。ただの必然だ。

　更に言えば、今まで生きて来て、俺の中にはなんとなく俺が感じて、考えている確率がある。そして、この呪のろいは俺の認識する確率に沿って事象を決定しているふしがある。

　だから、俺の知らない事象に呪いがどう関かかわるのかすらも分からない。

「俺は、俺の知らない所までこの呪いに責任を持てない。何をもってこの呪いが周りに牙きばを剥むくのかも分からない。分かっただろ？　俺は人に関われば関わる程、周りを危険に晒さらすことになるんだ。周りを巻き込んでまで、俺は日々を暮らしたいとは思わない」

「……そっか」

　莉子はそこで、意気消沈し肩を落とした。

　俺は別に人間が嫌いなわけじゃない。友達が欲しくないわけでもない。

　だけど、俺が人と関わろうとするほど、周りの人間を巻き込んでしまう。

　取り返しのつかない事件だって──。

「でも大丈夫！　お姉ちゃんが居るから」

　落ち込んでいると思ったのも束つかの間ま、根拠の無い自信を携えて莉子は処置を率りつさんに丸投げした。

「いやいや、期待が重いよ莉子。だけどそうだね、私の出番だ」

　妹の無責任な保証に軽く困り顔を見せた後、率さんは俺に柔らかく微笑ほほえんだ。

　まるで、もう大丈夫だと言い聞かせるように。

　どうしてだか、先程までと雰囲気が大きく変わり、まるで子供を導く母親のような錯覚を、俺は彼女に感じていた。

「少年。君の呪いは、否定する運と書いて『否ひ運うん』と呼ばれているものだ」

「否運？」

「恐らく、君はその呪いを生まれた時から持っていただろう？」

　確かに、俺は生まれつきこの呪いを持っていた。そして、分別の付かなかった子供時代はそのことについて何も考えてはいなかった。

「通常、呪いというものは人が人にかけるものだ。まぁ対象は人には限定されないけど、行為の主体は十中八九、人間だ。だが、ごく稀まれに行為の主体が人間じゃないことがある」

「人間じゃないって、じゃあ誰なんですか？」

　人間以外が意志を持って誰かを呪のろう？

　俺は、何かそんな頭の良い動物が居るのかと訝いぶかしむが、率りつさんはニヤリと笑って、人差し指を天井に向ける。

「神だよ」

　そして、いとも容易たやすくそんなことを言ってのけた。

「神……ですか？」

「そうさ。まぁ、別に宗教うんたらって話じゃない。単純に私達の業界ではそう呼んでいるだけの、人じゃない何者かってことだ」

　人じゃない何者か。

「呪いは普通、人が人にかけるものだ。だが、極稀まれに生まれた時からその呪いを背負っている者が居る。神の呪い、《神しん呪じゆ》を受けてね」

「神呪……ね」

　この人が嘘うそを言っている気配はないが、話半分で受け止めておこう。

　もし、この話が本当なら、俺の文句のはけ口は雲の上の存在になってしまう。

「少年は身体からだのどこかに、複雑な痣あざを持っているね？」

「…………」

　尋ねられて、俺は左腕の袖をまくった。

　心当たりはある。

「わぁ……綺き麗れい……」

　莉り子こが目を丸くしながら、そう呟つぶやいた。

　丁度二の腕のあたり。半袖で隠れるかどうかのギリギリのラインにある、それ。

「ふむ、見事な幾き何か学がく模様だね。刺青いれずみだってこんなに綺麗に描くのは難しいだろう」

「もう、良いですか？」

「ああ、ありがとう」

　率さんの了承を得て、俺は袖を戻す。

　いつの間にか、物心付いた時には既にあった。

　同心円状に広がる直径三センチ程度の複雑な痣。

　なんとなく、あまり見られて気持ちの良いものでは無い。

　俺が一連の動作を終えたのを見て、率さんは話を続ける。

「神呪を受けて生まれる人間は、何千万人に一人と言われ『神しん器ぎ』と呼ばれている。私も実物に会ったのは初めてだ。ちょっと写真撮って良いかな？」

「お断りします。人を珍獣扱いしないでください」

「それは残念だ」

　人間の尊厳をたてに嫌そうに断ると、率さんはさして気にしたふうでもなく取り出しかけたカメラをしまった。

「否ひ運うんは、神呪の一つだよ。誰にも望まれぬ者が人の上に立ち、数々の惨劇を引き起こした上で死を望まれ、ようやく期待に応こたえられるのが処刑されるとき……。そんな悲劇にはその呪のろいが関かかわっていると、私達の業界では言われている」

「なんかそれ、俺すごく酷ひどい死に方しそうなんですけど」

「大丈夫だよ。人と関わらないとただ孤独に死んでいくだけだから。そう、少年の望み通りにね」

　鋭い指摘に、心臓が跳ねる。

　俺は率りつさんに、自分の事情も何もかも話していない筈はずなのに、どうして彼女は俺の信条を知っているというのだろうか。

　彼女は俺の動揺すらも想定していた通りらしく、唇をにんまりと歪ゆがませていた。

「しかし、少年は運が良い」

「はい？」

　運が良いなんて、呪いを知っている人から言われたのは初めてだ。

「神しん呪じゆを押さえつける方法というのは、実は確立しているんだよ」

「……本当ですか？」

「嘘うそを言ってどうする？」

　不敵に笑う女性の言葉に、俺は何かを言う気力を失ってしまった。

　この人に任せれば全すべてが上う手まく行く、むしろこの人が全ての行く先を握っている、そんな気がしてしまう。

　どうして莉り子こは無条件に姉を信頼しているのかと不思議だった。だが、俺に残った動物的な本能は、彼女に頼りたいと叫んでいる。

「だから安心したまえ。少年は素直に助けて欲しいと言えば良いんだよ」

　最後に、率さんは柔らかい笑みを浮かべた。

　詐さ欺ぎに騙だまされる奴やつなんてただの馬鹿だ。これまでも、そしてこれからもそう思う。

　でも、俺は馬鹿でも良い。騙されても良い。

　一度だけこの女性から差し伸べられた手に縋すがってしまいたいと思った。

「……助けてください」

　俺は、力なくそう口走り、

「うむ。分かった」

　率さんは、良く出来ましたと褒ほめるように、頷うなずいた。

　俺が胸に抱いていた、猜さい疑ぎ心しんすらも飲み込むように。

「それでは、代金の話だが」

「ん？」

「神呪の対策なら、お値段お安くして百万円くらいだね」

「んん？」

「今だったら確か在庫があるから、取り寄せる必要は──」

「ちょっとだけ待ってください」

　電卓を取り出して勝手に商売の算段を立て始めていた率りつさんに待ったをかける。

　あれ？　やっぱりこれ詐さ欺ぎじゃないか？

「お、お姉ちゃん。いきなり百万はどうかと」

「うん？　そうかな？」

　隣に座っている莉り子こもまた、顔を引きつらせながら姉の非現実的な発言を咎とがめた。

「ふむ、どうだ少年。百万円を払うのが難しいなんて言うのかい？」

　百万円。普通に考えたらポンと払える訳が無い大金。

　でも、俺なら手に入れるのは、難しくはない。簡単な事だ。俺の呪のろいを利用して、ある程度の確率が絡む事象を繰り返して金を作れば良いんだから。

　だけど、この呪いを金かね儲もうけの為ために振りかざすことは、したくない。

「すみません。多分難しくはないけれど、したくないんです」

「……そうか。なら仕方ないね」

　率さんは、俺の心を読んだみたいに、柔らかく言った。

「だとしたら、料金は分割後払いでもいい。ゆっくり払ってくれて構わない。どうだ？」

「出来たら、それでお願いします」

「うん。分かったよ」

　電卓に打ち込んでいた内容を一度消去した後に、新しく何かを打ち込み始める率さん。ややあって、

「ちょっと高くなるけど、分割十年払い、百二十万円でどうだ！」

　やけに元気に電卓を突き出した。

「月一万円ですか」

「うむ。ぶっちゃけ途中で計算が面倒になってね、もうそれで良いかなって」

「……そんな適当で大丈夫なんですか？」

「ははは」

　笑って誤ご摩ま化かされた。あんまり、大丈夫じゃないのかもしれない。

「でも、それなら大丈夫です。お願いできますか？」

　だが、俺としては別に困ったことなどない。それくらいなら、なんとか出来る範囲だ。

　もし呪いが消えたらバイトでもなんでもやってやる。

「任されようじゃないか。この店の威信にかけて」

　率さんは、その豊満な胸を張り、堂々と宣言した。

　ミステリアスだったり、かと思えばお茶ちや目めだったり、時折子供っぽかったり、不思議な人だなと思う。

「そういえば、このお店って何屋なんですか？」

　この店の威信と言われて、入った時から燻くすぶっていた疑問が口をついた。

　率さんは、待ってましたとばかりに不敵に笑うと、その名前を口にした。

「この店は、人に信じて貰もらえない、言えない秘密の専門店『ブルー・ムーン』だよ」






　　　２　月げつ光こう団だん









「ただいま」

　家の玄関をくぐりながら、最低限の礼儀としての挨あい拶さつを口にした。

「おかえりなさい兄さん。少し話があります」

　玄関の先には、姿勢良く正座した蓮れん華げがアイスピックを彷ほう彿ふつとさせる鋭い目をして俺を待ち構えていた。

「……ずっと玄関で待ってたのか？」

「はい。実は兄さんについて、信じられない噂うわさを聞きました。その真偽の程が気になって一睡もできません。どう責任を取ってくれるのですか」

「眠れないのはまだ夕方だからだ。俺にはなんの責任もない」

「とにかく。兄さんには、私の質問に答える義務があります」

「いや、無いだろ。何言ってるんだお前は」

　耐えるように唇を噛かみ締しめて今にも飛びかかってきそうな蓮華を、適当にたしなめる。

「それで、その噂ってのはなんだ？」

「兄さん、まだ出会って一日と経たたない転校生と付き合っているというのは本当ですか？」

「いや、本当じゃないよ。何それ怖い」

　否定しながら、現状の推測を開始した。

　情報の出所は分かり易やすい。恐らくクラスの連中、それも男の可能性が高い。

　そんなゴシップを流した狙ねらいはさしずめ、俺と莉り子こがこれ以上仲良くなるのを防ぐ事だろう。事実がどうあれ、莉子は気持ちの良い美少女だし、その子といきなり放課後一緒に帰ることになった俺が気に食わないのも分かる。そこで付き合っているという噂だ。

　出会ったばかりの間柄で、そんな噂が流れたら気になって近づけなくなるだろうからな。なかなかに、こすいことを考える。

　しかし、これからの事があるのにそんな噂を流されるとは、莉子の奴やつが少し可哀かわい相そうだ。

　まあ、ひとまずは未いまだに疑っているらしい妹分の誤解を解くところからか。

「兄さん。付き合っていないというのは本当に事実ですか？」

「事実だよ。俺が今まで蓮華に嘘うそを吐ついたことがあったか？」

「数えきれない程ありました。特に、兄さんが現在地を教えてくれた覚えはありません」

　言われてみると、そんな気もしてきた。

　この少女は放ほうっておくとすぐに俺に近づいて来てしまう。適度に距離を取らないと巻き込んでしまう。だから、そういう行動を取って来たかもしれない。

「いやでも、今回の件は本当に誤解だよ」

「では、どうしてこんなに帰りが遅いのですか？　その転校生とデートしていたからではないのですか？」

「あー、そういうあれね」

　帰りが遅い。それはデートなどではなくて、呪のろい専門店に寄っていたからだな。

　……我ながらなんだこの適当すぎる言い訳。

　まだ補習を受けていたとか、図書室で本を読んでいたとかの方が真しん実じつ味みはあるぞ。

「実は図書室で本を読んでいたんだよ」

「嘘うそを吐つかないでください。帰る時に兄さんを捜して図書室は覗のぞきました」

　一緒に帰りたがる妹分を躱かわすいつもの手口が裏目に出たか。図書室でやり過ごすことが多いので、こいつは自然と図書室まで探索するようになってしまったらしい。

「……間違えた。図書館で本を読んでいたんだよ」

「通り道に家があるのに、わざわざ荷物を持ったまま図書館に行ったと？」

「……図書館で勉強をしてたんだ」

「人が居る所を避ける兄さんが、わざわざ図書館で勉強ですか。面白い冗談ですね」

　地理的条件も、俺の行動パターンも、蓮れん華げは良く理解している。

　まあ、もともと隠すような事ではないけど、なんとなく怒る気がするんだよな。

「実は、転校生に一緒に帰ろうと誘われて、やむなく付いていったんだ」

「やっぱりデートしてたんじゃないですか！」

　蓮華は俺に掴つかみ掛かかる勢いで身体からだを寄せてくる。

　言われてみるとそんな気もしてきてしまうが、それは大いなる誤解だ。

「いや、デートじゃなくて呪い屋に行ってたんだよ」

「もうちょっとましな嘘を吐いてください」

「嘘じゃない。蓮華は、俺を信じてくれないのか？」

　俺はそっと蓮華の肩を掴み、顔を寄せ、真剣に蓮華の瞳を覗き込みながら言った。

　蓮華は、俺の呪いについては知っている。だから、俺がそういう店に行ったという話も一般人よりは信じられるはずだ。

「……兄さん」

　しばらく見つめ合っていると、蓮華は何かに納得したように呟つぶやき、瞼まぶたを閉じた。

　そして、そのまま何かを待つ体勢で固まった。頬ほおが心無しか赤らんでいる。

「……良いですよ」

「何が？」

　目を瞑つぶったまま、蓮華はぼそりと言った。

「……この状況では、一つしかありませんよね」

　つまり、俺の行動には目を瞑るという意味か。うん、そうだな。違いない。

　俺はその答えに安心して肩から手をどかす。蓮華は何かを不思議に思った様子だが、目を開けなかったので無視。

　蓮華に気付かれないようにそっと離れ、靴を脱ぎ、玄関を通り過ぎて階段を昇り、自分の部屋に入った。荷物を置いて制服から部屋着に着替えると、ようやく心地が落ちつく。

「物わかりの良い妹分を持つと助かるなあ」

「物わかりの悪い兄さんを持つと苦労します」

　俺の独り言に答えるが如ごとく、蓮れん華げはノックもせずに俺の部屋に踏み込んで来た。

「蓮華。部屋に入るときはノックをしなさい」

「その点に関しては、素直に謝ります。ごめんなさい。ですが、先程の仕打ちは許せません。あの場面ではキス以外ありえません」

　玄関で置き去りにされた事に酷ひどくご立腹な蓮華である。

「欧米人じゃないんだから、そんな玄関先で家族とキスなんてしないだろ」

「か、家族……ですか？」

　俺が恥ずかしい想おもいを我慢して言ってみると、蓮華はいきなり口の中にピーマンを突っ込まれたみたいな顔をした。ついでに、蓮華はピーマンの事は好きでも嫌いでもない。

「……俺を家族とは、思えないか？」

　途端に、胸の内に不思議な感情が沸き起こる。家族と認めて欲しいけど、どこか、認められないことを望む、自分の発言と矛盾するような感覚。

「いえ、兄さんは兄さんです。私達の大切な家族です。しかし、これは。だけど……」

　はっきりと断言して蓮華は頬ほおを緩め、その後にしかめっ面になり、百ひやく面めん相そうの練習でもするかのように表情を安定させない。

　基本的には無表情系の蓮華の心を揺さぶれる程度には、俺の事を家族と認めてくれているらしい。すっと感情の混乱は収まる。ほんの少しの苦みを残して。

「ほら、そんな難しい顔してないで、お菓子でも食べるぞ」

　俺は鞄かばんから、買っておいたカステラを取り出して蓮華に渡した。

「兄さん、私を子供扱いしないでください。もはや、甘いものだけで機嫌が取れるような安い女ではないのです」

「じゃあ要らないんだな」

「そうは言っていません。準備をしてきます」

　小難しい喋しやべり方かたをしていても、結局は年相応の女の子。ランランとお茶の準備をしに向かった蓮華だった。そういえば、蓮華も昔はもっと素直な喋り方をしていた気がする。

　彼女があんな風に敬語を使って話すようになったのは、やっぱり俺のせいだろうな。




「というわけで、しばらく帰りが遅くなることもあると思うから」

「……分かりました」

　甘いものを食べて機嫌が良い内に、蓮華に先程あった事と、これからの予定を話した。

「兄さん。私にも、何か手伝えることはありませんか？」

「いや、蓮華も分かるだろ？　俺が何かするなら人は少ない方が良いって」

「でも、その転校生さんと二人きりだなんて……噂うわさが、嘘うそから出たまことが……」

　奥歯を噛かみ締しめるように蓮華は声を押し殺した。心配なのは分かるが少々ブラコンの気が強過ぎるのは問題だと思う。

「だから莉り子ことはなんとも無いって」

「莉子？」

「あ」

　何でも無いんだと言って安心させるつもりが、不用意に地雷を踏んでしまった。

　説明の段階では名前で呼ばないように気をつけていたのに、初歩的なミスだ。

　甘味ドーピングで上向かせていた機嫌も、下向きへと急速に進路を変えた。

「兄さん。出会って一日の女性をもう下の名前で呼ぶのですか？」

「いや、なんかその姉妹が、名字呼びは被かぶるから嫌だとか」

「だとしても、いきなり呼び捨てとは距離が近過ぎるのではないですか？」

　俺もそう思う。

「私は、兄さんの妹として、いえ、それ以前に一人の人間として言いたいのですが、学生の身分ではもっと節度のある付き合いをですね──」

「分かってるから。蓮れん華げが心配するようなことはないから」

「いいえ兄さんは分かっていません。そもそも男女関係というものは──」

　張り切って己の持論を展開し始めた蓮華の言葉を、右から左へと聞き流す。

　蓮華がさっきから気にしているのは、俺が莉子と積極的に関かかわらなければいけないこれからについてだろう。出会ったばかりの人間と二人きりとは何事かと。

　率りつさんは話の最初に「呪のろいは自分でどうにかするしかない」というような事を言っていた。そして、神しん呪じゆとは特にその性質が強いものだという。

　その為ために必要なのは、俺自身が人と関わり人助けをすることらしい。

　時間は少し遡さかのぼる。
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「さあ少年。ここに取り出したるは神秘の宝石、グレート・ゴールデン・ミステリアス・プラチナ・ブリリアント・ミラクル・封ふう神しん珠じゆだ」

「つまり、封神珠ってことですかね」

　率さんが詐さ欺ぎ臭い名称を述べながら取り出した琥こ珀はく色いろの丸石。

　綺き麗れいだとは思うが、これ一つで俺の呪いはどうにかなってしまうものなのだろうか。

「それで、まさかこれさえ持っていれば『呪いは解消、友達も彼女も出来て、お金もウハウハ、それもこれも全すべてこの石のおかげです』なんてこと言うわけじゃないですよね？」

「世の中にそんな上う手まい話はない。これはね、呪いを溜ため込こむ装置みたいなものだよ」

　にやりと唇を歪ゆがめた率さんに、俺は訝いぶかしげな表情のまま尋ねた。

「……呪のろいなんて溜ため込こんで、どうするって言うんですか？」

「まぁ、分かり易やすく言ってしまうとだね、その封ふう神しん珠じゆに呪いを溜め込む事で、君の神しん呪じゆを打ち消せるという訳なんだよ」

　説明は具体的になったかもしれないが、分かり易くはない。

「呪いを解消する方法というのは、実際の所は二つしかない」

　俺が不満そうな顔をしていたのに気付いてかどうか、率りつさんは説明を続ける。

「一つは、ゆっくりと時間をかけて、呪いと対話するように慎重に、少しずつ呪いを解きほぐしていくやり方。神殿で必死にお祈りしたり、大自然で誓いを立てて荒行したり、体中にお経を書いたり、お供え物を集めてみたり、一般的に呪いを解くと言われてイメージされる全すべてのことが、こちら側だね。方法も効果も千せん差さ万ばん別べつだ」

　なるほど、簡単に思い浮かぶ解かい呪じゆなんてものはこちらに該当しそうだ。

「だが、残念なことに神呪はその方法では解けない。呪いが強すぎて、一人の人間では太た刀ち打うちできないからだ。それならば複数人でお祈りでもすれば可能かと言えば、神呪に釣り合う数の人間が心を合わせる難しさ故ゆえに現実的ではない」

　どうにも、神呪とやらが気難しいということだけは良く分かる。

「神呪に釣り合う人数とは？」

「そうだね、少なく見積もっても千人」

　なるほど。その数の人間が心を一つになんて到底できる訳が無い。人間が思いを一つにすることがどれだけ困難なのかは、俺も良く知っている。

「そこで出てくるのが二つ目の方法だ。もう一つの方法は至ってシンプル。呪いに、より強い呪いをぶつけて打ち消してやればいい。それだけだ」

「なるほど、そこで封神珠の出番ですか」

「うむ。神呪は、呪いとしては確かに強い。最強だと言っても良い。だけど、この封神珠に呪いを沢山溜め込んでいけば、いずれ神呪よりも強くなる」

　個で神呪より強い呪いが無いなら、群でより強い呪いを作ればいい。そして、それを可能にしてくれるのが封神珠という道具なのだろう。

「呪いを集めたりなんてしたら、危険じゃないんですか？」

　理解したとはいえ、少し気になった事は聞いてみる。呪いを集めてより強力な呪いを作るなんて、周りに凄すさまじい悪影響を及ぼしそうなものだが。

「安心したまえ、封神珠はそういう所に影響を及ぼさない都合の良い道具だ。ただし、欠点もあるがね」

　率さんは注意を促うながすように指をピンと立てる。

「まず、封神珠が取り入れることができるのは、人が人にかけた呪いだけという点」

「つまり、人以外にかけられた呪い、神呪をそのまま溜め込む事は、不可能？」

「そうだね。他に、呪いのこもった道具──《呪じゆ具ぐ》から直接吸い出すこともできない」

　ここで新たな固有名詞の登場か。だが、今はそこに突っ込む必要も感じない。

「そして最も注意しなければいけない点は、溜ため込こんだ呪のろいを使ってしまうと、溜め込んだ分は無くなってしまうという点だ」

　目標の強さになる前に使ってしまうと、また一から溜ため直しということか。

「別にそんなこと気にしなくても、使わなければ良いんですよね？」

「言ってしまえば、そうなんだけどね」

　俺がそう結論を下すと、率りつさんは少し表情を柔らかくして頷うなずいた。

「今の話を総合すると、その封ふう神しん珠じゆという奴やつを貰もらって、呪いをかけられた人間を探して、その呪いを集めて行けばいずれ神しん呪じゆが解除できるというわけですね？」

　率さんは頷いて、俺の理解が正しい事を肯定した。

「それで、どうやって呪いを持っている人を見つけて、どうやって呪いを集めれば良いんですか？」

　色々聞いた上で、そこの解決策だけは全く見えて来ない。

　そもそも、今まで生きて来て呪われている人間なんて俺は全く見た覚えが無いし、仮にそれが分かったとしても、方法が分からなければ呪いを集められる訳も無い。

「まぁ、平たく言えばだね、君が人助けでもして人と関かかわって行けば自然に集まるよ」

「……はい？」

　率さんが何でも無い顔で平然と告げた言葉を、俺は簡単に飲み込むことが出来なかった。俺が呆あつ気けにとられたのを見て少しにやりとした後、率さんは説明を続けた。

「人が人を呪うというのはそう簡単な事じゃない。だが、そう難しい事でもないんだ」

　俺が説明を聞く気になったと見て、率さんは店に並んでいる沢山の小物の一つ、古めかしい懐中時計を指差した。

「例えばその時計のような『呪じゆ具ぐ』を使えばね」

「……呪具」

「呪具とは『持ち主に呪いの力を与える道具』みたいなものだね」

　名前からなんとなく想像は付いていたが、呪われた道具といった所だろう。

「呪具の詳しい説明は省こう。簡単に言えば呪具を使えば『人が人を呪う』ことが出来る」

　そう言って率さんは時計を指していた指を降ろした。

「昔はともかく、現代において人がなんの補助もなく人を呪う事は不可能と言って良い。その技術はとうの昔に失われてしまった。だが、呪具があれば話は別だ。呪具にはそれぞれ宿った感情があり、願いがある。それに呼応する願いを持ったものが現れた時、呪具はその能力を発揮し、自身の持つ『呪い』を人に振りまくんだ」

　呪具とは感情や願いがこもった、呪われた道具だという。

「その呪具って奴があれば、人は人を呪える。そこまでは分かりましたが、そもそも呪具そのものが、そんなに簡単に作れるものなんですか？」

　人が誰かを呪う技術とかは、詳しくは知らないが失われたらしい。だが、呪具なんてものがホイホイ作れるなら、誰かを呪うくらいは簡単なんじゃないだろうか。

「簡単と言えば簡単だね。人間一人が死の間際に抱く強さくらいの感情があれば充分だ」

　何の感情も感じさせない声音で、率りつさんは言い切った。人間一人の死と。

「人は死ぬ時に強い感情を抱き易やすい。怒りや哀かなしみ、心残りがあれば負の力を持った呪じゆ具ぐが生まれるだろうし、喜びや希望、周りに託すものがあるなら正の力を持った呪具が生まれるかもしれない。感情に限れば、正と負はベクトルが違うだけで等価値だ」

　涼しい顔で言ってのける率さんに薄ら寒いモノを感じる。

　人の死、それが感情を生み出す一種のイベントとして扱われる事に違和感があった。

　まるで、誰かが死ぬ事に慣れているようだとさえ思った。

「話が逸それたね、本題に戻そう」

　率さんは一度、仕切り直す。

「君は今、人が人を呪のろうのは思いのほか難しいことでは無いと知った。呪いの大きさの違いこそあれど、世の中に気付かずに呪われている人は、とても多いんだ」

　戻った話題に、頭の中身を切り替える。

　先程の話が本当だとすれば、この世の中で誰かが死ぬ度に呪具が生まれる可能性がある。家族の形見なんかが呪具になっている可能性は高いのだ。もし、幸せな人生なら、世の中に悔恨を残すことは無いだろう。だが、もし不幸な人生だったら？　誰かを恨んでやりたいと思うことは、そこまで不自然なことだろうか？

「ま、そこまで深刻じゃない場合が多いし、神しん呪じゆでも無ければいつの間にか呪いが風化し、解消していることが大半だけどね」

　率さんが、付け足すようにフォローを入れて深刻さを取り払った。それを聞いて、俺の心の中で疼うずき出した、呪いへの恐怖も少しだけ和らいだ。

　俺が自身の動揺を飲み込んだタイミングを見計らったのか、率さんはまた語り出す。

「世の中には君が思っている以上に呪われた人間が居る。そして、その人々は大なり小なりの悩みを抱えている事が多い。だから、君が積極的に人助けでもしていけば、自然と呪いを持った人にも会えるはずだ」

　底の見えない微笑を浮かべて、率さんはそう断言した。

「ですけど、普通に困っている人と、何かの呪いで困っている人はどう見分ければ良いんですか？」

「呪われた人間には、身体からだのどこかに『呪じゆ症しよう』と呼ばれる痣あざができる。君の痣と似たようなものだ。それを何らかの手段で確認すれば良い。きっと相手にも心当たりの一つや二つはあるだろう」

　軽く言ってくれる。

「つまり、どうにかして悩みを持った人間を集めて、その中から呪われた人間を探せば良いんですね？」

「その通り。利口な少年は好きだよ。お姉さんがご褒美にチューしてあげようか？」

「心の底から遠慮します」

「……つれないなぁ、少年」

　さっきまでの尊大な態度から一転して、傷ついた乙女みたいに両手の人差し指を合わせて落ち込む率りつさん。この人のキャラは未いまだに掴つかめない。

「お姉ちゃん、いきなりそんな事言ったら誰だってビックリするよ」

「居たのか、妹よ」

「ずっと居たよ！」

　見るに見かねたように俺の隣に座っていた莉り子こが口を挟はさむが、やや酷ひどい事を姉は言う。

　というかすまん、俺も若干お前の存在を忘れていた。

「まぁ、莉子の事はどうでも良いんですけど、どうやって呪のろわれた人間から呪いを貰もらえば良いんですか？」

「どうでも良いの!?」

　莉子が何か喚わめいているようだが、特に気にする事もなく俺は率さんに尋ねる。

「手順はシンプル。相手の信頼を得て心を開いてもらい、相手の同意を得た上で、君がその手で呪じゆ症しように封ふう神しん珠じゆを押し当てれば良い。それで相手も君も助かる。ウィンウィンだね」

　率さんも莉子の抗議を歯牙にもかけず、問題を解かせる先生のように優しく説明した。

「一つ良いですか？」

「なんだい？」

「仮に女性が呪われていたとして、呪症は男の俺が見ても良い場所にだけ現れるモノなんですか？」

「相手の同意を得た上で、と言ったよ、少年」

　俺の疑問に対し、率さんは表情一つ変えずに言った。

　つまり、見ても良い場所にだけ現れるという訳では無いんだな。

　色々と信じ難い話ではあったが、諦あきらめて久しかった呪いに対する解決策が見つかりそうなのだ。人と関かかわる事に対する抵抗感はまだ拭ぬぐえない。それでも、前に進む価値はある、そんな気がした。

「とりあえず、人助けから女性を口説き落とすなりなんなり、適当に頑張ってみたまえよ」

　俺のやる気に水を差すようなことを言う彼女の顔は、大変面白そうなにやけ顔だった。

「どうして肝心の部分は適当なんですか……」

「気にしなーい、気にしない」

　この人のつかみ所の無さは筋すじ金がね入いりだな。まともに相手をしていたら疲れるだけだ。

「それで、封神珠にはどれくらいの人数分の呪いを集めれば良いんですか？」

「少なくとも千人分くらいは必要だろうね」

「……やっぱり、千人ですか」

　気が重い。ただでさえ他人とのコミュニケーションが苦手なのに、千人だと。

「まぁ、今まで他人を避けて満足に交友もせず、家に引きこもってやる事は、読書、勉強、インターネット、なんて生活を送って来た人間にはちと辛つらいかもしれないね」

　なんでそんなことまではっきりと分かるんだこの人は。

　俺が怯ひるんだのを見て、先程の仕返しだとばかりに少し口角を上げる率りつさん。

　しかし、そんな表情はすぐに改めて、尊大な様子を取とり繕つくろった。

「だが、安心したまえ。実は君には助手を用意してある。そう、そこでさっきからぼーっとしている我が妹だ！」

　率さんは大げさに腕を振るって、話に入れずにぶーたれていた莉り子こを指差した。

　莉子は指名された直後は少しだけきょとんとしたが、すぐに笑顔になって胸を張る。

「任せんしゃい！」

「ちょっと待て」

　自信満々で立ち上がった莉子に、待ったをかける。

「なんでお前はそんな乗り気なんだよ」

「友達が困ってたら助けるのは当然ですぜ！」

「……友達？　誰が？」

「……これは効きますなぁ」

　俺が純粋な疑問を込めて尋ね返してやると、莉子は胸のあたりを押さえて大げさにのけぞる。でも、なんかちょっと嬉うれしそう。気持ち悪い。

　軽く引いてしまうが、それでも一応言いたい事はある。心配だ。

「お前が友達かどうかは差し置いてもだ、さすがに巻き込むわけにはいかないだろ」

　俺の近くに居るだけで、俺の呪のろいに巻き込まれる危険がある。一般的な生活を送る上で確率という要素を完全に排除するのは不可能だ。

　それならば、何かがあった時のために、一人で行動するべきだ。

「いやいや、心配は無用なんだなこれが」

　莉子はそんな俺の配慮を踏みにじる返答をあっさり。

「何がだ。お前は呪いのことなんて全く分かってないだろ」

「分からないけど、私は分からないままでも良いんですよ」

「そんな軽い気持ちで考えるな！」

　ニコニコと笑みを浮かべている莉子に、声を荒らげていた。

　誰かを巻き込むというのは、それだけ恐ろしいことなのに──。

「落ち着け少年。私がなんの考えもなしに莉子を貸し与えるとでも思っているのかい？」

　俺の荒れ狂う感情の波に向かって、率さんは底の見えない冷笑と共に船を出す。

「何がですか？」

「莉子が昨日の時点で呪いを持った人間と接触するのは分かっていた。その状態で対抗策を持たせていないわけがないだろう」

　率さんは莉子にそっと目配せする。莉子は頷うなずくと、制服のポケットから緑色の石を取り出した。

「それは？」

「呪のろいに対するカウンターだよ。まぁ、細かい事象には効果はないだろうけど、少年が気にしているような大きな事象から、事前に莉り子こを遠ざけてくれるお守りみたいなものだ」

「大きな事象からは……」

　こちらを見透かすような態度ばかり取る女性だ。

「信じても良いんですよね？」

　言ってしまえば、この店で聞いた何もかもが胡う散さん臭くさい。怪しい店に、怪しい話、怪しい宝石に多額の代金。こんな話を手放しで信じるなんてどうかしている。

「うむ。私の誇りにかけて、嘘うそは一つも言っていない」

　だが、そんな詐さ欺ぎ臭い話の中でも、彼女の目は一切その輝きを失うことは無かった。

　あくまでも真剣に、俺の事を見ていた。対等な相手として、会話をしていた。

　俺は、この人を信じてみよう、たとえ──

「なんなら、私の処女を賭かけても良い」

　……信じて良いのか？

「少年。その疑惑の眼まな差ざしは、お互いの心を傷付けるだけだぞ」

「ああ、すみません」

　深く考えるのはやめよう。どうせ理屈じゃないんだ。

　多分率りつさんが駄目な大人であることは、俺の呪いをもってしても覆くつがえせない十割の確率を持った事象だけど、それとこの人の商売は関係ない。

「まぁ、こんなに美人な私が処女であると信じられないのは分かるが──」

「すいません妹さん。この人、ちょっと何言ってるか分からないです」

「おおう……」

　俺に対して、心証のマイナスポイントを稼いで何の意味があるのだろうか。ハイスコアを更新した所で景品なんて出ないぞ。

「ごめんね灰かい斗と君。お姉ちゃん、ちょっとはしゃいでるみたいで」

「はしゃいでる？」

　やや引きつった顔で莉子は姉をフォローする。姉は固まっている。

「このお店、人が少ないし話し相手なんてほとんど居ないらしいの。しかも、大体はお姉ちゃん目当てのナンパとかで、呪いの事を真剣に聞いてくれる人はもっと少ないって」

「話し相手が出来て嬉うれしいって？」

「うん。それも、お姉ちゃんを女性として意識しない人なんて本当に珍しいから、そういう面でも意地になっているのかと」

　話し相手が出来て嬉しい。その話し相手が自分目当てじゃなくて尚なお嬉しい。だけど、自分に全く興味をもたれないのは、自分に魅力が無いみたいで悔しい。

「子供か」

　呆あきれた声を出すと、率さんはぶすっとして唇を尖とがらせる。

「……違いますぅ。お姉さんですぅ。ミステリアス美人ですぅ」

　やっぱり子供じゃないか。二十四にもなってコミュニケーション能力不全はどっちだ。

　隣の莉り子こもそんな姉の様子に頭を痛めたみたいだ。しばらく俯うつむいていたが、姉への思いを振り払って俺の方を向いた。

「というわけで。灰かい斗と君、これから頑張ろう」

「何を？」

「だから！　協力するって話！」

「ああ、まぁ、うん」

　そういえば、そんな話だったな。しかし、協力するって……。

「なんか頼りないなぁ」

「あらら、灰斗君と私で、どっちがクラスに馴な染じめてるんだっけ？」

「ぐっ」

　気乗りしないのだが、莉子が言っていることに反論など出来ない。

　まぁ、莉子は頭の回転はあまり速くなくとも、処世術のようなものは磨いているのだろう。朝の質問の躱かわし方しかり、休み時間の活動しかり。

　彼女を介することで、人助けという目的が達成しやすくなるというのは目に見えている。何より、俺では人から悩みを聞き出す程親しくなることは出来ないだろう。

「それじゃあ、俺の力になってくれ」

「こんな時でも上から目線ですか君は」

「ああ、すまん……？」

　言われて咄とつ嗟さに訂てい正せいしようかと思ったのだが、どことなく莉子の顔に違和感があった。

　言い方が気に障さわったという感じではない。むしろ何かを期待する顔。……ふむ。

「訂正する。俺の力になれ」

「りょ、了解」

　元気よく了承の意を返した莉子。どうやら、何かの正解を選んだようだ。

「それじゃあ、明日から頑張ろうね！　私も精一杯張り切っちゃうよ！」

「悪いけどちょっとテンション下げてくれない？　頭が痛いから」

「申し訳ありませんでした」

「……はぁ」

　上から目線で命令されるのを喜んだり、変な所で遜へりくだった態度を取ったり、こいつ本当にドＭなのかもしれない。心底気持ち悪い。

「仕方ない。ともかく、今後ともよろしく」

「うん。よろしくねー」

　まぁ、そんなことは俺にとってはどうでもいい事だし、気にしないようにしよう。

　これからの協力関係に一段落ついたので、いじけている率りつさんに向き直った。

「それで美人のお姉さん、話をしても良いですか？」

「……嫌みはやめたまえ。そんなお世辞は結構だよ」

　率りつさんはしょんぼりとしたままである。自然再起は遠い様子。

「別にお世辞じゃないですけど」

「そ、そうか？」

「はい、俺は率さんのこと、凄すごく美人だと思いますよ」

　ただ、大人としてはちょっと駄目なだけで。

「う、うむ、やはりそうだな。大人の魅力に溢あふれた素晴らしい女性だな、私は」

　いや、大人の魅力はないと思う。つうか、大人の魅力とか自分で言うなら、なんで年齢のことをそんなに気にしているんだろうか。

「それで、この封ふう神しん珠じゆとやらはどうすれば良いんですか？」

「まあとりあえず手に取ってみると良い」

　言われるがままに、琥こ珀はく色いろの宝玉を摘つまみ、手のひらの上に乗せてみた。

　特になんてことない、ただの石の感触しかない。

「その封神珠を、さっきの痣あざ、神しん呪じゆの呪じゆ症しようにくっつけてみたまえ」

　左腕の袖をめくって、封神珠を幾き何か学がく模様の痣へと押し付ける。何も起こらない。

「!?」

　そう思った瞬間に、身体からだに異常が起きた。

　幾何学模様の痣が異常に発熱する。

　発熱に続いて頭にチカチカと星が飛ぶような酩めい酊てい感。視界が定まらない。

　声も出せない程の頭痛が暫しばらく続いた。

「……これ、は？」

　ようやく身体の異状が収まると、俺は息切れする程の疲労感をなんとか振り切って、少しだけ心配そうな顔をしている率さんに尋ねた。

「認証の儀式みたいなものだよ。それでその封神珠は君専用になった」

「……そりゃ、どうも。でも、俺専用ってのはどういう意味ですか？」

「返品不可」

　ちょっと試してみた段階で、クーリングオフすら出来なくなるとは。

　改めて封神珠を見てみると、俺の左腕に存在していた痣がそこに刻まれていた。

「君専用の封神珠は、性質上、その一つしか存在できない」

「失なくしたら？」

「君はもう、君の呪のろいに対抗する術を失うということだ」

　率さんの宣言は、平静であるが故ゆえに冷たい響きを持っていた。

「とりあえず、今日の所はそれをこちらに預けてくれないかい？」

　率さんは言って俺に封神珠を渡すように促うながした。

「どうするんですか？」

「君が失くさないで済むようにアクセサリーにしてあげようと思ってね」

「それは、ありがとうございます」

　俺は深く考えることもなく、率りつさんに封ふう神しん珠じゆを手渡した。

　率さんは、優しい手つきで封神珠を受け取ると、元々入っていたケースへと戻した。

「それじゃあ、今日はこのあたりで失礼します」

　一連の様々な動きを見届けた後に、もう用事が終わったと見切りをつけて、俺は店を後にすることにした。

「うむ？　そうかい？　もっとゆっくりして行ってくれても良いんだよ？」

　率さんは名な残ごり惜しそうに俺を引き止めた。

　なんだかんだ話は聞いてもらったし、力になってくれそうではあるが、それにしたってずっと他人の近くにいるのは、怖い。

「いえ、今日は色々お世話になりましたし、あんまり遅くなると家族が心配するので」

　その心中を隠して、当たり障さわりの無い口上に逃げる。実際、もう日の落ちてくる時間で蓮れん華げが心配しているかもしれない。

「ふむ、そうか。ではまた明日、封神珠を受け取りに来ると良い」

　率さんは、俺の心に気付いたのかどうか、やけに寂しそうな顔で言った。

　やはりこの人は、他人の心中を見抜く能力に長たけているのかもしれな──

「明日以降もまた来ると良い。むしろ何回でも来た方が良い。いっそ毎日来れば良い」

　訂てい正せい。この人はどれだけ人間関係に飢えているというのか。

「あ、あはは。明日から宜よろしくねー」

　相変わらず呪のろいの話では影の薄い莉り子こが、のんびりと別れの挨あい拶さつを投げかけてきた。
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「兄さん、聞いているのですか？」

　蓮華の声に、俺の意識は回想から現実へと引き戻された。淡々と持論を展開していただろう蓮華は、俺が聞き流しているのに気付き、咎とがめる視線を向けていた。

「……ん？　聞いてるよ」

「嘘うそです。では、私がさっきなんて言ったのか分かりますか？」

「結論として、兄さんは長年の付き合いである私を差し置いて、他の女性にうつつを抜かすのはいけないのです。だったか？」

「うぐ、正解です」

　たまに居るよね、人の話をまったく聞いていないようで、こういう質問にはしっかりと答えるやつ。まぁ、俺だけど。

「後な、男女関係だの惚ほれた腫はれただのに時間の優位性を主張するのはどうかと思うぞ。一番大切なのは双方の気持ちだ」

「気持ちを育むのは時間です。つまり、私程兄さんを想おもっている女性は居ないのです」

　ふふんと自信満々で胸を張る蓮れん華げ。俺はボソリと一言漏らす。

「……無い胸は張れないな……」

「兄さん。世の中には言って良い事と悪い事があります」

　蓮華は髪の毛すら動かしてしまいそうな程、怒気を全身から溢あふれさせる。

　しっかり聞こえたらしい。

　蓮華の胸は一般的な女性と比較するのすら可哀かわい相そうな程にぶっちぎって小さい。多分発育の悪い小学生と良い勝負だ。

　そんな彼女が日々胸を大きくする努力をしているのは知っているが、俺としてはどうしてそんなに気にしているのか分からない。

「蓮華、参考までに聞きたいんだけど、何な故ぜそんなに胸の大きさを気にするんだ？」

「……兄さんには関係ありません」

　蓮華は拗すねたようにそっぽを向いた。この反応は怒っている時に何か痛い所を突かれた場合のものだ。つまり、聞かれたくなかったのだろう。

「俺は別に胸の大きさなんてどうでもいいけどな」

「……一般論では、胸はあった方が良いという話ですが」

「ほら、大衆に迎合しない俺カッケー、みたいな？」

「……そうですか」

　僅わずかにほっとしたような表情で、蓮華は俯うつむいた。

　まったくもって、自分の胸が小さい事を気にしている妹分は可愛かわいいなぁ。

　そんな瑣さ末まつな悩みにかまけて、さっきまで俺に対して時間の優位性を説いていたことや、男女関係のあれこれを話していたことを忘れているんだから。

「そろそろ、義か母あさんと義と父うさんが帰ってくるころだな。俺は洗濯物を取り込んでくるから蓮華は台所をお願いな」

「はい、分かりました」

　話を蒸し返される前に、俺は次の行動に移ることにした。







「おはろー灰かい斗と君」

　次の日の朝、特になんでもない登校を終えた後に教室に入ると、しっかりとクラスに溶け込んでいた莉り子こが朝の挨あい拶さつを投げかけて来た。

「おはよう、ちょっと面を貸せ」

「い、いきなり朝から穏やかじゃないね」

　俺の強引な態度に少し戸惑う莉子を引っ張って、廊下へ。そのまま、人気の無い階段の踊り場まで来てから、囁ささやくように尋ねた。

「少し聞くが、噂うわさについては知っているか？」

「噂うわさ？　それ、私に関係すること？」

　ここでキョトンとされてしまうと、先程の馴なれ馴なれしい態度についてもあまり咎とがめる訳にはいかなくなる。

「実はだな、昨日の放課後の一件から、俺と犬いぬ蓼たでが付き合っているという噂が生まれたらしい」

「ほ、ほー、そいつは照れますな」

　若干赤くなる莉り子こだが、今はそんな場合ではないだろうが。

「それでだ。これから俺とお前は行動を共にする事が多くなる。そういう噂を野の放ばなしにしない為ためにも、お互いを呼ぶ時は気をつけるんだ。名前なんかで呼び合うと噂が加速するぞ」

「……加速したら駄目なの？」

「……は？」

「だから、その噂が広まったら、何か問題あるの？」

　真顔で聞き返され、一瞬思考が停止した。慌てて立て直す。

「いや、そんな噂が広まったら困るだろ？　俺はともかく、犬蓼は……」

「え？　別に。噂は噂でしょ？」

「俺なんかと付き合ってると思われるんだぞ？」

「いやー、照れちゃいますねぇ」

　ポリポリと頬ほおを指で掻かくという、ステレオタイプな照れの表現をする莉子。

「照れてる場合じゃないだろ。せっかくクラスに溶け込めて来てるのに。これから先に仲の良い男友達も出来るだろうに。そんな噂があったら、男女交際の大きな壁になったりするぞ。それも、クラスで浮いている俺が相手だ。下手したら、女子からすら避けられるかもしれないんだぞ」

　事態をいまいち認識していない可能性もあるので、しっかりと置かれた状況について説明する。元から浮いている俺よりもむしろ、これからクラスに馴な染じんでいかないといけない莉子にこそ切実な問題だ。

　だが、俺にそんな事を言われても、莉子はうーんと少しだけ考える素振りを見せて、ケロッと笑った。

「なんか勘違いしてるかも知れないけど、噂なんて気にした方が負けだよ。私も君も、そんな事実は無いって知ってる。陰で何か言われるかも知れないけどしっかり否定してやれば良いだけ。悪意があるわけでも無いんだから、ほっとけば直すぐに消えるよ」

「それでもだな、お前がクラスに馴染むのには邪魔──」

「ああもう。むしろ、そんなの気にして仲良くしてくれないんなら、そんな人こっちから願い下げってもんですよ。気にしない気にしない」

　俺の剣けん幕まくに一切怯ひるむことなく、莉子は静かにそう言った。

「……そうか」

　そこまで言われて、俺も少しむきになっていた自分を反省する。

　あまりにも莉り子こが気にしないものだから、逆に自分の主張を認めさせることにやっきになってしまっていた。

　俺が落ち着いたのを見計らったように、莉子はさっきまでの静かな様子ではない、ちょっとだけ哀かなしい雰囲気で言った。

「それにですねぇ。男子関係のことなら心配要らないってもんですよ」

　どこか遠い目になる莉子。

「私って出会ってすぐはわりかしモテるんだけど、すぐにお笑い系女子にカテゴライズされて、対象から外されちゃうんだよね」

　明後日あさつての方向を向いてへへへと笑う莉子に、かけてやれる言葉は見つからなかった。

「だからむしろ、そんな噂うわさが出ちゃうことが嬉うれし恥ずかしみたいな？」

「ああ大丈夫だ。俺もお前も、そんな噂が嘘うそだって知ってるからな。嘘だって知ってるからな」

「二回言われた！」

　やけに大げさなリアクションを取る莉子を冷めた目で見る。

　まぁ、転校前の学校の男達の気持ちも分からんでもないが、それにしたって見る目が無いんだな。こんなに明るくて、ノリの良い女子そう居ないぞ。ちょっと気持ち悪いけど。

「ところで、灰かい斗と君。君さっきから私の事を犬いぬ蓼たでって呼んでるよね？　ちゃんと莉子って言ってくれないと、噂バラまくからね」

「……お前の方が悪意ある噂をたてようとしてんじゃねぇか」

　とはいえ、そんな下らない噂をバラまかれても誰も幸せになれないので、ため息を一つだけ吐ついて彼女の要求を呑のむ事にした。

　その後に、今後の事を考えてメールアドレスを交換し（むしろ昨日の内にやっておくべきだった）教室に戻った。家族以外のメールアドレスというものを手に入れたのは、思えば初めての体験だった。




「新しい部を作りたい？」

「はい、そうなんです」

　それから放課後まで、俺は特に何か行動することもなかった。

　どうやって悩みを抱える人間を探せば良いのか分からなかったというのもある。だが、莉子が「私に考えがあるから任せて」と言っていたので、任せてみたのだ。

　その結果として、どういうわけか俺は莉子と二人、職員室の岩いわ鏡かがみ女史の前に立っていた。

「どうしてまた、部活動なんかを？」

　岩鏡は、莉子の突然の申し出に少し面食らって、苦笑いを浮かべていた。

「私達二人、今どうしても人の役に立ちたいんです！　ボランティア活動がしたいんです！　だからその為ための拠点が欲しいんです！」

　対する莉子は輝くような笑顔でそう宣言した。

　どういう思考を辿たどったのかは知らないが、学校で悩み事を抱えている生徒をスムーズに探す為ためには、やはり何か看板になる組織が必要だと思ったのだろう。

　そこでこの学校だが、精力的な活動をして、なおかつきちんと報告するのなら、新しい部の設立は比較的容易であるらしい。

「うーん。まぁ、内容はボランティアだし、やる気があるなら良いか」

「本当ですか！」

　ご覧の通り、岩いわ鏡かがみが若干適当な性格であることを差し引いても、こんなに簡単に設立が認められてしまった。

「じゃあ、とりあえずこの用紙に必要事項を記入してくれる？」

「はい！」

　岩鏡は、デスクの中から新規部活動設立申込書と書かれたプリントを取り出し莉り子こに手渡した。

　その後にデスクの横にパイプ椅い子すを用意して莉子に勧める。莉子はその椅子に腰をかけると嬉き々きとして用紙に書き込みを始めた。部活動名は……月げつ光こう団だん？

「おい莉子、なんだその変な名前の部活動は？　意味が分からんぞ」

「迷える子羊にそっと示される道しるべ。それこそが月光です」

　うん。本格的にこいつの言っていることが分からない。

「ボランティアが目的なら、普通にボランティア部とかで良いだろ」

「甘いよ灰かい斗と君！　今のご時世、そんな普通の名前だと誰にも注目されないよ！」

　莉子は宣言し、俺が嫌そうに顔を歪ゆがめているのを見ながらはきはきと説明する。

「注目されないと人は来ない、人が来ないと活動もできない、だったら多少強引でも注目されないといけない。その為にはインパクト！　この世はインパクトが大事ですよ！」

　今まで人に注目されないように生きて来た俺には、出ない発想だ。

「……言いたい事は分かった。しかし、月光団？　そのセンスはどこから来た？」

「人間だれしも寄り添って欲しいときがあります。ふと思い悩む夜、窓から差し込む月明かりがそっと頬ほおを撫なでます。ほら、人の悩みと月明かりはこんなにも相性が良いです」

「……却下」

「待って！　だって月と想おもいはセットでしょ！　太陽の裏には月がある、笑顔の裏には悩みがある！　月は狂気の象徴だったり、狼おおかみ男おとこも本能で動いたり、なんなら今夜は月が綺き麗れいだったりするんだよ!?　言えない秘密は月の下もとにありだよ！」

「なんだよその剣けん幕まくは。本当の事を言え。なぜ月に執着している？　くだらない理由だったら却下するからな」

　あまりにも様子がおかしいので問いつめると、莉子はふと俯うつむいて言葉を零こぼした。

「……お姉ちゃんのお店が『ブルームーン』だから、『月』を入れたかったんだよ……」

　色々とごまかしの言葉を付け加えようが、本心はそんなもんか。

「……まぁ、良いか、それで」

「本当!?」

　俺がしぶしぶ納得すると、莉り子こはすぐさま下げていた目線を上向かせた。

「……実際、名前なんてどうでもいいしな。好きにしろ」

「分かった！」

　許可を出すと、莉子は嬉うれしそうに先へと書き進む、っておい、なんで部長が俺なんだ。

「しかし、意外だね。鬼灯ほおずき」

「はい？」

　俺が莉子の横暴を止めるか迷っていた所で、唐突に岩いわ鏡かがみに声をかけられた。

「君は、人と積極的に関かかわろうという人間には見えなかったけど」

「……そうですね」

　岩鏡の疑問ももっともだろう。つい昨日までクラスの誰とも関わらず、一人ぼっちだった人間が、転校生と二人で部活動を始めると言うんだ。

「もしかして、君たちはその、付き合っているのかな？」

「それだけはありません」

　教師とは思えないにやけ面の質問に、一切の表情筋を動かさず真顔で答えた。

　そのあまりの即答っぷりに、彼女は苦笑いを浮かべる。ついでに、一いつ心しん不ふ乱らんに用紙を書いていた莉子が僅わずかに動きを鈍らせたように見えた。

　だが、そこを追及する間もなく、岩鏡は次の質問に移っていた。

「それじゃあ、君たちは、友達なのかな？」

　俺は、その質問に答える事が出来なかった。

「はい！　そうですよ！」

　俺が何かを言う前に、莉子が笑顔で口を開いたからだ。

「灰かい斗と君。私達もう友達だよね？」

「……え？　別に」

「ぐはぁ……またそれかー」

　無駄に馴なれ馴なれしい莉子に若干いらっとして、思わず口走ってしまう。

　ちらっと岩鏡を確認するが、相変わらず、なんとも言えない苦笑いを浮かべていた。

「ふむ、鬼灯。もう少しその、オブラートに包むとかだな」

「すみません。でも俺、出会って間もないのに俺達親友だよな、みたいな顔するやつ嫌いなんで、つい」

「嫌いって言われたぁ！」

　いつも思っていることを述べてみると、隣で莉子はビタンビタンと跳ねている。気持ち悪い。場合が場合じゃなかったら、絶対近づきたくない。

　とは言うものの、これから同じ部になるわけだし、仲良くしないといけないか。

「だがしかし、お前がその気持ち悪い態度を改めるなら、百歩譲って、部活中は友達のようなモノだと認めても良い」

「なんか凄すごく遠回りしてる上に、条件ガッチガチで最後まで友達ですらないんですけど」

　へへへと涙さえ滲にじむような作り笑いで、莉り子こは笑っていた。

「あー。まぁ、友情の形は人それぞれだから、私は何も言わん」

　岩いわ鏡かがみも、なんとなく俺達の距離感を察したようで、少し引いた位置に移っていた。

「……はい先生……書けました……」

　たかが用紙一枚書くのにも満まん身しん創そう痍いになった莉子。

　岩鏡はさっと用紙を確認すると、顧問の欄に自分の名前を書き入れて用紙を莉子に。

「はい。じゃあ、一応これを生徒会に届けて来てくれる？　そこで生徒会が形式上審査した後に承認だから」

「分かりました。ありがとうございます岩鏡先生」

　莉子は素直に頷うなずいた後、椅い子すから立ち上がり、俺を先導して職員室の出口へと向かう。

「犬いぬ蓼たで、ファイト！」

「はい！　ありがとうございました！」

　職員室を出る時に、何な故ぜか岩鏡が犬蓼を応援していた。




　生徒会室にたどり着くと、書類は何事もなく受理された。

　早ければ明日にも、活動場所が与えられるらしい。

　自身の通っている学校ながら、こんなにも緩くて良いのかと疑問に思う。

「それで、これからどうしよっか？」

「どうするも何も、今日はやることが無いんだからさっさと店に行くぞ」

　俺はさっさと行動を起こすことを提案するが、莉子はそれを素直に受け入れなかった。

「それも良いけどまだ時間大丈夫でしょ？　だったら学校の案内とかしてくれない？」

「なんで？」

　不思議なことを提案してくる奴やつだ。何故そんなものが必要なんだ。

「なんでって、私、まだ転校してきたばっかりだし……」

「……ああ、そういえばそうだったな」

　今の今まで、莉子が転校生だという事を忘れていた。

「お前があまりにも学校に馴な染じんでいるから、忘れていたよ」

「えへへ。実は、学校のことまだ全然分からないんだよねー」

　照れたように笑う莉子。確かにこいつは昨日今日と俺につきっきりだから、まとまった学校案内の時間は無かったとしても不思議じゃない。

「別に俺じゃなくても、友達あたりに頼めば良いんじゃないか？」

「もう！　灰かい斗と君とも仲良くなりたいんだってば！」

　俺が暗に面倒だという意志を示すも、莉子はそれを理解してはくれなかった。

「分かったよ。案内したらすぐ店に行くぞ」

「おーけーおーけー、ふふふ。灰斗君のちょっとした優しさをゲットだぜ！」

　莉り子こが変な笑い声を出した後に何かを言っていたが、俺は気にせずに歩き出した。

「ちょっと！　そこは『置いてくぞ？』とか声をかけるところじゃないの!?」

「じゃあ、置いてく」

「なんでこっちの意志を確認してくれないのさ！」

　慌てて莉子が追いかけてくる。その元気がどこから出るのか、俺には分からない。




　学校の案内と言っても、この学校に迷うような要素は特にない。教室が詰まった教室棟、特別教室の詰まった特別棟、そして文科系の部活の為ための部室棟の三つが、それぞれの階にある連絡路で繋つながっているだけだ。

　だから、普通であれば学校案内など、ものの十分程度で終わる筈はずだった。

「あ、それ運ぶの手伝うよ！」

「え？　い、良いんですか？」

「うん！　一人で運ぶの大変そうだから！」

　どういうわけか、今日に限って仕事をしている生徒がたくさん居て、また、どういうわけか莉子という人間は困っている人を見つけると助けずにはいられないらしい。

　この二つの理由が重なると、たかが校舎の案内に想定以上の時間がかかるのだった。

「はい、灰かい斗と君も手伝って！」

　重そうな本の束を抱えていた女子生徒から本を三分の二程受け取ると、莉子は躊躇ためらい無く俺に受け取った半分を持たせた。

「……莉子。俺は学校案内をしていたつもりなんだ」

「うん」

「さっきからどうして、雑用を引き受けまくるんだ？」

「い、いやぁ、ほら、こうやって手伝うことで？　学校をくまなく回れるかなって？」

「……まぁ良い。どのみち後は図書室で終わりだ」

　莉子が言っていることもあながち嘘うそではなかった。特別棟からスタートして、掲示板への張り紙、倉庫への荷物運搬、新しい機材の搬入、書類の整理とコピー、そしてこの本の束。教室棟も部室棟も、果てには外の運動場まで、幅広く練り歩いていた。

　そんな連鎖ももう終わりだ。後は図書室を案内して終了なのだから。

「それで、この本は図書室で良いんだよな？」

　俺は、軋きしむ腕からの不快感を考えないように、重たい本を運んでいた一年生に尋ねた。

「あ、はい。そうです。鬼灯ほおずき先輩」

　その少女は、どういうことなのか、俺の名前を知っていた。

「え？　灰斗君知り合い？」

「いや、全く知らない」

　断言すると、少女は僅わずかに落胆した顔になる。

「そ、そうですよね……鬼灯先輩が私のことなんか覚えてるわけないですよね……。私、あの、図書委員やってます。だから、鬼灯ほおずき先輩の事、一方的に知ってます」

　俯うつむきぼそぼそと喋しやべる少女。ここまで落ち込まれると流石さすがに罪悪感も芽生えてくる。

「あー、言われてみれば、見た事あるような気がする」

　図書委員と言われれば、なんか、こんな感じの少女がうろうろしていた気もする。が、いかんせん他人に注意を向けていないので確信がない。

「灰かい斗と君。それはちょっと冷たいんじゃないの？」

　莉り子このじとっとした目つきにもまるで反論できない。

「そ、そんなことありません！」

　しかし、そんな莉子から俺を庇かばったのは、図書委員の少女だった。

「鬼灯先輩は以前、私の仕事を手伝ってくれた事もありますし、本当は優しい方だって皆知ってます！　鬼灯先輩を悪く言わないで下さい！」

　もの凄すごく直球に褒ほめられて、居心地が悪い。なんなら自分で否定しようかと思った。

「……灰斗君が、仕事を手伝うことなんてあったの？」

　少女に比べて、莉子は俺の性格をよっぽど正しく把握しているらしい。

　だからと言って、そんなに訝いぶかしげな目をされるのも気分が良くはない。

「はい！　以前、私が本の整理に追われていたところ、本の分類の仕方とか、整理の仕方とかを教えてくれたんです。その時まで私、鬼灯先輩の事を誤解してました。だけど、本当は困っている人を見捨てられない優しい方なんです！」

　ああ、思い出した。ちょっと前に図書室をやたらとウロウロしていた少女か。

「……灰斗君、本当なの？」

　莉子が少女に聞こえないような声で俺に耳打ちしてくる。

「……俺の周りをちょろちょろと鬱うつ陶とうしかったから、さっさと仕事を終わらせるためにやり方を教えた。気がする。手伝った記憶はない」

「……うん。なんとなく分かってた」

　どうやらこの図書少女は、俺のことを果てしなく良い方向に誤解している気がする。

　だが、少女の勘違いは留とどまる事を知らず、莉子に向かって首を傾かしげながら一言。

「だから、転校生の先輩も、鬼灯先輩と付き合ってるんじゃないんですか？」

「は？」

「ふぇ？」

　言われて一瞬思考が停止した、が、すぐに意識を取り戻した。

「勘違いするな。俺とこいつが付き合っているという事実はない。根も葉もない噂うわさだ」

「え!?　やっぱりそうなんですか!?」

　少女は、抱えた本から身体からだを乗り出すようにして俺に尋ねてくる。

「なぁ、やっぱりというのはどういう意味だ？」

「蓮れん華げちゃんから聞いてたんです。先輩って、蓮華ちゃんと仲が良いですよね？」

「そうか、君は蓮華の知り合いなのか」

　少女は頷うなずく。蓮れん華げから俺の事を聞いていたのなら、俺が美化されているのも分かる。

「蓮華ちゃんは、噂うわさを『あり得ません』と全力否定していましたから」

　氷のように冷たかった昨日の蓮華の目が思い浮かんだ。

「あの、もしかして鬼灯ほおずき先輩って、フリーなんですか？」

「もしかしても何も、ずっとフリーだが」

「……これは、速報です。朗報です」

　ありのままに答えると、少女は新聞部のような囁ささやきを零こぼした。

「それはどういう──」

「あ！　も、もう、図書室に着きましたね。な、中では静かにお願いします」

　だが、それを尋ねる前に俺達は目的地へとたどり着いてしまった。

「先輩方、ありがとうございます。その本はカウンターに置いておいてください！」

　図書委員の少女はそれだけ言って図書室の中に大急ぎで滑り込んで行った。

　そういえば、さっきから莉り子こがずっと静かだな。

　見てみると、顔を少しトロンとさせた莉子が、幸せそうにぼんやりしていた。

「どうした莉子？　頭大丈夫か？」

「その心配の仕方はどうなのさ」

　俺が心から心配してやったのに、莉子は少し膨れっ面で目の焦点を合わせた。

「いやぁ、実際に自分が付き合っている噂とか流れてるんだって実感しちゃった。女の子に生まれて良かったって思っちゃったよ」

「良かったな、絶対にありえないことでも幸せになれる脳みそで」

　真顔で言ってみると、莉子は涙目になってこちらを睨にらんでくる。別に怖くはない。

「それじゃ、さっさとこの本を置いてくるか」

「あいあいさー」

　莉子と二人で図書室の中に足を踏み入れた。

　図書室は特別棟の三階にある。わざわざ棟を移動する必要があって、なおかつ三年生以外は階段を上る手間がかかるため、大変人気がない。

　つまり、人ごみが嫌いな俺の城でもある。

　室内を見ても、読書が趣味な感じの人間が大半だ。この近辺にはそれなりに勉強に適した図書館が点在しているので、学校の図書室で勉強している人間はほとんど居ない。

　だが、なんとなくパッとしない面々の中で、一人だけやけに顔立ちの整った女性が居ることに気付いた。

「…………」

　いや、気付いたと言うと、まるで自分から見つけたみたいに聞こえて少し語弊があるかもしれない。

　どういうわけかこちらをジロジロと見ていたので嫌でも気になった、が正しい。

　彼女は何な故ぜ、親の敵かたきでも見るような目で俺を見ているのだろうか。

「莉り子こ、後は任せた」

「え？　う、うん」

　女生徒の視線に負けたとは言わないが、俺はその場から退散することにした。原因不明の敵意を向けられて、居心地が良い筈はずはない。

「……この後は、率りつさんの店に行かないとな」

　廊下に出て、嫌な気分を紛らわす為ために独り言を零こぼす。封ふう神しん珠じゆをアクセサリーにするとかいう話で、それを受け取る手て筈はずになっている。

　そんな思考を回していると、図書室のドアが開いた。

「…………」

「…………」

　そこに立っていたのは先程まで俺を睨にらんでいた女生徒だった。

　改めて観察しても、驚く程容姿の整った女だ。顔立ち自体は意志の強さを窺うかがわせるような作りで、特に切れ長の瞳は酷ひどく攻撃的な色を宿している。それでいて、髪型は整ったセミロングで女性的な優しさを僅わずかに覗のぞかせている。

　彼女は、俺をスルーするでもなくわざわざ目の前に立つと、俺の顔をじっと見つめながら口を開いた。

「鬼灯ほおずき、灰かい斗と……」

「……どちら様で？」













　全く心当たりが無かったので尋ねてみる。女生徒はやけに衝撃を受けた顔をした。

　それから、数秒の間をおいて彼女は立ち直り、再び瞳に挑発的な色を宿す。

「私を知らないなんて、その頭に入っているのは勉強しか取り柄の無い、ゴミクズみたいな脳みそなのね。考えるのを止やめてサボテンでも生やした方が良いんじゃないの？」

　もの凄すごく罵ば倒とうされた。

「……本当にどちら様だか知らないが、失礼な奴やつだな」

　うんざりしつつ言い返すと、その女生徒はまたしても少しショックを受けた顔になる。

　反応を見るに、俺が彼女を知らない事にダメージを受けているようだが。

「それでお前は誰なんだ？」

　最後にそう付け足すと、彼女は歯を食いしばり悔しそうな表情をしていた。

　その表情の理由を聞き出そうか迷っている間に、図書室のドアが再び開く。

「もう、灰かい斗と君！　置いてくなんて酷ひどいよ」

　元気一杯、私語禁止の図書室前で声を出す莉り子こだった。

「だからこうして待ってたんだろうが」

　本を置いて出て来た莉子に適当に調子を合わせる。

　この目の前の毒舌美人の相手をするよりは、いくらか気が楽だ。

「私を無視しないでくれる？　鬼灯ほおずき灰斗」

　だが、どうにも彼女はそれを許してはくれない。

「えっと、どちら様ですか？」

　莉子もこの異常な女生徒に気付いたようで、にこやかな笑顔で名前を尋ねていた。

　そして、この少女から返って来たのは聞き覚えのある名前だった。

「私は、朽くち名な詩し穂ほよ」

　少女、朽名はピンと張りつめた糸のような鋭さで、自らの名前を名乗る。

「いい気なものね、鬼灯灰斗。必ず足下を掬すくってやるから覚悟してなさい」

　そんな捨すて台詞ぜりふを残し、朽名はどこかに消えた。

　俺も莉子も、突然の出来事にどう対応していいのか迷う。戸惑いながら莉子が最初に口を開いた。

「えっと、灰斗君、知り合いだったの？」

「知らん。そもそも、この学校に知り合いなんて居ない」

「いや……それもどうかと思うけど……」

　言い切った俺を、莉子はやけに哀かなしそうな目で見つめていた。

「とにかく、学校案内は終わったんだ。店まで行くぞ」

「あ、うん」

　何か引っかかりはしたが、気にしたら負けだと店に向かうことにした。




「やぁいらっしゃい、待っていたよ。少年」

「どうも、率りつさん」

　店に着くと、退屈そうな目をした率さんに出迎えられた。

「今、例の物を取ってくるからそこに座っていたまえ」

「荷物置いてくるねー」

　莉り子こと率さんが店の奥に入るのを待ってから、俺は席に着く。ほとんど間を置かずに莉子はマイバッグみたいな買い物袋を持って現れた。

「というわけで、私はちょっと買い物に行ってくるから」

「ん？　ああ」

　何が「というわけで」なのかは分からないが、俺には止める気も、権利もない。

「どうせ、話に入れないしね……」

　寂しそうな顔でそんな言葉を残した後に、莉子は店の入り口から出て行った。

　そのまま一呼吸置いた所で、率さんが鎖のついたペンダント式のアクセサリーを持って現れた。

「待たせたね、これを常に持っていると良い」

　手渡された封ふう神しん珠じゆのペンダントを受け取る。金属製の台座にしっかりと宝石のようにはめ込まれたそれは、ちょっとやそっとでは抜けそうにない。

「ありがとうございます。それじゃあこれで」

「まぁ、待ちたまえ」

　目的を果たしたのでさっさと帰ろうと思ったのだが、率さんに当然のように引き止められた。

「なんですか？」

「君にはもう一つ渡すものがある」

　そう言って率さんは、カウンターから木製の箱を取り出した。

「これは？」

「サイコロだよ。曰いわく付つきのね」

　率さんが箱を開けると、中には沢山のサイコロが綺き麗れいに収まっていた。

　真ん中に鎮座し一際異彩を放っている、一の目が赤くおどろおどろしい模様の六面ダイス。その周りに区分けして収められている四面、八面、十面、二十面など、様々な種類のダイス。今まで見た事もないゴルフボールのような百面のダイスもあった。

「これらは《愚ぐ者しやのダイス》と呼ばれる呪じゆ具ぐ。言ってしまえばイカサマダイスだ」

「というと？」

「なに、こいつを使えば所有者はどんなゲームでも勝てる。ただし、一度使う度にそのイカサマの対価としてちょっとずつ寿命を消費していく。そんな、どこにでもある話だよ」

　なんでもなさそうにさらっと流されたが、けっこう危険な代物ではないだろうか。

「それで、その《愚者のダイス》とやらが、どうしたっていうんですか？」

「これは一般人にはただのイカサマダイスだ。だが君が、神しん呪じゆを持った君が扱うとなると話は異なる。──ただのイカサマが、神の呪のろいを操る魔法に変わるのさ」

　俺がぱっと質問すると、率りつさんは信じられないようなことを口にした。

「……それは、神しん呪じゆを制御できる、ということですか？」

「うむ。通常、神呪は人間が扱うには大き過ぎる神の力だ。それ故ゆえに、神しん器ぎは呪いに振り回され、その多くが不幸な生涯を送る」

　それは理解できる。だからこそ、俺はこの封ふう神しん珠じゆに縋すがったのだから。

「だが、人間もやられっぱなしでは無い。完全にとまでは行かないが、ある方法を用いれば神呪を自分の思うように扱うことも、不可能ではないんだ」

　その言葉に驚きよう愕がくする。それと同時に、唐突に出て来たこのサイコロが恐らく無関係ではない事が分かった。

「神呪の本質を見抜けば、それに合った呪じゆ具ぐを媒ばい介かいにして、神呪を利用できるのさ」

　その言葉から推測できる『否ひ運うん』と『サイコロ』の関係性。

「否運なら、その本質は『確率の支配』。だったら『確率』の呪具を媒介にすれば、否運に指向性を持たせることが出来るってわけですか？」

「その通りだよ。相変わらずお利口だね、頭をなでなでしてあげたい気分だ」

「海よりも深い意志でお断りします」

「……そこまで嫌がらなくても……」

　俺がはっきりと拒絶の意志を示すと、率さんはさっきまでの厳かな雰囲気を微み塵じんも感じさせないほど、しゅんと萎しぼんだ。相変わらず、本質が全く掴つかめない。

「それで、その名前の付いたサイコロを、俺は一体どうすれば良いんですか？」

「《愚ぐ者しやのダイス》。私は否運を持っているわけではないから、詳しい説明はできないけど」

　率さんはそう前置きしてから、説明する。

「頭の中で〝定義〟するんだ。君が直面した事態の中、君が求める事象を。認識を定め、確率を選別し、ただ一つの答えを導く式を。そうすると、君の否運の媒介となったサイコロは熱を持ち、君の思い通りに世界の因果は書き変わる、らしい」

　認識を〝定義〟する、頭の中で式を作ると言われても、簡単にはイメージできない。

「こればっかりは、自分で試してみるしか無いわけですか」

「まぁ、私にはどうあっても試せないからね」

「とりあえず、ありがとうございました」

「ふむ、それならとりあえずはどう致しましてだね」

　率さんは表情の緊張を緩めて、優しい顔になった。

　しっかりと仕事をしている時と、ふざけている時の中間くらいで、個人的には最も魅力的な柔らかさだと思う。

「しかし君は恐れないんだね」

　少しだけ不安そうな、不思議そうな微妙な顔で率さんは俺に尋ねてくる。

「何をですか？」

「そのサイコロ、《愚ぐ者しやのダイス》が君に害を及ぼすことをさ。そのサイコロは別名《死のダイス》と言われている。所有者の寿命を食っていくその特性から」

　言われてみれば、このサイコロは曰いわく付つきの品物だ。普通に考えれば俺がこれを利用する、いや、所持するだけでも寿命が削られるような可能性はあった。だが、

「言ってたじゃないですか。呪のろいはより強い呪いに打ち消される。既に神しん呪じゆを受けている俺が、今更それ以下の呪いにかかるとは思えませんから」

　確固たる自信があるわけではないがそう思った。

「……そこまで分かっているなら、余計な心配だったね」

　率りつさんは俺の言を温かな笑みで受け止めた後に、きゅっと表情を引き締めた。

「だが、注意点が二つ、いや三つある」

「はい？」

　率さんの表情が再び真面目まじめなものになったので、こちらも気を引き締め直す。

「一つ目。神呪と紐ひもづけられたサイコロもまた、封ふう神しん珠じゆのように君専用。君が否ひ運うんを知れば知る程、呪いは呪じゆ具ぐと馴な染じみ、大きな力が扱えるようになるだろう。絶対に失なくしたりしないように。もし失ってしまったら、それまでの何もかもが無駄になる可能性もある」

　注意の一つ目。物は大事に。

「二つ目。否運の力を利用すると、君の精神と肉体には大きな負担がかかるだろう。操作が大規模になれば負担はさらに大きくなる。なにせ呪いを利用してやろうというのだからそれも当然だろう？　力に振り回されれば、君も、君の周囲も幸せなことはない。肝に銘じておきたまえ。改めて言う必要もないだろうが」

　注意の二つ目。否運の使用は諸もろ刃はの剣。言われなくても分かっていることだ。

　否運が扱えるようになっても、俺の呪いが消えるわけじゃない。むしろ、いたずらに周りを巻き込む危険性は増大している。これまで以上に気をつけなければいけない。

「現時点では、君の扱えるサイコロは六面ダイス一つが良い所だろう。それ以上の目のダイスを使おうとするか、あるいは複数のダイスを使おうとしたら、その時点で君の命は否運に押しつぶされることになる。君の成長にも依よるところだが、十分に注意する事」

「六面ダイスということは、定義できる確率は六分の一程度ってことか」

　神呪の代償。命をかけた俺と神様との駆け引きってわけだ。

「そして三つ目。これが最も重要なことだが……」

　率さんの声が重くなる。命に関する事よりも重要だというので、俺は何を言われるのかと身構えて待つと、少しの呼吸を置いて率さんは言った。

「この《愚者のダイス》はサービスじゃないから、代金を払ってくれ」

「…………」

　相変わらず、場の雰囲気を混乱させるのが上う手まいなこの人は。

　ここにもし莉り子こが居たら、ここぞとばかりに盛大に突っ込むなり、ずっこけるなりのリアクションを取っていたことだろう。

「いくらなんですか？」

「お値段驚くよ？　言っちゃって良いの？　ねぇ？」

「いや、そういうの良いですから」

　うんざりしながら、俺は率りつさんの言葉を待つ。

　率さんは無駄に長い溜ためを作った後に、カッと目を見開いて言った。

「お値段なんと、驚きの百円です！」

「……はぁ」

「いやいや、これには少年も驚きでしょう！　なんと、こんな大量のサイコロがセットになって驚きのワンコインなんですから！　まぁ、普通はこんな危険なものは非売品だから特別特価ってことなんだけどね！」

　率さんの無駄に高いテンションに莉り子この姉だという事を思い出した。

　そして、若干イラっとしてしまった。

　不満をひた隠しにしてサイフから百円を取り出すと、率さんは満面の笑みで「毎度あり！」と受け取ったのだった。

　それから数分と経たたずに莉子は帰って来た。

　莉子はお駄賃として百円（多分さっき俺が払った奴やつ）を貰もらったら狂喜乱舞していた。百円であんなに喜ぶ女子高生を俺は初めて見た。






　　　３　探し物の行方









「ただいま」

「おかえりなさい、兄さん。今日もまた遅かったですね」

　居間で勉強していた蓮れん華げに声をかけると、少しだけ拗すねたような声色だ。

「事情は昨日話しただろ」

「そうですけど……気に入らないものは気に入らないのです」

　やたらはっきりと断言する。何やら莉子を目の敵かたきにしているふしがあるな。

「何がそんなに気に入らないんだ？」

「あの巨大なム……いえ、兄さんには関係ない……です」

　ああ、莉子が巨乳なのを気にしているのか。

「とにかく！　兄さんも噂うわさを立てられるのが嫌なら、もう少し行動を自重するべきです！　もしくは、噂を打ち消すくらい私と一緒に居るべきなのです！」

「仮に打ち消せても、違う噂が立つだけだろそれ」

「……それの何が問題なのですか」

　冷めた声で指摘してやると、蓮華はぼそっと付け足した。莉子の胸の話からどうしてそんな顔になるのか。

　俺には蓮れん華げの気持ちは残念ながら理解できない。だから変に突つつくのは上う手まくない。

「そういえば蓮華、朽くち名な詩し穂ほって知ってるか？」

　話題を変えてみようと適当なことを口走った。なぜ朽名が出て来たのかは分からない。別にプリンの話題とかでも良かったのに。

　だが、蓮華の返答は少し予想外のものだった。

「朽名詩穂さんと言えば、あの綺き麗れいな人ですよね？」

「ん？　知ってるのか？」

「はい……といいますか、なかなかの有名人ですよ」

　ほんの少し、俺の無知に呆あきれるように蓮華は零こぼした。

　蓮華が言うには、あのやたらと口の悪い女は学校でも有名な人間らしい。

「凄すごい美人で、その上とても頭が良い。だけど性格がすごく悪くて孤立しているって」

「ああ、そのまんまなんだな」

「でも本当に凄いモテるらしいです。最近も二年の、名前は忘れたけど人気のある人が告白して振られたって話を聞きました」

　蓮華の口からもたらされた情報は、俺の中にあるイメージとほとんど変わらなかった。

「というか、あいつ頭良かったのか」

「……あいつ？　兄さん、どうして名前も知らなかった筈はずの人をそんなに親しげに呼ぶのですか？　いったいどういう関係なのですか？」

　俺がぽろっと漏らした言葉に耳みみ聡ざとく反応した蓮華。相も変わらず、俺の人間関係を気にする速さだけは凄すさまじいな。

「大した事じゃないんだが、ちょっと色々あってな」

　それから、蓮華が納得するまで今日あった出来事を話して聞かせた。

　もっともこれから先、朽名詩穂と関かかわることなど無いだろうが。







「ポスター貼はったのに、誰も来ないね」

　次の日の放課後。俺と莉り子こは二人でポツンと椅い子すに並んで座っていた。目の前には長机が一つ。俺達が今居るのは部室棟にある教室の一つだ。大きさは普通の教室の半分程。

　この部屋は長らく事実上の倉庫として扱われていた部屋であり、本日からは名目上『月げつ光こう団だん』（……今でもこの名前には抵抗があるな）の待合所、部室（団室？）と化したものだ。若干埃ほこりっぽいし、周りには用途の分からない教材がごろごろしているが。

　俺が昼休みにぼんやりと本を読んでいたら、早速莉子から連絡が入った。

　それは、少し掃除を手伝って欲しいというものだった。

　言われるがままこの倉庫まで足を運んだ俺が聞かされたのは、全く使っていなかったこの部屋で、本日から月光団が活動を開始するというお知らせだった。

　部発足とは言っても、現時点では学校公認の個人活動の域を出ないので、活動実体が無いと即廃部ということになるそうだが。

「やっぱり、時間が経たたないとだめかなぁ」

「それ以前に、怪しすぎるんじゃないか？　あのキャッチコピー」

　さっきから話題になっているのは、莉り子こが作成した月げつ光こう団だんのポスターである。

　月光団が発足して最初に行った活動は、校内掲示板にビラを貼はる事だった。

　つまり活動初日である現時点では、月光団の設立を知っている人間さえ、ほとんど居ない筈はずなのだ。

　校内掲示板の情報なんて、数える程しか確認したことはない。

　だが、仮に校内掲示板を毎日確認するような酔すい狂きような人間が居たとしても、あの内容じゃ駄目だと俺は踏んでいる。

「一般的な意見として『困り事、悩み相談、何でも解決致します』って、ボランティアの仕事じゃないだろ。カウンセラーか何かか」

「うーん。昨日お姉ちゃんと一緒に考えたんだけどなぁ」

　あぁ、あの人のセンスも混じってるのか。道理で詐さ欺ぎ臭いわけだ。

「あと、三日連続で俺と一緒に居るとか、本格的に孤立するぞ？」

「いやいや、そこは大丈夫ですよ。新しい部活を作るって張り切ってたら、みんな温かく応援してくれてたから」

「……ついでに、俺が入るって事は言ったのか？」

「言ったけど、なんで？」

　ああ、それ完全に噂うわさを曲解しているパターンだ。なんかもう、あの二人バカップルになったからそっとしておいてあげようとか、そういう配慮だ。

　莉子は返事を促うながすように首を傾かしげているが、どうせ理解してないんだろうし、教えてあげてもまた何か言われるんだろう。ほっとくに限る。

　俺は勉強でもしようと思い、鞄かばんから英語の勉強道具一式を取り出した。

「か、灰かい斗と君。それはなんですか？」

　俺が取った行動を、空飛ぶアシカを目撃したようなビックリした顔で莉子は見ていた。

「見ての通り、教科書とノートだが」

「な、何をするつもりなのですか？」

「教科書とノートを使って、漫才の練習でもすると思ってんのか？」

「なんで？　君、授業中は寝ちゃう系男子って言ってたじゃん！」

　そこまで言われて、なぜ莉子が驚きよう愕がくしているのかようやく合点がいく。

「あれは嘘うそだ」

「なんでそんなしょうもない嘘吐つくのさ？」

「あの時は、なんかお前が馴なれ馴なれしくてうざかったから」

「面と向かってうざいって言われたよ今！」

　驚愕の表情を手振りも交えて前面に押し出す。相変わらずリアクションが大きいやつだ。

「そうやって、些さ細さいな冗談にもリアクション取るから、リアクション芸人的な立ち位置になっちゃうんじゃないのか？」

「……薄々そんな気はしてたよ。うん」

「更に言えば、お前そういう酷ひどい事言われても若干嬉うれしそうなんだよ。だからみんな善意で突っ込みを入れてくるんだろ」

　自じ虐ぎやく系のキャラ付けではなく、被虐系のキャラ付けは日常生活では苦しいと思う。

　莉り子こは先程の俺の言葉をしみじみと考えるように沈黙したあと、初雪を期待する子供のような丸い目で俺を見る。

「……つまり、灰かい斗と君のキツイ言葉も全部善意から？」

「なわけねーだろ」

「ですよねー」

　莉子はぐしゃっと目の前の机に突っ伏して、この世の終わりだー、と力なく両手を前に突き出した。だから、そういうリアクションが面白いんだけどなぁ。

　とは言っても、俺も勉強道具を出した以上は莉子にばかり構っている訳にも行かない。

　莉子からノートに意識を移し、黙々と復習を開始した。

「灰斗君。私暇です」

「勉強しろ」

　さっと一通り流して、授業で引っかかった所の当たりをつける。

「喉のどが渇いたよー」

「自販機は階段下の所だ」

　文法って形で覚えるよりも、用例を暗記してそこから応用したほうが早いと思う。

「一緒に買いにいこうよー」

「今忙しい」

　更に言えば、わざわざ一から単語帳を作るより、とりあえず文を読んで分からない単語をつぶしていく方が俺の好み。

「そうだ、奢おごってよー」

「お前ちょっとうるさい」

　いい加減に鬱うつ陶とうしくなったので、苛いら立だった顔を向ける。

「なんなんだよさっきから、俺が勉強してるのは見て分かるだろ？」

「いやいや、友達と二人で居る時に黙々と勉強とか、選択肢としてありえないでしょ」

　莉子の考える友達は、やや距離感が暑苦しいと思う。

「そもそも、いつ誰がお前を友達と認めた？　友達のようなモノだろ」

「本当に友達じゃなかったんだ!?」

　あいかわらずのリアクションでショックを隠さない莉子。

　俺はうんざりとした気分で、莉子に尋ねた。

「それで、友達マイスターの莉子さんは、こういう時どうするって？」

「え？　えーと……じゃ、じゃんけん？」

「へぇ」

　なんだそれ。健全な青少年は暇があったらじゃんけんするのかよ。

「ああいやほら、さっき喉のどが渇いたって言ったじゃない？　そう、じゃんけんで負けた方が相手に奢おごるって感じで」

　俺が冷笑主義を貫つらぬいていると、莉り子こは慌てて自分の発言をフォローした。

　しかし、じゃんけんねぇ。

「奢るとか、俺は別に良いけど、お前はそれで良いのか？」

「何が？」

「お前は俺の呪のろいを知っている訳だが、じゃんけんで良いのか？」

「え？　じゃんけんは全部同じ確率だから、分からないんでしょ？　違うの？」

　おや、一応は考えていたんだな。まだ詰めが甘いけど。

　そういやこいつ、昨日のサイコロのくだりを全く知らないんだったな。

「そういう意味でなら違わないけど」

「じゃあ良いね。ごちになりまーす」

　莉子は完全に舐なめた様子で勝負に乗った。俺の方は心の中でごちそうさまと呟つぶやく。

　俺はポケットに入れたままだったサイコロ、《愚ぐ者しやのダイス》の一つ、六面ダイスをそっと右手で握り込んだ。率りつさんの言葉を思い出す。

　頭の中で式を作り上げる。直面した事態の中、求める事象を選択するための式を。




　事象『じゃんけん』。

　目的『じゃんけんの勝敗を操作』。

　──定義開始。




　まず必要なのは認識を定めることだ。直面した事態と求める結果を整理し、定義する。




　確率を仮定。

　条件一、『鬼灯ほおずき灰かい斗とがじゃんけんで勝つ確率』＝一／三。

　条件二、『鬼灯灰斗がじゃんけんで勝てない確率』＝二／三。

　事象の発生条件より、複合条件無し。

　以上二つを起こりうる事象と想定。




　次に確率の選別を行う。求める事象を最も低い確率に、否ひ運うんに選ばれる結末に。




　条件より『一／三』がもっとも低い確率で確定。

〈確率式〉構築完了。




　瞬間、右手のサイコロが鈍く重く、熱を放った。

「「最初はグー。じゃんけんぽん」」

　二人の思惑を乗せて、じゃんけんは行われた。

　三分の一だったら、数学の難問を一題解いた程度の心地良い疲労感が現れる程度だ。

　俺はグーで、莉り子こはチョキ。

「あれ？」

「ごちになりまーす」

「ちょちょ、おかしいんじゃない？　あれ？　君奢おごりたかったの？」

「別に」

　莉子は自分のチョキとにらめっこしながら、あたふたと慌て始めた。

　俺は自分の想定通りの結果となったので、さしたる感想はない。

「さ、さっきのは練習！　もう一回！」

「……良いけど」

　これが確率に関かかわる事象だと気付いたら、やり直しになんの意味もない事にも気付きそうだが、莉子には無理か。

　次の手は、俺がパーで莉子はグーだった。

「いやいやいや、あれ？　なんで？」

　その後も、莉子はノーカンだの予行練習だのと様々な言い訳を駆使し、見事に十連敗を達成した。いくらなんでも、こんなに連発するとどっと疲れる。




「……説明を求む。これ、どう考えてもおかしいよね？」

　俺からすれば、莉子は自分のパーに向かって言っているように見える。

　まぁ、そういう屁へ理り屈くつは置いといて、説明してあげることにした。

「お前の言っている事は正しい。ただしそれは自動的に発動する条件のみで考えた場合だ」

「……自動的って、え？　なんのこと？」

　莉子が先を急せかすようにこちらに顔を寄せてくる。パーソナルスペースの概念を考えない接近に僅わずかに怯ひるむが、悟られる前に気を引き締め直す。

　俺は右手に握ったままだった《愚ぐ者しやのダイス》を取り出して説明する。

「俺は昨日から、確率を頭の中で定義し直すことで、結果をある程度自由に操れるようになったんだ。さっきのじゃんけんだったら『俺が勝つ確率』と『俺が勝てない確率』で定義した。そうすると、勝つ確率は『三分の一』で、勝てない確率は『三分の二』になる。結果、確率の低い方が否ひ運うんで選ばれ、俺がじゃんけんで負けることは無くなる」

　昨日一人で色々と調査を重ねた結果分かったこと。

　否運を発動させる最も重要な条件は『呪じゆ具ぐを所持している』こと。

　手に持つというよりも、肌に触れさせていることが条件らしい。鞄かばんにしまっていたり、机の上に置いたりすると発動できなくなる。

　また、定義が確定した後に、事象が発生する瞬間まで持っていれば良いらしい。その後にサイコロを手放しても、特に問題はない。

　次に、確率を操作する上で必要な条件。これは『その確率が正しい』こと。

　サイコロを使って『一が出る確率』を『五分の一』として定義してみたが効果は発動しなかった。確率を操るには、その確率が正しくないといけないらしい。

　また、『一か二が出る確率』で『三分の一』と定義した際にも、効果は発動した。どうやら、事象に対する条件の付与は許されているらしい。

　じゃんけんだったなら『グーで勝つ確率』とすれば『九分の一』になるわけだ。とりあえず今は死ぬ気がないので、そんなことはしなかったが。

「……と、まぁ、そういうわけだ」

　少しだけ思考の海に潜もぐり込んでいた俺は、莉り子こと会話をしている最中だったことを思い出し、説明を打ち切る。確か、じゃんけんで負ける事はないと話した所だったか。

「つまり、灰かい斗と君は確率を操っていたと。私は勝てないじゃんけんに挑み続けたというわけ？　そういうわけ？」

　説明をぼんやりと聞いていた莉子は、俺の言葉を飲み込んでさっきのじゃんけんが出来レースだった事実に憤っているようだった。

「ごちになりまーす」

「待って。それってなんか卑ひ怯きようじゃない？　無効じゃない？」

「だから確認しただろ。俺は良いけどお前は良いのかって。その段階で聞いてくれたら、やる前に答えたんだけどな」

「うぐぐ」

　先程の莉子の思慮の足りなさを中心に突つついてやると、言葉を詰まらせる。

　俺は確かに莉子にちゃんと確認を取ったのだ。賭かけ事をする上では限りなくフェアネスを貫つらぬいたわけだ。

「というわけで、自販機にでも行こうか」

「……あいあいさー」

　俺が立ち上がると莉子も観念したように立ち上がった。

「うう、転校生に容赦なく奢おごらせるなんて、人の心が無い」

「人の勉強をわざわざ邪魔してきた奴やつが、よく言えるな」

「じ、実は今月は金欠で」

「別に俺はジュース十本奢ってもらっても良いんだぞ？」

「お、女の子にわざと負けてあげる優しさは無いのか！」

「無い」

　未いまだに納得していないらしい莉子から投げられる言葉を、散々に打ち返して楽しむ。

　まぁ、口ではこう言ったけれど、今日の所は俺が奢っても良いかと思う。一応は俺の都合で振り回してしまっているのだから、そのお詫わびに。

　何よりこいつ、百円で超絶喜ぶ程、金欠みたいだしな。

　そういう事を考えながら教室のドアに手を伸ばすと、ドアが独りでにスライドした。

「うおっ」

「きゃっ」

　俺が驚いて身を引くと同時に、この教室を覗のぞき込もうと顔を近づけていた女生徒は尻しり餅もちをついた。

「おい、大丈夫か？」

　とりあえずドアをしっかりと開けて、倒れ込んでいる女生徒に手を伸ばす。

「別に、問題無いわ」

　俺の手を取ることもなく、その女生徒は自分で立ち上がった。立ち上がると、その整った顔立ちが目の前に来るので、より一層強調される。

「あの、えっと、朽くち名な詩し穂ほさん、だよね？」

「……昨日そうだと言ったでしょ」

　朽名は、少しだけ心配そうに様子を見ていた莉り子こにそんな冷たい言葉を吐きかけたかと思うと、視線を俺に向けてぶっきらぼうに聞いて来た。

「ここ、月げつ光こう団だん……？　で良いのよね？　なんで、あなたがここに居るの？」

「俺がその、月光団……とやらに入っているからだ」

「…………」

　朽名はそのまま五秒程度固まったかと思うと、急に踵きびすを返して歩き去ろうとした。

「用事があった気がしたけど、気のせいだったわ」

「そうか」

　朽名に何の用事があったのかは知らないが、ここまできっぱり言い切られると引き止めるのも何か違う気がする。俺はそのまま見送ろうかと思ったのだが。

「ストップ！　待って！　話を聞かせて！」

「な、ちょっとあなたは誰？」

「私は犬いぬ蓼たで莉子って言います。私も月光団の一員です」

　莉子に強引に手を掴つかまれて立ち止まらされた朽名だった。

　莉子の名前を聞くと抵抗をやめて鋭い視線で莉子を射抜いた。

「……あなたが噂うわさの転校生？」

「え？　うん、そうですけど？」

　対する莉子は、急に険しくなった朽名の表情に戸惑いながらも、きょとんとした笑顔で答えている。

　朽名はそこでさらに迷った表情を見せる。その間に何度か俺の顔をちらりと見て、決心したように口を開いた。

「……気のせいだと思ったけど、やっぱり用事があったわ。相談に乗ってくれるかしら？　犬いぬ蓼たでさん、鬼灯ほおずき灰かい斗と」

「うん！　丁度退屈してたところだから！」

　尋ねられた莉り子こは、輝くような笑顔で朽くち名なの願いを聞き入れていた。

「おい莉子、今は飲み物を買いに行く所だったんじゃないのか？」

「いやいや灰斗君。人が来てるのに待たせるなんてそんな馬鹿な」

　莉子は俺から目を逸そらしながら言い訳がましい事を言った。口笛でも吹きそうなごまかしっぷりだ。

　せっかく奢おごってやろうかとも思ったけど、そっちが良いというならば何も言うまい。

「話は終わったかしら？　まったく、客を待たせるなんて暢のん気きなものね」

　吐き捨てるように暴言を残し、朽名は誰よりも堂々と教室に入って行った。その態度に呆あきれながら、俺も自身がさっきまで座っていた椅い子すに戻った。




「せっかくだし、改めて自己紹介するわ。私は二年の朽名詩し穂ほよ」

　出されたパイプ椅子に座って、背筋をピンと伸ばしながら朽名は挨あい拶さつをした。

　そのかしこまった態度にあてられたみたいに、莉子も無駄に姿勢を良くして挨拶を返す。

「えっと、じゃあ私も。私は二年で、最近転校してきた犬蓼莉子です。それでこっちの、愛あい想そが悪いのが──」

「鬼灯灰斗でしょ」

　朽名は莉子の説明に被かぶせるように俺の名前を呼び捨てにした。というか、なぜこいつは俺を目の敵かたきにしているのだろうか。まったく分からない。

　このままずっと訳が分からないのも気分が悪い。

「朽名、一つ聞いていいか？」

「詩穂」

「はい？」

　質問の答えはイエスでもノーでもない。

「私、名字で呼ばれるのはあんまり好きじゃないの。呼ぶなら名前で呼びなさい」

　こいつも名前で呼ばれたい派は閥ばつの人間か。俺は莉子をちらりと見るが、莉子は謎なぞの険悪な雰囲気をどうにかしようと必死に頭を回していた。というか、目を回していた。

「……詩穂、一つ聞いて良いか？」

　相変わらずの抵抗感をなんとか押さえつけて話を先に進める。名字ではなく名前で呼ばれたことで、ほんの僅わずかに機嫌を上向かせた様子の朽名、いや、詩穂だった。

「俺達は昨日が初対面だよな？　なんで俺をそんなに睨にらむ？」

「……あなた、本当に私のことを知らないの？」

　ギロリとした目で睨まれて少しだけ頭を回してみる。引っかかる情報はない。

　知っていることと言えば、蓮れん華げに昨日教わった噂うわさのことだけだ。

　俺が頭の隅すみから情報をなんとか引き出そうとしていると、詩穂は突然質問をしてくる。

「鬼灯ほおずき灰かい斗と、あなたは前回の期末テストで何位だったかしら？」

「一位だが」

「え!?」

　詩し穂ほに尋ねられた事に正直に答える。すると隣で莉り子こがめちゃくちゃ驚いていた。そういや、こいつついさっきまで俺を授業すらまともに聞かない人間だと思ってたんだな。

「その前の中間テストは？　実力テストは？　模試は？」

「？　一位だったか？」

「そう、一位よ。全すべてね」

　なんで詩穂がそんなことを知っているのかは知らないが、確かそんなだった気はする。

「で、それがどうしたんだ？」

　俺が先を促うながしてみると、顔から火が出るんじゃないかってくらいの真っ赤な不機嫌顔で、詩穂は答える。

「前回の期末テスト二位、中間テスト二位、実力テスト二位。誰のことだか分かる？」

　ふむ、なんとなく流れが読めたな。どうしてこいつが俺を目の敵かたきにしているのかも。

　いや、目の敵というよりは、目の上のたんこぶの方が近いのかもしれないな。

「つまり、お前か」

「その通りよ鬼灯灰斗。あなたのおかげで私は万年二位。忌いま々いましい限り」

　悔しさに顔を歪ゆがめ、詩穂は俺を睨にらみつける。

　そんな顔をされても、じゃあもっと頑張れとしか言えないが。

「……だけど、今は良いわ、それより相談があるのよ」

　一連の不穏な何かが過ぎると、詩穂はここに来た理由をようやく話しはじめた。

「……ポスターを見たわ、困り事をなんでも解決してくれるのよね？」

「うん！　だから、なんでも話して！」

　相変わらず莉子の態度は、明るくて眩まぶしいくらいだ。俺には到底できないような速度で相手の心に切り込んで行く。

　そして、噂うわさでは友達が居ない詩穂は、対人関係に慣れていないのが丸分かりの引きつった顔になっていた。

「そ、そうね。だからちょっと離れて。暑苦しいから」

　しゅんとした莉子が距離を取ったのを確認してから、ようやく口を開く。

「……それで、相談なんだけど」

　しかし、詩穂は更に何かを迷う素振りを見せる。相談の内容が言い辛づらいものなのか、少しの時間をかけた後、ゆっくりとその言葉を切り出した。

「真面目まじめに聞いて欲しいんだけど、最近、思ってもいないことを……違うわね、ふと思っただけの事が意識とは関係なく口から出てしまうのよ」

　ただし、その切り出された言葉をこちらがすんなり受け入れられるとは限らない。

「えっと、つまりどういうこと？」

　きょとんとした表情で莉り子こが聞き返す。彼女が何を言いたいのかいまいち分からない。

「くっ、こうなるって分かってたから言いたくなかったのよ。要するに、私の意志に関かかわらず、他人に暴言を吐いちゃうのよ」

「暴言は素じゃないのか？」

「それまでは今程じゃなかったわよ。オブラートに包むとか、それくらいの事は出来ていたわ。……でも、どうせまともに取り合って貰もらえないんでしょ。分かってるわ。ポスターなんて貼はらず、ボランティアするなら大人しくゴミでも拾ってなさいよ」

　きつく俺を睨にらんだ後に、詩し穂ほはさっと椅い子すから立ち上がり、後ろを振り返った。

　そして、その瞬間。うなじの辺り。ほとんど髪に隠れている小さな痣あざが見えた。

　率りつさんが言っていた、呪のろいの証あかしと思える赤黒い「呪じゆ症しよう」が。

「待て、詩穂」

　俺は咄とつ嗟さに詩穂を引き止める。

「私はこれ以上時間を無駄にしたくないんだけど」

「俺はお前の症状に心当たりがある。治すのに協力もしてやれる」

　その言葉を受けて、詩穂はまさしく半信半疑の表情のまま振り向いた。

「話だけは聞いてあげる」

　不信感をそのままにやけに上から目線で言ってきた。

「それで、何から説明してくれるわけ？」

「とりあえず座れ。少し長くなる」

　詩穂が素直に座ったことを確認してから、言葉を切り出した。

「まず、常識を捨てて一から聞いて欲しい」

　この世の中に呪いというものが存在することを、率さんに聞いた通りにゆっくり話した。

　神しん呪じゆのことなど、詩穂には直接関係ない点を省きながら。




「……つまり、私は何者かに呪われて、そのせいで『言いたくない暴言』を口走ってしまうってわけ？」

「その通りだ」

　説明を聞き終えた詩穂は、やはり半信半疑といった様子だった。無理もない。

　莉子は馬鹿だから何も考えずに受け入れられた。

　俺は何年も否ひ運うんと付き合って来たから、受け入れざるを得なかった。

　だが、詩穂はその呪いがふりかかるまでは、普通の生活を送っていた。

「そんなこと、信じられるわけないじゃない。何が呪いよ。馬鹿みたい」

　呪いというものを受け入れるには、常識的すぎる。

「だが事実だ」

「──どうやらあなたの事を買いかぶっていたみたいね。二度と関わらないでくれる？」

　詩穂は俺に興味を失なくしたように立ち上がる。聞く耳はすでに持っていなそうだ。

「あなたは、もっと頭の良い人間だと思ってたわ」

　そう捨すて台詞ぜりふを残し、スタスタと歩き去ってしまった。

「まぁ、当たり前の反応か」

　全すべて上う手まく行く筈はずがないことは分かっているが、分かっていても落ち込むものは落ち込む。せっかく、手の届く範囲に呪のろいが来ていたというのに。

「……嘘うそじゃ無いのに」

「元気だせ莉り子こ。ここまではどうせ想定の範囲内。重要なのはこれからどうするかだ」

　まるで自分のことのように落ち込む莉子を励ましながら、これからの事に目を向ける。

「相手がどう思ったところで、詩し穂ほが呪われているのはほぼ間違いない。あいつの首もとの痣あざをお前も見ただろう？」

「あー、うん。女の子としてはやっぱりああいうの気になっちゃうもんね」

「とりあえず、俺達の目もつ下かの目標はあの朽くち名な詩穂だ。彼女が呪いを持っていることは、自身に起きているらしい現象と、あの痣から間違いない。本当に暴言が呪いのせいか素なのか今は判断できないが、彼女について調べてみることくらいは出来る」

　俺がそこまで言って莉子を見やると、莉子は自分の仕事に合点がいったと頷うなずく。

「つまり私は、色んな人に話を聞いて詩穂ちゃんの態度の変化とか、痣についてとかを調べれば良いんだね」

　莉子には周りについてを色々と埋めてもらう。もともとの適材適所であるし、莉子が無む闇やみに呪いに近づくことも阻そ止しできる。

「それで灰かい斗と君はどうするの？」

「俺は直接、朽名詩穂を当たってみる」

「と言いますと？」

　莉子の訝いぶかしむような視線に、頷きながら言った。

「本人への接触もそうだが、今日の所はとりあえずバレない範囲で跡を付けてみる」

　俺が宣言した後の莉子の顔は何とも複雑そうだった。




　幸いな事に、その後すぐに学校を出ると、ギリギリ朽名の姿を視界の隅すみに捉とらえることができた。女子生徒をストーカーすることに罪悪感がないでも無いが、現時点で無闇に近づくのが得策とも思えない。アプローチの仕方を考えるのも、莉子が情報を集めてくれた後で良いだろう。

　こうして跡を付けてみると、彼女の口の悪さに反して行動は優等生的な事が多い。

　子供とすれ違うときは自然と道路側に移動するし、それを見る目は優しい。

　あいさつをされればしっかりと返す。信号では律りち義ぎに止まる。およそ自己中心的な人間には見えない。少なくとも、あれほどの口の悪さと結びつくような行動はない。

　その発見は詩穂が呪われているという確信をより強めた。

　しかし、何やってるんだ俺はという気持ちが強い。

　気配を消しながら、あえてゆっくりと歩き、適度に障害物を挟はさんで跡を付ける。あんまりあからさまに尾行しても周囲に不審がられる。さりとて、あまりに堂々としていても詩し穂ほに察知される。そんな行いをしていて気持ちが良い訳も無い。

　詩穂が無事に家までたどり着いたのを見届けると、ふっと身体からだの力が抜けた。精神的な緊張と、自身が全く知らない場所に居るという不安は思いのほか強いようだ。

「とりあえず、位置の確認をしないとな」

　現在、絶賛迷子中である。ひとまず近くにあった公園に入り、ベンチに座って現在地の確認を行うことにした。最近のスマホはマップが標準搭載されている。

　ざっと見た所、思っていたよりは入り組んだ地形ではないらしい。

　ほっと息を吐つき、入った公園を見回してみる。

　それほど広い訳でもなく、遊具が揃そろっているわけでもない。地面も所々に雑草が生えていてあまり整備されていないようだ。子供の姿もそれほどない。

　その少ない子供の一人に目を向ける。髪の毛の柔らかそうな、短髪の少女だ。

　彼女は地面に膝ひざをつき、その一帯に生えている雑草、シロツメクサの中から丹念に何かを探しているようだった。

　シロツメクサの中での探し物と言えば、その何かは分かり切っている。

　ふいに子供の頃を思い出した。まだ幼い頃に、俺を元気づけるため蓮れん華げが無理してそれを探して来てくれたことを。

　珍しく感傷的な気分になり、俺はその子に近寄る。

　彼女は俺に気付いた様子もなく、一いつ心しん不ふ乱らんに地面を見ている。

　膝をつき地面に無造作に手を伸ばした。伸ばした後にその手を見やれば、否ひ運うんが勝手に目的の物を捉とらえてくれていた。

「探しているのはこれか？」

「ひゃい!?」

　俺が急に声をかけたことで、その小学校高学年くらいに見える少女は頓とん狂きような声を出した。

　そのまま不審者を見る目で俺を見るが、すぐにその目は俺の手のひらに移った。

「四葉のクローバーだろ？」

「は、はい」

　俺が念を押すように尋ねると、少女は素直に頷うなずいた。

　シロツメクサの別名はクローバー。そこでする探し物といったらこれくらいしか無い。

「これ、やるよ」

「え、良いの!?」

　俺の提案に、少女は一も二もなく嬉うれしそうな声を上げた。

　しかし、そのあとすぐに表情を曇くもらせる。

「でも、知らない人から物を貰もらっちゃだめって……」

「じゃあ、俺はこれを見つけたけど要らないから捨てる。それを誰かが拾っても俺があげたことにはならないと思うけど？」

「うぅ？　うん！　そうだよね！」

　少女は迷う素振りを見せるが、自分で何かに納得したようで俺の手からクローバーを奪った。そのクローバーを仰ぎ見て、ピョンピョンと跳ねて喜んでいた。

　最初の警戒心は、喜びに塗りつぶされたようだ。

「やった！　あと二つ！」

　その後に、少女は気になる発言をした。

「あと二つって？　四葉のクローバーを集めてるの？」

　尋ねると、少女は喜色満面の表情で答えるも、

「うん！　それでね！　あと二つあったらね！　あっ!?」

　途中で再び口をつぐんだ。

「ごめんなさいお兄ちゃん。それを言っちゃいけないの。そういうおまじないなんだ」

　ふむ、どうやら子供達の間で、四葉のクローバーに関するおまじないが流は行やっているということは分かった。

「見つかると良いな、あと二つ」

「うん！　ありがとうお兄ちゃん！　ばいばい！」

　少女は、そう元気に別れを告げると公園の出口に向かって一目散に走っていった。













　そのあと、マップを見ながら特に迷う事も無く家に帰り着いた。意外と、自宅の近くだったことが分かった。

　リビングには蓮れん華げが居て、帰宅を告げる。その後に二人で軽い会話をしていると先程の事を思い出す。

　それほど深い興味があるわけでもなかったが、せっかくなので蓮華に一つ尋ねてみた。

「ところで蓮華、四葉のクローバーを複数集めるおまじないって知ってるか？」

「はい？　兄さんは随分と乙女チックな事に興味があるのですね」

　素直に驚いた表情の蓮華。

「ちょっと小耳に挟はさんだんだが、喉のどに引っかかった魚の小骨みたいに気になってな」

「……少女達の純情を朝ご飯の些さ事じみたいに言うなんて……そんな乙女心の分からない兄さんには教えてあげません。女の子を代表して私が許しません」

　蓮華はぷいっと顔をそらし、口を閉ざした。ただ、その顔は悪戯いたずらをするようなそれだ。

「悪かったよ。ただ、ちょっと気になるんだ、教えてくれないか？」

「……ヒントです」

　頼み込むと、蓮華は仕方ないという表情で俺を見やり、昔を懐かしむように言った。

「ずっと昔に、私が兄さんに四葉のクローバーを渡した時の事を、思い出してください。その時、兄さんに言った筈はずですよ？」

「……そんな昔になんて言ったのかは、覚えてないな」

「だったら尚なお更さら教えてあげません」

　それからは、何を聞いてもおまじないの事は教えてくれなかった。ただ、そのおまじないが随分と昔からこの地方に伝わっていることは分かった。

　俺が蓮華に四葉のクローバーを貰もらった時。その時、彼女はなんて言っていただろうか。




　次の日の放課後になって、俺は莉り子こが仕入れて来た情報を確認した。

　曰いわく、詩し穂ほの言う通り、彼女がよりきつい性格になったのはつい最近のことらしい。それまでは、人当たりは良くないにしても、無む闇やみに誰かを傷付けるような言動はなかった。

　といっても社交的とは程遠く、友達らしい友達も居なかったそうだが。

　また、彼女の首もとの痣あざに気付いていた人はほとんど居なかったらしい。注意深く見るか、痣に敏感な人間以外はそこに気付き難にくいだろうから、仕方ない。

　痣が出来たと思われる日時は詩穂本人に尋ねるしかなさそうだ。

　他の情報としては、彼女は大層モテるそうだ。性格はあんなだとしても、顔が良ければそれでいいという層もそれなりに存在する。ただ、人当たりが良くないのなら、その関係で恨みを抱かれているかもしれない。

「今分かるのはこんな所だよ。参考になったかな？」

「ああ。とりあえず、詩穂の言っていたことに嘘うそは無さそうだってことは分かったな」

　特に前触れもなく、彼女は周囲に対して棘いばらを纏まとった。

　であるならば、それが彼女側の問題ではなく、周囲に存在する何者かの影響と考えるのが妥当。彼女はその何者かに呪のろわれて、言いたくない暴言を口にしてしまうのだろう。

「うん。それで、詩し穂ほさんに会いに行く？　今日はもう詩穂さん帰っちゃったよね？」

　昨日はわざわざあちらから訪ねて来たので良かったが、今日は完全にフリーだ。友達の居ない人間がわざわざ教室に居座る理由はない。

「しかし、そもそも直接会ったとして詩穂が心を開いたりするのか？　もともとの接点も希き薄はくだし、完全に拒絶の態勢だった。もう少し様子を見た方が……」

「駄目だよ、灰かい斗と君」

　頭の中で勝手に手詰まりを感じていた所を、莉り子こに鋭くいさめられる。

「人と仲良くしたいと思ったら、そんなごちゃごちゃ考えちゃ駄目。会って、挨あい拶さつして、そして話してみないと、相手の事なんて分からない。仲良くなんてなれないよ」

　莉子のあまりにも真まっ直すぐな意見に言葉を失った。人と接するということを、莉子はなんの障害もなく自然に捉とらえられる。それが自分に圧倒的に足りないと思い知らされた。

「……莉子がそう言うんなら会いに行ってみるか。男一人だと完全な不審者だが、女子と一緒ならまだなんとかなるだろう」

「そこは素直に『じゃあ行こう！』で良いんじゃないかなぁ？」

　莉子の気持ちはさておいて、探偵まがいの行動は起こすということで合意した。







「居ないねぇ」

　昨日見た詩穂の家まで来てチャイムを鳴らしてみたが家は無人だった。仕方なく二人で道をぶらぶら歩いてみる。が、当然のように詩穂の姿は見当たらない。

「今日はもう帰ろう。これ以上は周りが暗くなってくる。送っていくぞ」

「むむ？　灰斗君、もしかして私のこと心配してくれてたり？　いやぁ、そんな扱いされると照れちゃいますなぁ」

　莉子は若干、茶ちや化かすようにその言葉を返してくる。まるで、自分はそんなキャラじゃないとでも言いたげだ。

「それに灰斗君、道反対でしょ？　悪いよ」

　そんな所で無駄に真面目まじめになるなよ。

「良いから送られとけよ、別にこの程度は手間でもない」

「大丈夫だってば、そういう台詞せりふはか弱い女の子にでも言ってあげなって」

「お前だって、か弱い女の子だろうが」

　俺はため息混じりに莉子をなじる。

「……ふぇ？」

　先程の真面目な顔を一転させ、莉子は戸惑いの色が付いた緩んだ表情になった。

「わ、私がなんだって？」

「か弱い女の子だって言ったんだ。それとも、実は男だったのか？」

「な、なわけないでしょ！　正真正銘の女ですがな！　か弱い乙女ですがな！」

「なら文句言うな」

「は、はい……」

　いつにもまして理解力の乏しい莉り子こに懇こん切せつ丁寧に説明してやる。

　それにしたって、いつもならもう少し素直に認めると思うのだが。どういう訳かやたらと焦ったような声を出している。

「も、もしかして灰かい斗と君。実は私のこと好きだったり？」

「は？」

　莉子がいきなり突拍子もない事を尋ねて来る。

「好きと言えば、まぁ、好きと言えなくもないか？」

「ほ、本当!?」

「ああ、少なくとも、インクの切れたボールペンよりは好きだ」

「それ、ゴミじゃんよ……」

　莉子が荷物を地面に落とし、四よつん這ばいになるように倒れた。

「何やってんだお前？　前世はイソギンチャクか何かだったのか？」

「……それでこそ、灰斗君ですよねぇ……」

　せっかくネタを振ってやったのに、起き上がりもせずに力なくこぼす莉子だった。




　様子がおかしい莉子を率りつさんの店まで送ったあと、蓮れん華げから着信が入った。

『兄さん、大変です！　卵と牛乳が切れました！　間に合うならお願いします！』

「了解」

　この夕方という時間に、卵と牛乳が切れていることに気付いたとは考え難にくい。

　蓮華の事だから、おやつにとホットケーキでも焼いたのだろう。その後に、今日の晩ご飯はオムライスだと、義か母あさんが言っていたのを思い出したのだ。

『兄さん！　ついでにメープルシロップもお願いします！　大至急！』

「……了解、あと生クリームもな」

　そう返して、俺は通話を切った。調味料がない事にも作ってから気付いたらしい。

　しかし、この時間。もしかしたらスーパーで詩し穂ほとばったり、なんてこともあるかもしれないな。すこしだけ気を引き締めてスーパーに向かった。




　スーパーに着き、卵と牛乳、それにメープルシロップと生クリームをカゴに突っ込んでレジを通す。特になんのイベントも起きなかった。

　まぁ、当然そんな簡単に出会ったりするわけはないか。

　俺が普通の結末に納得しながら、買ったものを買い物袋に詰めていると、

「あ、この前のお兄ちゃん！　こんにちは！」

　自分の脇の方から、元気な声がした。

　見てみると、そこには昨日四葉のクローバーを探していた女の子が居た。

「……やぁ、こんにちは」

「また会ったね！」

　二日連続で同じ女の子に出会うとは思ってもいなかった。

「おつかい？」

「うん！　今日はお母さんが遅くなるからって代わりに頼まれたの！」

　見ると、少女は大きなマイバッグを持参して買い物しているようだった。

「こんな遅い時間に買い物は、あんまり感心しないけど」

「あ、うん。そうなんだけど、四葉のクローバーを探してたら遅くなっちゃって……」

　四葉のクローバー。昨日も探していた。

「見つかった？」

「うん！　これであと一つ！　あと一つでオッケー！」

　少女は嬉うれしそうに笑顔でうんうん頷うなずく。

「それは、どんなおまじないなんだ？」

「秘密！　やってる間は、教えちゃいけないんだ」

　気になって尋ねてみても、少し悪戯いたずらっ子の表情を浮かべるだけで教えてはくれなかった。

「まぁ良いや。もう外は暗いけど大丈夫？」

「うん、お家うち近いから大丈夫だよ！」

　少女はそう答えるが、外は結構な暗さになっている。

　この街ではあまりそういった事件は聞かないが、万が一変質者に会ったら大変だ。

「もし良かったら、送っていくけど？」

「え？　お兄ちゃんに悪いよ！」

　当然だが、少女は断る。だが、昨日の今日で俺を不審者と見る気は無くなったらしい。

　自分で言うのもなんだが、こんな怪しい男をすぐ信用するとは、心配だ。

「いや、俺も家がこの辺だから、帰り道かもしれないしさ」

「う、うーん？　じゃあ、お願いします！」

「ああ、任せてくれ」

　だから、少し無理をしてでもこの少女を無事に送り届けようと思った。

　あんまり人と関かかわるのは望ましくないが、これも乗りかかった船だ。




　少女の家は歩いて五分くらいの場所にあった。

　歩いている間は、少女が最近あった出来事を話しているのを黙って聞いていた。

「それじゃあ、お兄ちゃん。ありがとう！」

　少女の元気の良い声が響くと、家の中からどたどたと音がした。

　中に誰かが居る。おそらくその何者かは先程の声で少女の帰宅に気付いたのだろう。

　それにしてもだ、どうにもこの家に見覚えがある気がする。それもついさっきだ。

　ややあって玄関の鍵かぎが開く音が響き、

「雫しずく！　こんな時間まで何してたの!?」

　家から、怒りだの心配だのといった感情をごちゃ混ぜにした女性が飛び出す。

「ご、ごめんなさいお姉ちゃん、おつかいに行ってたの……」

「おつかいだけでこんなに遅くなるわけないでしょ！　いったいどこで油を売っ……て」

　そこで、呆ぼう然ぜんとその女性──朽くち名な詩し穂ほは俺の顔を見た。

　お互いに見つめ合ったまま、しばしの沈黙。先に我に返ったのは俺の方だった。

「よ、よう。元気か？」

「……待って、一一〇するから」

「違う！」

　俺からしたら、この少女、雫と呼ばれていたか、雫ちゃんの状況はある程度察せる。

　だが、詩穂からしてみたらこの状況、俺が雫ちゃんを連れ回していた以外の結果が見えない。俺だったらそう思う。

「えっと、お姉ちゃんとお兄ちゃんはお友達だったの？」

「違うわ、そしてこれからは会う事もないでしょう。この糞くそ変質者のロリコン野郎とは」

「だから違うと言っているだろうが。話を聞け」

　玄関に置いてある固定電話へ手を伸ばした詩穂を止める。

「……良いわ、本当は耳が腐りそうだから聞きたくないけど、言い訳は外で聞いてあげる。雫はそんな所に突っ立ってないでさっさと入りなさい。後で説教してあげるから」

「……はーい」

　しぶしぶ、雫ちゃんが中に入ったのを確認してから、詩穂は再びこちらを睨にらんだ。

「それで、どんな言い訳をするつもりなの？　目の前で自殺でもしてくれるの？」

「ひとまず、少し座れる所に行かないか？」

　そう提案して、俺達は昨日のベンチがある小さい公園に向かった。そこなら、詩穂の家からすぐ近くだ。

　昨日出会った所から今日のスーパーまでという、あまりにも短い関係を話すと、詩穂はため息を吐ついて言った。

「だから、知らない人に関かかわらないように言っているのに、よりにもよって鬼灯ほおずき灰かい斗とみたいな人間と仲良くなってしまうなんて」

　俺みたいな人間とはなんだ。その残念そうな顔をやめろ。

「そして、その原因が四葉のクローバー？　おまじないだかなんだか知らないけど、こんな時間まで帰って来ないようじゃ、長い説教が必要ね」

　詩穂は額を手で押さえ、それが終わったらこちらを睨む。

「あの子を送ってくれたことには感謝するわ。だけど、これは家の問題だから、首突っ込んだりしないでね」

　はっきりと拒絶の言葉を告げられて、俺は気持ちが大分萎なえたのを感じた。

　もとより首を突っ込む気は無かった。だが、なんとなく、雫しずくちゃんの行動とこいつの今の状況が別の話には思えなかった。

　それからしばしの無言。どちらかが立ち上がり「それじゃ」と去ってしまえばすぐにでも終わる沈黙。だが、何な故ぜか俺も詩し穂ほもそれをしようとしない。

　お互い聞きたい事があり、聞いても良いのかという迷いがあり、葛かつ藤とうの中にいる。

　その境界線を、最初に越えたのは詩穂だった。

「ねぇ、鬼灯ほおずき灰かい斗と。あなた、どうして妹を送って行こうなんて思ったの？　そういう精神とは無縁みたいに思えたけど」

　どうやら俺は、第一印象あたりから人助けなんてしなそうな人相らしい。

「ある目的があって人助けを始めたそのついで、って言ったら信じるか？」

「急に博愛精神に目覚めた、なんて世よ迷まい言ごとよりは信じられるわね」

　徹てつ底てい的てきに、俺が理由もなく人助けをすることを信じたくないようだ。

　理由の明白でない悪意にさらされて、少しだけ面白くない。

「……お前こそ、家族を大事にしそうには見えないけどな。あんなに心配するなんて」

「……そんなこと、あなたに言われる筋合いはないわ」

「でも、何か理由があってあの子は行動している。それを頭ごなしに否定するなんて──」

「関かかわらないでって、言ったでしょ」

　詩穂の言葉の温度が急速に下がる。

「どうして、私の家族の事を気にするの？　さっき会ったから？　ただの話題？」

　その声に俺を探る気配が含まれているのを感じた。

「周囲と関わらないお前みたいな人間が、あんなに感情が露あらわになるほど大事にしているものだから、少し気になっただけだ」

　気持ちを正直に声に出した。元より隠す意味も無い。

「……あなたも分かるでしょ？　私と同じかは知らないけど、孤立しているあなたなら」

　同意を求める口調だが、その通りと言い切るのも少し違う気がした。

「俺が家族を大事に思う気持ちと、お前が家族を大事に思う気持ちは、きっと同じものなんかじゃない。俺には俺の、お前にはお前の事情があるはずだ」

　俺が詩穂の事情を知らないように、詩穂も俺の事情を知らない。詩穂にそれを聞く為ために踏み込んでいくやり方も、生あい憎にくまだ知らない。

　しかし、それもまた俺の事情であり、詩穂が踏み込んで来ないという保証にはならない。

「でも、鬼灯灰斗。あなたが家族に見せる顔を私は見た事がある。あの、名字の違う妹さんと話しているときの顔をね」

　いきなり、そんな事を言われても良い気はしない。

「関係ない。俺の事情とお前の事情が、たとえどこか似通っているとしてもだ」

「そうね、関係ないわ。たとえ、私達の縋すがるものがどう移り変わったとしてもね」

　彼女の事情は少し知れた。ほんの少しだけど、確かに。

　勝手な憶測だ。どう外れていてもおかしくない。だけど妙な確信はある。

　朽くち名な詩し穂ほと、雫しずくちゃんの顔は、全く違っていた。姉妹と聞いたら驚くくらいには。

「今、ぎくしゃくしてるんじゃないか？　その呪のろいのせいで、お前は……」

「呪いなんて信じないって言ったでしょ。それと、最後にもう一度言うけど」

　そう前置きして詩穂は立ち上がる。そして、怒りとも哀かなしみとも取れない不可思議な表情を浮かべたまま、

「無む闇やみに、私達に関かかわらないで」

　冷れい徹てつなまでの温度でそう告げて去っていく彼女の背を見ながら、ぼんやりと思う。

　彼女の、朽名詩穂の今もっとも頼れる人間は、心安らげる相手は、誰なんだろうか。




　家に帰ると、ホットケーキを前にして不機嫌な顔の蓮れん華げが居た。

「兄さん。確かにいきなり連絡した私に非があることは認めます。買って来てくれたことにも感謝します。しかし、大至急の意味をもう一度考え直していただきたいです」

「悪かったよ。お腹なかをすかせて待っていたんだな」

「早く！　ギブミーシロップ！」

　急せかす蓮華にシロップを渡すと、これでもかってくらいホットケーキにぶっかけた。

「いつも思うが、かけ過ぎじゃないか？」

「ホットケーキは甘い食べ物です。いくら甘くても甘過ぎることはありません」

　そう言われると、こちらとしても「そうか」としか言えなかった。

「それで、おまじないの事は思い出しましたか？」

「ん？　いや、それがまだなんだ」

　俺が正直に答えると、蓮華は落胆の色を隠さずに唇を尖とがらせた。

「むぅ、それでは更にヒントです。私はどんな時でも兄さんの幸せを願っています」

「……それが何のヒントになるんだ？」

「知りません」

　それっきり、蓮華はホットケーキに夢中で俺の方を見てはくれなかった。




「昼休みに行動しないの？」

「ああ、今日はちょっと考え事がしたいんだ」

　翌日。放課後よりも確実性のある昼休みに詩穂と接触しようと莉り子こが提案した。そして、俺はそれを断る。

　昨日の一件があって、どうにも心の中の整理が上う手まくついていなかった。

「行動あるのみも良いが、行動の結果を考える時間は必要だ」

「んん？　昨日何かあったの？」

「後で話す」

　首を捻ひねっている莉り子こにそう言い訳して、俺は教室を出た。莉子にいつまでも教室で付きまとわれるのは気分が重いし、考え事は一人でやるものだ。

　その後の午後の授業も流し、放課後になっても、心のモヤモヤは晴れなかった。

　詩し穂ほのあの表情、怒りのような哀かなしみのようなそれが頭から離れない。

　彼女の言葉だけを見れば、これ以上関かかわるのは下げ策さく中の下策に思える。

　だが、今の彼女の言葉を鵜う呑のみにするべきでは無いだろう。

　むしろ彼女の本心は、節ふし々ぶしに現れる暴言なんかではなく、表情であるはずだ。

　雫しずくちゃんの帰りが遅いのを心配し、俺が関わると家族の問題だと突っぱね、しかし、家族であることを追及すれば顔を曇くもらせ、最後は力なく俺を突き放した。

　ここで俺は、詩穂に更に近づくべきなのか、距離を置いてみるべきなのか。

　更に言えば雫ちゃんのこともある。彼女は今何をしているのか、それも知りたい。

　詩穂から見て家族間がぎくしゃくしているなら、雫ちゃんから見た詩穂との関係もそれに準じるはず。その状態で雫ちゃんは今、何かのおまじないをしている。

　今現在の状況とその行動に関連性があると考えるのは不自然だろうか？

「灰かい斗と君。今日は真剣に無視モードだね……」

　ふと気付いたら、いつの間にか部室にて、莉子の不満声が漏れていた。

「ああ、悪い。本当に考え事をしていたんだ。何か用だったのか？」

「用ってわけでもないけどさ、用が無かったら話しかけちゃいけないわけ？」

　要するに、莉子は現在暇というわけか。

「それじゃあ聞きたいんだけどさ。お前、この辺の女子に伝わる四葉のクローバーのおまじないを知ってるか？」

「んー？　あぁ、友達が話してるのを聞いたかも」

「本当か？　それはどんな内容なんだ？」

　期待はしていなかったが、莉子はそれに関する何かの情報を持っているらしかった。

「確かね、この街にある七つの場所で、毎日一つずつ四葉のクローバーを集めるんだって。そんで七つ目のクローバーを自分の意中の人にプレゼントすると、晴れて二人は結ばれる的な感じ？　女子の中では告白の代名詞なんだってさ」

「そう、なのか……？」

　ということは、雫ちゃんのクローバー集めは、詩穂とは何の関係もないのか。

　だけど、そうなると俺は昔、蓮れん華げに告白されたことに？

　いまいち釈然としないまま、時計を見る。けっこうな時間だ。

「もうすっかり暗くなってるな」

「そうだよ！　今日の灰斗君、ずっと上の空なんだもん」

「今日はもう帰るか。なんか悪かったな」

「そう思うならさ、一つお願いを聞いちゃくれませんかね？」

　莉子はニヒヒと楽しそうに笑って言った。俺がそれについて了承する間もなく、自分の要求を突きつける。

「また、その、またさ、女の子扱いしてくれないかな？」

　やけに恥ずかしそうに莉り子こは手を合わせた。お詫わびの名目で頼むから何かと思った。

「それではお嬢様。今こ宵よいもこの私めがエスコートを務めさせて頂きます」

「あぅ、いや、そういう大げさな感じじゃなくて良いからさ……」

「さっさと用意しろ莉子、早くしないと置いてくぞ」

「う、うん！」

　わざと慇いん懃ぎんな態度を取った後に、わざと無礼な態度を取ったつもりなのだが、莉子はなぜだかほんのりと嬉うれしそうに見えた。




　莉子を送り届けた後に、俺はどうも心配の種を持て余あまし、詩し穂ほの家へと向かっていた。

　普通なら無視しても良い僅わずかな違和感。悪い予感と言い換えても良い。

　予感は可能性だ。それが『起こるかもしれない』という事は俺の中では『起こる』という意味とほぼ同義だ。起こって欲しくなくても、その思いは踏みにじられる。

　だから、今日、俺は詩穂の家にどうしても行きたくなった。

　七つのクローバーというのが正しければ、その七つ目を探すのは今日の筈はず。

　だから、今日までだ。今日、雫しずくちゃんが無事に家に帰ったのなら、それで良い。

「！　鬼灯ほおずき灰かい斗と！」

　俺が家の前に着いたとほぼ同時に詩穂が家から飛び出して来た。俺は冷や汗が浮かぶのを堪こらえきれなかった。

「……どうした詩穂。そんな血相変えて」

「雫が！　雫が帰って来ない！」

　聞きたくなかった想定通りの言葉が、耳から脳のう髄ずいへと抜けていった。

「どうしよう！　なんで!?　心当たりはない!?」

「落ち着け。心当たりならある」

「本当!?　どこ!?　どこよ!?　さっさと教えなさいよ！」

「だから落ち着け！」

　半狂乱の有様になっていた詩穂に強めの声をぶつける。

「雫ちゃんはあるおまじないをやっていた。そして、そのおまじないは四葉のクローバーを探すものだ。だから、雫ちゃんはクローバーが群生している場所のどこかに居るはずだ」

　そこまで話すと、詩穂はそのまま走り出そうとした。

　咄とつ嗟さに腕を掴つかんで詩穂を引き止める。

「待て！　どこに行く気だ!?」

「探すのよ！　クローバーが生えている場所でしょ!?　そこを虱しらみ潰つぶしに──」

「そんな場所が何百あると思ってる？」

　冷静に返した俺の言葉で、詩穂はさっと顔を青ざめさせた。

　さて、ひとまず詩し穂ほの暴走は止まったとして、この先どうする。

　莉り子この話では、おまじないに関係する場所は、七カ所だったはずだ。

　そして、その七カ所を莉子は知らない。だが、少なくとも昔その箇所を回っただろうと推測できる人間なら、一人居る。

　スマホを取り出し、一番に登録されている番号に繋つないだ。

『はい、何でしょうか兄さん？』

　ほとんどワンコールあるかないかで、蓮れん華げは通話に出る。

「急いでいるから手短に頼む。四葉のクローバーのおまじないがあるだろ？　そのおまじないに関かかわる七カ所とは、どこのことだ？」

『……少し待って下さい。パッとは出てきませんが、昔のメモが残っている筈はずです』

　一瞬でこちらの緊きん迫ぱく感かんを察したのか、蓮華は疑問を差し挟はさむこともない。

　電話の先から蓮華がどこかに向かった気配が伝わって来た。

　俺はメモの準備をしてから端末を握りしめていると、それから一分もしない内に蓮華が戻ってくる。

『お待たせしました。場所は全部で七カ所。第一みどり公園、二の池、三みツつ柱ばしら神じん社じや、四よんの目め大だい学がく、五本橋の河原、六本杉の林、そして七なの葉は広ひろ場ばです。どこも昔から現在に至るまで、工事などで変わった所はないかと』

「数字に意味はあるのか？　一から順番に回るとか？」

『いえ、最初に七葉広場から始める以外は特に決まりはありません』

「分かった。ありがとう」

『どういたしまして』

　そこで通話を切る。詩穂は縋すがるような目で俺の言葉を待っていた。

「場所は七カ所……いや、五カ所まで絞られた」

　最初に七葉広場から始まるとすれば、そこは除外。残る六カ所からこの前の公園、恐らく第一みどり公園を除いた五カ所が候補として残った。

　それでも、二人で探そうと思ったら少し広過ぎる。

「だったら早く探しに行かないと！　雫しずくに何かあったら許さないから!?」

「少し落ち着け。それより先に聞きたいことがある」

　今日のこの出来事。雫ちゃんは何な故ぜ家に帰っていないのか。

　単に迷子になったのか、もしかして不審者に絡まれてしまったのか。

　俺はそうではないと思う。

　彼女には、彼女なりの帰りたくない理由があるのではないだろうか。

「聞かせてくれ、詩穂。昨日、雫ちゃんになんて説教をしたんだ？」

「今そんなこと言っている場合!?」

「良いから答えてくれ！　おまじないの事を知って、お前はなんて言ったんだ！」

　俺の剣けん幕まくに押されて、詩穂がおずおずと声を出す。

「くだらないって言ったわよ。そんなおまじないだかなんだか分からないもので家族に心配かけさせるなんて、そんなものやめてしまえって。あの子がどんな願いを持っていたのかは知らないけど、そんな事の為ために私に心配をかけるなって」

「分かった。お前には配慮が足りなくて、雫しずくちゃんには言葉が足りなかった」

　思った通りだ。それは、二人にはどうしようもない事だった。

　詩し穂ほは呪のろいのせいで、相手を傷付ける言葉を飲み込むことができない。

　雫ちゃんはおまじないを守る為に、その内容を説明することができない。

　二人のすれ違いは、不可抗力のように問題の根を絡ませていた。

「話は終わり？　今はまず雫を見つけなきゃ！」

　詩穂は五カ所全すべてを回るつもりなのだろう。

　だが、それだと時間がかかりすぎる。今はまだ帰っていないだけだとしても、夜のこの時間だ、本当に変質者が現れないとも限らない。道が分からなくなって心細さのあまり泣いているかもしれない。なるべく早く見つけなければならない。

「あと少しだけ待て、詩穂」

「さっきから何なのよ！　良い加減にしてよ！　あんた私の邪魔をしたいの!?」

　詩穂の怒りの声を、今は聞き流す。

　俺はポケットから《愚ぐ者しやのダイス》、その六面ダイスを取り出した。

　ゆっくりと、思考の海に己を沈めていく。




　事象『サイコロの出目』。

　目的『朽くち名な雫の居場所の特定』。

　──定義開始。




　確率を仮定。

　条件一、『サイコロの出目が朽名雫の居場所の数字になる確率』＝一／六。

　条件二、『サイコロの出目がそれ以外になる確率』＝五／六。

　事象の発生条件より、複合条件無し。

　以上二つを起こりうる事象と想定。




　脳内にズキリとした痛みが走る。恐らく能力の限界だと警告されているのだろう。




　条件より『一／六』がもっとも低い確率で確定。

〈確率式〉構築完了。




　右手のひらに握り込んだサイコロから、淡い光と熱が弾はじける。

　それらを逃さずサイコロをアスファルトに落とす。

　サイコロはアスファルトのデコボコの上を無軌道に跳ね、嘘うそのようにピタリと止まる。

『五』という数字を上にして。

「居場所は分かった。五本橋の河原だ」

　じゃんけんとは比べ物にならない疲労と頭痛を堪こらえて、サイコロを拾いながら告げる。

「は!?　そんな遊びで何が分かるって言うのよ！」

　詩し穂ほは当然信じない。そりゃそうだ、こんな時にサイコロの出目に頼るなんてどうかしているとしか思えない。

「それでも、これが俺の呪いなんだ」

　だから、あえて真まっ直すぐ詩穂の目を見て言った。

「そ、それって、どういう……」

「話は後だ。行くぞ」

　詩穂を先導するように、俺は駆け出した。




「雫しずく！」

「お姉ちゃん!?」

　間もなく、雫ちゃんは見つかった。

　五本橋のちょうど真下、周りからは見えない土手と橋の間に挟はさまって座っていた。

　見つかった時に声を上げて泣いてはいなかった。だが、その目は僅わずかに赤かった。

　橋の下の暗くら闇やみから抜け出して、月と橋の街灯だけが僅かにその目を照らしていた。

　詩穂は俺を置いて走り出し、雫ちゃんを抱きしめるかと思いきや、その目の前で立ち止まった。

「馬鹿！　こんな時間まで何やっているの!?　昨日心配かけるなって言ったばかりなのに何を考えているの!?」

「うぅ……」

　詩穂の言葉は止まらない。

「だいたい、おまじないなんて！　そんなもの！　そんなものに頼る前に自分でなんとかすれば良いでしょ！　あんたは家族よりもおまじないなんかが大事なの!?」

　悪意を吐き出し続ける。

「私達のことをなんとも思っていないなら！　よその家の子になれば良いのよ！」

「詩穂！」

　俺が大声で止めると、そこで詩穂は言葉を止めた。

　そのまま、雫ちゃんに向けていた顔を俺に向ける。

　怒りを浮かべているはずのその顔は、酷ひどく無表情に見えた。

「あなたのおかげでここに来られたこと、とても、感謝しているわ。呪のろいをでたらめなんて言って、ごめんなさい。でも、今は、私達の問題なのよ。踏み込まないで、欲しいの」

　怒りの仮面を歪ゆがませ、もがきながら、詩穂は誰かに助けを求めることができずにいた。

　俺が、助けてやると言ったのに。

「なぁ、詩し穂ほ。お前、呪のろいの存在は認めたんだよな？」

「……ええ。だけど、それが今、何か……え？」

　俺は左手を詩穂の首元に回し、至近距離で彼女の目を見た。

「信じろ、俺がお前を助けてやる」

「な、は？」

　詩穂はその瞳に戸惑いを乗せたまま目を泳がせる。

　先程の拒絶は、部室での否定と違い、その言葉の節ふし々ぶしに俺に対する配慮が見えた。

　言い換えれば、詩穂はある程度俺の事を信頼しているはず。だから、もう一押し。

「良いから、俺を信じろ」

「っ……」

　詩穂は何かを察したのか、ぎゅっと目を閉じて、コクリと頷うなずいた。

　条件は整った。相手の信頼を得て心を開いてもらい、相手の同意を得る。

　悪意を吐く口は閉じられ、今ここには呪いに苦しむ少女しか居ない。

　俺は、左手に用意しておいた封ふう神しん珠じゆを、この前見た首元の痣あざの辺りに押し付けた。

　パキンと鈍く音が響いたかと思うと、俺の左腕の痣と封神珠が熱を持つ。

「つぁ!?」

　しかしそれも一瞬。詩穂がビックリした声を出した時には、熱は収まっていた。

　身体からだを離すと、詩穂は月明かりの中でも尚なお赤い顔を向けて俺に怒鳴った。

「な、なにすんのよ！　私はてっきり──」

「何するも何も、これでお前の呪いは解けた」

「え？」

「だから呪いは解けた。今度は本心でもう一度、雫しずくちゃんと向き合ってこい」

　詩穂の身体を再び雫ちゃんの方に向けてやる。

　雫ちゃんも、先程までの俺の行動にほうけていたようだが、詩穂と向き合うことで、再び怒られるのを恐れて身体を強こわ張ばらせた。

「雫！　あんた……あんたは……」

　仕切り直しと言わんばかりに詩穂は大声を出す。だが、途中でその勢いは衰えていく。

「……？　お姉ちゃん？」

　先程の剣けん幕まくをどこに忘れてしまったのか、詩穂はポツポツと心情を吐と露ろする。

「分からないわよ、あんたが何を思って四葉のクローバーなんて集め始めたのか。でも、どんな願いがあっても、家族に心配かけさせないでよ。なんならお姉ちゃんが一緒に探してあげるわよ。だから、勝手に、居なくならないでよ」

　そして足を折りたたみ、力なく雫ちゃんに抱きついた。

「馬鹿。この、馬鹿、妹。心配、かけ、て……馬鹿あぁぁああああああ」

　その後に堰せきを切ったかのような大声で泣き始めたのだった。

「……お姉、ちゃん。ごめん、なさい、う、ぁあああああああ」

　それにつられるように、雫しずくちゃんも詩し穂ほに抱きつき、泣き出す。

　しばらく、二人の泣き声だけが、河原の静けさを掻かき消けして響いていた。




「ぐず、それで、そのおまじないは、どうなったの？」

　泣なき止やんだ詩穂の第一声。詩穂としても、元凶の結末くらいは気になるのだろう。

「うんと、はい、これ、お姉ちゃんに」

「え？　……私に？」

　しかし、詩穂の予想とは違う形で、その行き先は示された。

「ど、どうして？　このおまじないって、たしか──」

「うんとね、もともとはこのおまじないは告白じゃないんだって。渡した人に、幸せになって欲しいとか、元気になって欲しいとか、そういう意味なんだって」

　雫ちゃんの無邪気な笑顔に詩穂はただ戸惑うばかりだった。

　蓮れん華げが昔、俺に四葉のクローバーをくれたときも、確かそうだった。

　あいつは、ただ俺に元気になって欲しくてそれを渡した。

　告白なんて洒落しやれた事をするには、蓮華も俺も幼かった。

「だから、最近なんか元気が無さそうなお姉ちゃんに、元気になって欲しくて……」

「……あはは。ほんと、馬鹿ね。雫も、私も」

　詩穂か雫ちゃんか、あるいは両方がもっと素直になっていれば今日の事は起きなかったかもしれない。

　両方が両方の事情を知らないが故ゆえに起きた事。だけど、知らせることも出来たはず。

「ありがとう雫。私はもう、元気になったから」

　先程までとは違う意味を持つ涙を、その瞳に浮かべながら、優しく詩穂は大切な妹に微笑ほほえみかける。

「うん、ごめんねお姉ちゃん。大好き」

　そして、雫ちゃんもまた、それに応こたえる大輪の笑みを咲かせていた。

　色々と過あやまちがあったとしても、この姉妹が笑っているという結末を迎えられたのだから、ひとまずは良しとすべきだろう。

　その後、二人を送ってから家に帰った。

　俺を待っていた蓮華に礼だけ述べると「どういたしまして」と静かに笑っていた。







「というわけで、鬼灯ほおずき灰かい斗とには色々と世話になったわ。うん、なっちゃったわね」

「えーっと、何がなんだかって感じなのだぜ……」

　詩穂の件から休日を挟はさんで、月曜日の放課後。やけにすっきりした顔でお礼を言いに来た詩穂と、俺から詳しいことは後で説明すると言われて悶もん々もんとしていた莉り子このファーストコンタクトである。

　しかし、詩し穂ほがここに来た理由は、恐らく俺にある忠告をするためだろう。

「というわけで、鬼灯ほおずき灰かい斗と。一つ言いたいことがあるんだけど」

「なんだ、泣き虫詩穂ちゃん」

「それを今すぐ忘れてよぉぉぉぉおお」

　キャラ崩壊も良い所だ。つい先日まで傲ごう岸がん不ふ遜そん、剣山のようにツンツンしていた詩穂が今や、俺にいつこの事実をばらされるのかと戦せん々せん恐きよう々きようとしているのだから。

「別に俺は誰かにばらすつもりはないけど」

「ねぇ？　泣き虫詩穂ちゃんってなに？」

「既に一名にバレたんですけど!?」

　詩穂は頭を抱えてしゃがみ込んだ。そんなにイメージが崩されるのが嫌なのか。

「気にするなよ。そういうギャップがあったほうがウケも良いだろ」

「ウケなんてどうでも良いのよ……あぁ、よりにもよって鬼灯灰斗に見られるなんて一生の不覚……」

　キッとこちらを睨にらむが、あんな大泣きを知っている身としてはインパクト皆無だ。

「そうか、俺はああいう隙すきがあったほうが可愛かわいいと思うけどな」

「はぁ!?　か、くぁいい？」

「？　ああ、そっちのほうが好きだけど」

「つぁああ!?」

　本当にこっちの方が、弄いじりがいがあって最高に楽しいなぁ。

「あ、あんたに好きとか言われたって全然嬉うれしくないわよ！　死ね！」

　捨すて台詞ぜりふを残して、泣き虫詩穂ちゃんはどこかに走り去って行った。

「ねぇ、灰斗君。一体金曜日に何があったの？」

「まぁ、割と心温まる面白いことがあった」

　さて、金曜日の話をどこまで伝えたら良いのか。

　迷っていると、再びドアが開いた。だが、今度は控えめだ。顔一つ分の隙間しかない。

「言い忘れたわ、鬼灯灰斗」

　ぶすっとした表情ながら、恥ずかしくて仕方ないといった様子で詩穂は言葉を落とした。

「……助けてくれて、ありがとう」

「ああ、どういたしまして」

　お礼を済ませると、詩穂はいずこかへと去っていった。

　その表情には悪意の欠片かけらも見えなかった。






　　　４　ゴミ拾いトラップ









　詩し穂ほの件からおよそ一週間が過ぎた。その間、月げつ光こう団だん（流石さすがに諦あきらめもついてきた）には彼女と奇妙な共通点のある人物が訪れていた。

「それじゃ、助かりました！」

　そう言って、先程まで『楽しさ』の歯止めが効かなくなっていた女子生徒は、団室を後にした。

「愉快な人だったねー」

「部屋に入った瞬間、いきなり笑い出したときは何事かと思ったけどな」

　その女子生徒（同じ二年生と言っていた）は、『楽しい』と少しでも思ったものを見つけると、それがどんなに小さなことでもやらずにはいられない、笑わずにはいられない症状に陥っていたらしい。

　親身になって話を聞いてあげたら、詩穂の百倍くらいあっさりと話を信じて、ふくらはぎあたりについていた痣あざを見せてくれた。

「そういや灰かい斗と君。明日って暇？」

　俺が思考を遊ばせていると、莉り子こが横から声をかけてきた。

「暇だけど断る」

「なんで!?」

「明日は土曜日だ。家から出たくない」

「うわー。筋すじ金がね入いりのひきこもりだー」

　じとっとした目をしながら、莉子は失礼なことを口走る。

「俺は心ない一言に傷ついたので帰ります。月曜まで探さないで下さい」

「でも駄目だよ！　ちょっとこれ見て！」

　なんでも良いから流れで帰宅しようとする俺を、莉子は強引に引き止めた。

　そのまま鞄かばんをゴソゴソとやっていたかと思うと、一枚のプリントを取り出して俺の目の前に突き出す。

「町内清掃ゴミ拾い大会？」

　ゴミ拾い大会ってなんだ。拾ったゴミの量で優勝者でも決めるのか？

「うん、これを岩いわ鏡かがみ先生に貰もらったんだけどね、『部活動をやるなら、何か実績を残さないとだめだから、参加すること』って言われたの」

　つまり、月光団という活動を続けたかったら、こういう形でボランティアしていますというのを学校に示せということか。

「分かった。頑張ってくれ」

「灰斗君もだよ!?」

　面倒なのと、家から出たくないのでさらっと押し付けようとしたが止められてしまった。

「こういうのは、代表者が行けば大丈夫だよ、きっと」

「じゃあ、灰かい斗と君は行かないとね？　だって、部長は灰斗君だもん」

　ちょっと待てよ。そうか、こいつそういえば部長を俺にしていやがったな。

　つまり、名目上の代表者は俺ということになっているのか。

「はぁ……分かったよ。分かりました。行けばいいんだろ」

「うん！」

　俺がゴミ拾いに参加する事を了承すると、何がそんなに嬉うれしいのか、莉り子こは輝くような笑顔で頷うなずいていた。




「ただいま」

「お帰りなさい！　兄さん！」

　いつも通り家に帰ったのだが、蓮れん華げはいつもより少し嬉しそうにお帰りを言った。

「どうした？　今日はやけに機嫌がいいな」

「だって、最近は兄さんの帰りが遅いから……。でも明日は休日でずっと兄さんと一緒にいられるのです！　こんなに嬉しい事はないです！」

　ああ、最近はあんまり構ってあげてなかったから、色々と溜たまっていたのか。

　溜めすぎるとどんな暴走をするか分からないから、今までは適当に相手をしていたのだ。こんなに俺と居ることを期待してくれている蓮華に、明日の予定を伝えるのは少し気が引ける。

「あー、蓮華。悪いんだが、明日はちょっと予定が入ったんだ」

「……え？」

　それを伝えると、蓮華はサンタクロースが来ないと聞かされた子供のような、哀かなしい目をした。

「部活動で、ゴミ拾いしなくちゃいけなくてな」

　正確に事実を伝える。ただし、伝わった事実が相手に同じように解釈される保証はない。

「それはつまり、あの女と二人っきりで過ごすということですか？　休日でさえも私は兄さんと一緒に居られないのですか？　兄さんはそんなにあの女が良いのですか？」

　蓮華は、その目に涙すら浮かべそうな儚はかない表情になって、静かに俺を見つめていた。

「そういうのじゃない。午前中だけだからすぐに帰ってくるよ」

「うう、分かりました」

　俺がフォローのようなものを入れると、蓮華はしぶしぶと引き下がった。

　その日は、夕食の時間までいつもより懐っこい蓮華の相手をして、夕食を食べたらさっさと寝ることにした。集合は午前九時らしい。







　翌日。

　恨めしそうな目をしている蓮れん華げを振り切って、集合場所となっている公園に向かった。公園には、少々カラフルなジャージを着たおじさんやおばさんの群れがあった。

　だが、その中心に居るのは、何な故ぜか知っている人物のような気がした。

「あ！　灰かい斗と君！」

　台風の目になっていた少女は、ぶんぶんと俺に手を振ってくれやがった。

　瞬間。少女に気を取られていた参加者達は一様に俺に目を向ける。

　俺は急激に気分が重くなって目を逸そらす。

　それが気に入らなかったのか、少女は人を掻かき分わけて俺に近づいて来た。

「ちょっと！　挨あい拶さつくらいは返してよ」

「すまないが、なるべく近づかないでくれ。目立つ」

　それだけ告げてなんとか離れようとする。だが莉り子こに手を掴つかまれて失敗した。

「私達、同じ月げつ光こう団だんの一員なんだから、一緒に居ないと、ね？」

　一緒にいないと、という点を強調するようにニコニコ笑顔で言う。

　俺は観念して、やたらと目立つ少女を再び見据えた。

　莉子の服装は、俺程度の知識ではなんて形容していいのかも分からない感じの、オシャレなジャージだった。

　全体的に黒っぽい色なのは分かるんだが、所々に線だの模様だのが入っていて、可愛かわいらしいと形容しても許される感じである。むしろ、これでその辺りを歩いていたところで、誰も文句を言ったりはしないだろう。

　対する俺が、まったくやる気のない運動用ジャージ（流石さすがに学校指定ではない）なのが、なお莉子の服装を引き立てている。

「お前、なんでそんなオシャレなんだよ……」

「いや、なんでっていうか、良く着てるから？」

　莉子は少しだけ照れたようにはにかみながら答えた。

　もとから健康的な雰囲気は感じていたが、日頃から運動をしているのか。

「それよりもさ、ほら、早く行こうよ。もうすぐゴミ拾い始まっちゃうよ？」

　話は終わりと、莉子は俺の手を引いてジャージの群れの中へ引っ張っていこうとする。

「どうせ端っこでも説明は聞こえるから。中心に連れていくのはやめてくれ」

　俺は莉子にそうお願いして手を放してもらった。

　莉子は不満気だが、俺が本気で嫌がっているのを察したらしく、中心に戻っていく。

　ただでさえこんな団体行動はしたくないのに、人間の群れの中心なんて冗談じゃない。

　唯一、端っこで気になる点と言えば、莉子が周りのジャージ連中に「今の彼氏？」と尋ねられても、「えへへ」と曖あい昧まいに笑っている所だ。否定しろよ。




　九時をちょっと過ぎたところからゴミ拾いはスタートした。

　支給された軍手、ゴミ袋、熊くま手でを装備し、町中を練り歩きながらゴミを拾う。

　俺はゴミ拾い行列の最後尾にナチュラルに付き、ぼんやりと前の人間が見逃した屑くずゴミを拾っていた。タバコの吸い殻とか。

「灰かい斗と君。ちゃんと分別しなくちゃだめだよ？」

　俺の横には、目め敏ざとく俺を見つけて隣についた莉り子こが居た。

「安心しろ。俺は燃えるゴミしか拾ってない。他は全部お前に任せてる」

「はっ、言われてみれば……」

　そんなことにも気付かないで注意して来たのか、こいつは。

「そもそも、空き缶やペットボトルみたいな大物は前の連中が拾ってくれる。そこまで気にしなくても細かいゴミならだいたい燃える」

「それはやっぱり、気をつけないと駄目なんじゃ……」

　とは言いつつ、莉子自身も最後尾に残されているゴミの微小さには気付いているようだ。

　もともと、別に自然が豊かというわけでも無ければ、人が多いというわけでもない町だ。誰もが、落ちているゴミに注意を払っているわけでもない。

「そういえばここ、最初に通った帰り道と一緒だね」

　莉子が急にそんな事を言い出したので改めて道路を見てみる。ここは、まだ転校初日の莉子がうろ覚えの状態で通った学校からの帰り道だ。現在はもっと効率的な道を見つけているが、この先を行けば、あの日も引っかかった赤信号のある大きな交差点に合流する。

　あまり会話を交わすでもなく歩けば、あの日と同じく赤信号に止められる。俺達がちんたら歩いていたせいで、列は信号に引っかからずに前に行ってしまう。

「こうして一緒に歩いてると、私の転校初日を思い出すね」

「そうだな」

　莉子は思いついたように口にした。

「……なんか、そういうそっけない返事も懐かしい感じがする」

「そうか」

「そう言われてもその態度を貫つらぬく辺りが、灰斗君らしさだよね」

　適当に返事をしているだけなのに、莉子は基本的に楽しそうだ。

　そのまま、少しだけ沈黙が長引く。

　ここの赤信号は長いので、一度会話が止まると途端に何もなくなる。

　赤信号という規律に立ち止まる歩行者と、青信号に許可され回転するエンジン。

　ただそれだけが秩序立った世界を表していた。

　──確率を裏切る呪のろいが、否ひ運うんがあったとしても、その効果には限界がある。

　だから、こうやって信号を守っている限りは、いきなり交通事故に巻き込まれるということは無い。少なくとも経験上は。それでも俺は人より事故に遭いやすいだろう。

　信号無視という危ない橋を渡ってみたら、ひょっとしたらその閾いき値ちを簡単に越えてしまうかもしれない。否運がいつ、どのように俺の命に関かかわっているのかは理解の外だ。

　もしかしたら、あまりに多くの事象が『死』を内包するが故ゆえに『低確率』な生を拾っている可能性も無くはない。だが、それを試すほど命知らずには、なれない。

　だから俺は、世の中の全すべてが上う手まく行かない前提の中で、それでもルールに縛られながら、ただひたすらに自分が社会に影響を及ぼさないように歩いている。

「……莉り子こ。聞いても良いか？」

「ん？　何？」

　沈黙に耐えきれなかったわけじゃない。いつも明るい少女に改めて聞いてみたいことがあっただけだ。

「お前は、どうして俺と仲良くなりたいなんて思ったんだ？」

　初日の朝に通学路でぶつかったから、だけでは無いだろう。古典の教科書を貸したから、それでもないだろう。どちらも、彼女に良い印象を与える態度ではなかった。

「んー。一ひと目め惚ぼれしたからとか？」

　にんまりと口元を歪ゆがめて、莉子は笑う。

「そういう冗談はいい」

「本当につれないなぁ……」

　俺が軽くあしらうと、ほんの少し残念そうに莉子は言った。

　それから彼女は、どこか遠くを見るような目で歩行者用の信号を眺めた。

　もうすぐ、青に変わるだろう。

「なんとなく、お姉ちゃんに似てたからかもしれない。はい、答えた」

　莉子はそれだけ言うと、俺が何かを聞き返す前に青に変わった信号を渡った。

「ほら！　早くしないと赤になっちゃうよ！」

「そんなすぐに、変わるわけないだろ」

　しっかりと左右を確認して、車が来ないことを確かめてから信号を渡った。

　その後、改めて尋ねるということはしなかった。なんとなく、それが正しい気がした。




「んー！　ゴミ拾い終わったけどこれからどうする？」

　十二時を過ぎた頃。拾い集めたゴミを一カ所にまとめて解散の合図が済むと、莉子は大きく伸びの姿勢になってそう尋ねた。

「どうするもこうするも、帰るに決まってる」

「え？　これから遊びに行かないの!?」

「そんな約束はしてないだろ。そもそも遊びに行く理由がない」

「えー、そこは場の流れとかさぁ。というか、休日にゴミ拾いだけとか無いでしょ！　ありえないでしょ！」

　ありえないなんて誰が決めた。

「お前にとってありえなくても、俺に取ってはありえるんだ。じゃあ、そういうことで」

「ちょっと待って！」

　俺がなおも強引に帰ろうとすると、相変わらずの大きな声で引き止められる。

　まだ何か言う事があるのかと、うんざりしながら振り返った。

　そこには、今まさに土下座をしようとしている莉り子この姿があった。

「ばっ！　何考えてんだ!?」

　俺は慌てて莉子のジャージの襟元を掴つかみ、頭を上げさせる。莉子は「ぐぇっ」と愉快に鳴いた後、俺に向かって何な故ぜか照れたような笑みを浮かべていた。

「いやぁ、流石さすがの灰かい斗と君も土下座で頼み込んだら遊んでくれるかなって」

「お前のプライドはどうなってんだ……」

　たかだか同級生と遊ぶために土下座も辞さないとは、なんて恐ろしい奴やつ。

「だいたい周りの目とかがめちゃくちゃあるだろうが！」

「うん。だからこそ土下座にも意味が生まれるかなぁ、と」

「ああもう分かった、遊んでやるから立て！」

「やったぜ！」

　周りの目に俺が耐えられなくなるのも計算の上でやったのならとんだ策士だ。こいつが赤の他人であるなら放ほっといて帰っても良かったのだが、これから先もゴミ拾いに参加する可能性がある以上、変に興味を持たれるような注目のされ方は不ま味ずい。

「……飯でも食いに行くか。今の時間は普通混んでるから、逆に入れるだろう」

　わざわざ人が沢山の所に行かないといけないが。

「うん！」

　莉子はやたらと嬉うれしそうに返事をした。




　昼食がとれるならどこでも良かったのだが、莉子はすぐに解放してはくれなそうだ。

　だったら無駄な移動を避ける為ためにも、と、色々な店が合わさった町外れにある大きめのショッピングモールにやってきた。

「どこで食べるのか悩むのも面倒だし、フードコートで良いか？」

「別に良いよ。私は質より量のタイプだし」

　男女で遊ぶ感覚からしたらありえない提案かもしれないが、別に俺達はそういう仲じゃない。何より、俺達はさっきまでゴミ拾いをしていたんだ。もしかしたら気付かない所で他の人に不快な思いをさせてしまうかもしれない。

　だったら、比較的ごちゃごちゃしていて、偏見だがあまり美意識が高い訳でもないフードコートくらいが丁度良い。

　地下にあるフードコートに着いてしまえば、何の事は無い。人間二人が座れる程度の席なら普通に空いていた。

「俺は、ラーメンにする。莉子は？」

「私は……私もラーメンにしよう」

　俺がその日の気分でラーメンにすると、莉子も乗ってくる。

「味はどうする？」

「味み噌そ。灰かい斗と君は？」

「醤しよう油ゆ」

「ほうほう。どうやら私達は戦う運命にあるようですな。まず味噌は──」

　そんな事を言って、莉り子こは延々と俺に味噌の魅力を語り始めた。

「特に、キャベツ、もやしなどの野菜類との相性も──」

　並んでいる間の良い暇つぶしになるから、レジが俺達の番になるまで付き合うか。

　レジの前までたどり着くと、莉子は腰に手を当ててまとめに入った。そろそろ良いか。

「だから、灰斗君も味噌を嫌いなんて言わないで、一緒に味噌の世界に──」

「別に味噌が嫌いなんて言ってない。そもそも、ラーメンなんてその日の気分で味を変えるだろ、普通。今日は醤油の気分なんだよ」

「え、あ、うん。……そうだよね」

　何も言わなくなった莉子に代わって、醤油ラーメンと味噌ラーメンを注文した。

　二人でラーメンを受け取った後は、家族連れの群れに混じって席につく。

「少ししょっぱいけど、まぁ、不ま味ずくはないな」

「そうだねー。まぁ、七十点くらい？」

　淡々と感想を交わす。今思えば、莉子と一緒に飯を食べるのは初めてだった。

「「ごちそうさまでした」」

　二人揃そろって食べ終わる。

「さて、食べ終わったし帰るか」

「だから早いよ！　もう少しは楽しむ努力をしようよ！」

　冗談半分で言ってみたが、相変わらずのオーバーリアクションだ。

「そんなに私と居たくないのかと若干へこみますよ、もう」

　力なくそう言って、莉子はへたんとテーブルに頭を乗せた。

　今までどんな暴言を吐かれてもへこたれる気配の無かった莉子だが、こんな簡単な事で折れるとは。

「安心しろ莉子。お前が特別なんじゃない。俺は誰とも居たくない」

「なお悪いわ！」

　どうやらこの言葉はフォローにはならなかったらしい。

「まったく……私、ちょっとお花摘みに行ってきますから」

　莉子は溜ため息いきを吐つき、席から立ち上がった。

「おぅ、お疲れ様でした」

「だから帰らないでよ!?」

　今度は冗談だったのだが、更に焦ったような言葉を残して莉子はスタスタと歩き去った。手て持もち無ぶ沙さ汰たになった俺は、ふと周りを見渡してみる。

　休日のフードコートとあっては、圧倒的に多いのが家族連れ。ついで中学、高校生くらいのカップル。または、同じ年代の友達同士といった感じだ。

　それでいて周りの群れ同士は、それぞれに繋つながりがあるわけではない。バラバラだ。

　だが、どういうわけか、男の視線がある一点に集中していることに気付いた。

　なんとなくそちらを見てみる。驚く程容姿の整った見知った人間が、見慣れない落ち着いた服装で、優しい顔をしている場面を見てしまった。

　まぁ、言ってしまえば朽くち名な詩し穂ほが、以前見た妹に加えて母親と思おぼしき女性とも一緒に仲良く昼食をとっていただけなのだが。

　せっかく楽しそうなので、邪魔しないように視線を逸そらそうと思った。だが、間の悪い事に、あるいは運の悪い事に詩穂と目が合ってしまった。

　詩穂本人はその直後に大げさに俺を視界から外した。その大げさな態度が裏目に出たのか、詩穂の家族は目め敏ざとく俺を発見してくれたようだった。そうなるともう逃げられない。

　詩穂は母親に何かからかわれた様子で、手と首をオーバーに横に振って拒否の姿勢をとる。だけれども、すぐにトボトボとした足取りでこちらに歩いて来た。

「よう、奇遇だな」

　他人の振りをしようか一瞬迷ったが、詩穂に声をかけた。

　莉り子こが戻ってくるまでは俺はここから動くことは出来ない。つまり、俺の方が空気を読んでこの場から退散するという選択肢を取れないということだ。

「ええ、どうしてこんな所で出会ってしまったのかしらね」

「それがほとんど起こりえないと、思ったからじゃないのか」

　詩穂は複雑そうな顔で俺の言葉を受け止めた。詩穂は俺の呪のろいの大枠だけは知っている。

「でも良かったよ。家族とちゃんと仲直りできたんだな」

「おかげさまでね。感謝してるわ」

　視線をさっと親子のほうに向けると、母親はにこやかにこちらに手を振っていた。雫しずくちゃんもブンブンと元気一杯で手を振っていた。

「今日は家族で買い物か？」

「そんな所よ。最近は本当につんけんしていたから、そのお詫わびみたいなもの」

　お詫びなどと言っているが、先程の顔を見る限りは自分も思い切り楽しんでいるようだ。

「そういうあなたこそ何この格好？　妹さんと運動でもしてたの？」

「まあそんな感じなんだが、今日は蓮れん華げじゃなくて──」

「ごめん灰かい斗と君、おまたせー……ん？」

　俺が名前を言おうと思ったタイミングで、丁度莉子が戻ってきた。

「「え？」」

　莉子と詩穂は互いに目をしばたたかせてお互いを見つめ合っていた。

「……そう、へー、ふーん、なるほど。やっぱり二人はそういう関係だったのね」

　詩穂は途端に暗い顔つきになって、どんよりと不吉な事を言ってくる。

　それとは逆に、莉子は面白いものを見つけた猫のように、目を丸く輝かせた。

「えへへ、ばれちゃいましたか！　そうなんです、実は私と灰斗君は付き合って──」

「ないだろボケが！」

「あでっ！」

　思わず莉り子この頭をツッコミの要領で叩たたいてしまった。

　そんなに強く叩いたつもりは無いが、莉子は恨めしそうにこちらを見てくる。無視。

「今日は月げつ光こう団だんの活動でゴミ拾いをやったんだ。今はそれが終わって昼食をとっていただけだ。この後の予定なんかも決まってないし、勿もち論ろんデートなんかじゃない」

　詩し穂ほに誤解されて変な噂うわさが加速するのも困るのでしっかりと否定した。

「そんなきっぱり否定しなくてもさぁ」

　言われた莉子は、しゅんと元気をなくした。何一つ嘘うそは言っていないのだが。

「そ、そう。やっぱりそういう事なのね。だからジャージを。うん。分かってたわ」

　莉子とは対照的に、詩穂は俺の言葉で元気を取り戻していた。なんでだよ。

「まったく、心配して損した」

「何を心配してたんだ？」

「な、何も心配してないわよ！　バカ！」

「そ、そうか」

　心配して損した、の直後に心配してないだとは、こいつは情緒不安定気味なのが治っていないらしい。

　莉子はそのあたりで気を取り直し、邪気の無い笑顔で詩穂に言う。

「私はこれから灰かい斗と君と遊ぶのですよ。詩穂ちゃんは家族サービス？」

「なぁっ!?　犬いぬ蓼たでさん？　なるほど、あなたはそういう態度で来るのね」

「う、うん？　何が？」

　詩穂はその言葉をどう受け取ったのか、過剰に反応していた。

「やはりあなたは目もつ下かの敵ね。その勝負、受けて立つわ！」

「えっと？　な、なんか分からないけど、かかってきんしゃい！」

　俺を置いてけぼりに、二人は勝手にヒートアップしていく。放ほっておくことにしよう。

　思考を、ぼんやりとこれからどうしようかという方面にシフトさせていると、携帯が着信を知らせてくれた。相手は、蓮れん華げか。

「はい、もしもし、どうした？」

『兄さん！　どうして帰って来ないのですか!?　何か事件に巻き込まれたのかと心配しましたよ！』

　電話に出ると、凄すさまじい剣けん幕まくの蓮華の声が脳のう髄ずいに叩き込まれた。

「ああ、すまん。連絡し忘れてた」

『もう。遅くなるなら遅くなると言って下さい。兄さんの分のご飯が冷めちゃいます』

　無事を確認できたことと俺が謝ったことで、蓮華の熱も幾分か落ち着いた様子だった。

　連絡をしなかったせいで、俺の分の昼食も作らせてしまったのか。

「悪い蓮華。昼食ももう済ませてしまったんだ」

『え!?　兄さんが外で昼食を？　どういう風の吹き回しですか？　そもそも、あの公園までに一人でご飯を食べられるような所は……』

　蓮れん華げの口振りはまるで天変地異でも起こったのかといったものだ。

「いや、一人じゃなくて……」

　蓮華にも状況を説明しようと思ったその時、

「灰かい斗と君！　私達はこれから友達らしく、二人で買い物するんだよね!?」

「鬼灯ほおずき灰斗！　私があなたの為ために買い物に付き合ってあげても良いのよ!?」

　こちらが通話中であることもお構いなしになるくらいヒートアップした二人が、通話先にまで聞こえそうな程の大声で俺に尋ねて来た。

「通話中だから静かにしろ」

　二人に対してはそう注意した後に、蓮華に意識を戻す。

「聞こえたかもしれんがまぁ、終わった後に莉り子こと昼食を食べてたんだ」

『…………』

「蓮華？」

『……なるほど、ですね』

　しばらく蓮華の返事が無くなったかと思えば、急に冷たく凍えるような声が返る。

「どうした？」

『いえ、なんでもありません。ところで兄さん、今どこに居るのですか？』

　蓮華の何かを探るような声音。まさかこいつも来るつもりか？

　ただでさえ人と一緒に出歩きたくないのに、更に人が増えるのは遠慮したい。

「いや、それはまぁ良いだろ。とにかくちょっと遅くなるから──」

　適当にごまかして用件だけ伝えようとすると、

『──まぁ言わなくても分かりますけど』

　蓮華の断定的な声がそれを遮さえぎった。

『面倒くさがりな兄さんが進んで電車に乗るとは考え難にくい。さらに、兄さんの呪のろいを逆手に取るなら、この時間に混んでいそうな場所にあえて行ったはず。電話越しに聞こえるざわつきには子供の声が混じっている。そして昼食は終えたとのこと。この近所で子供の声が混ざるような食事施設、かつ、昼時は混み合う、かつ、電車に乗る必要がない。結論は、町外れのショッピングモールのフードコートです。では後ほど』

　蓮華は割と筋の通った推理を披ひ露ろうした後に、そう言って電話を切った。

　さすがは俺の妹分だけあって、俺の行動原理を良く把握している。

　俺は、通話終了の画面が表示されたスマホをポケットにしまうと、律りち義ぎに静かにしていた莉子と詩し穂ほに向き直った。

「で、なんだって？」

　俺が聞き直すと、真っ先に詩穂が声をあげた。

「だから、あなたがどうしてもと言うなら、一緒に買い物に付き合ってあげても良いわ」

「いや、なんで俺がどうしてもなんて頼まないといけないんだよ。別に良いよ」

「え？　あ……」

　当たり前の結論を当たり前に言ったのだが、詩し穂ほは何かショックを受けた顔になる。

「で、でも、私これでもけっこう商品を見る目とかあったりするほうだし！　い、一緒に連れて行ったほうが、あなたの為ためになると思うわよ？」

「だからそんなに気合い入れた買い物しないし、別に良いって」

「うぅぅ」

　いや、なんでそんなに必死なんだよ。別に要らないって言ってるだけなのに、どうして俺が悪者みたいな顔してるんだよ。

「だいたい今日は家族サービスで来てるんだから、しっかり妹さんの相手とかしてやれよ。その審しん美び眼がんを使ってさ」

　何な故ぜか食い下がってくる詩穂に言ってやりながら、詩穂の家族の方を指差す。

　そちらには、少し退屈そうな顔をしている詩穂の妹が居た。

　詩穂はその顔に気付くと、ふっと優しい表情に戻る。

「……それもそうね。まぁ、あなたが頼み込むなら、また別の機会に一緒に行ってあげても良いわよ」

「いや、そんな機会無いと思うけどな」

「ぐぅう」

　せっかく優しいお姉さんに戻ったのに、なんでまたそんな悔しそうな顔になるのか。

「うん、詩穂ちゃんはまた別の機会にね！」

　それに対する莉り子こはニコニコ顔である。

「そういえば、さっきの電話の様子だと蓮れん華げも来るみたいだぞ」

「え？」

　その新情報を伝えてやると、莉子は一転、ポカンとした表情へ。

「ふふふ、そう。鬼灯ほおずき灰かい斗と、妹さんと仲良くね」

「ん？　ああ、言われるまでもない」

　対する詩穂は莉子と入れ代わりで口元に笑みを浮かべていた。

「じゃあ、三人の買い物を邪魔しても悪いし、私はこの辺で行くわ。また」

　大分機嫌が良くなった詩穂は、ひらひらと優雅に手を振って家族の元へと戻っていく。

「なんだ、せっかく灰斗君と仲良くなるチャンスだと思ったのになぁ……」

　蓮華が来るとなって、莉子はほんの少し面白くなさそうに見えた。

「別に蓮華が来たって大して変わらないだろ」

「うーん、でも、やっぱり気を使うというか、なんとなく睨にらまれてるっていうか……」

　莉子は莉子で、何か思う所があるらしい。どうやら、積極的に俺と仲良くなるのを諦あきらめてはいないようだ。あまり、喜ばしいことではないのだが。

「まぁ良いだろ、蓮華が来るまでは適当にぶらぶらするか」

「……うん！　そうだね！」

　莉り子こを促うながすと、すぐに立ち直る。それでこそこいつらしい。

　別に仲良くなりたいなどとは思わない。だが、隣にいる人間が変に落ち込んでいるというのは落ち着かない。

「でもでも、二人で歩いていると、これぞ仲良しな友達って感じがするよね！」

「俺とお前は友達ではないけどな」

「やっぱりそう来たかぁ……」

　莉子はわざとらしくガクっと肩を落とす。それでも、嘘うそは言っていない。

　俺は、この呪のろいをどうにかするまで友達なんて作る気はないんだから。




　それから、ゲームセンターでぬいぐるみを取らされたり（プリクラは拒否した）、本屋でオススメの漫画を選んだり、雑貨屋で姉へのお土産を考えさせられたりした後、

「なんで俺が他人の服を、わざわざ見立てないといけないんだよ」

「まぁまぁ、鉄板じゃないですか」

　連れて来られたのは、レディース物のアパレルショップだった。

　俺の目から見たら色とりどりで華やかな衣服が並び、小物類もオシャレに置かれているという以外に言いようがない世界だ。あと、当然女性比率が高い。

　というか、ショッピングモールってなんでこんなにアパレルショップがあるんだ。この階はほとんどそうじゃないか。この空気が俺の存在を拒むと言っても過言じゃないぞ。

　なんせ俺はジャージだし、莉子はオシャレと言ってもやっぱりジャージだし。

　こんな場所からは一刻も早く離れたいので、莉子に思ったことを伝える。

「絶対退屈な上に、周りからの視線も痛いし、俺はお前の服装に欠片かけらも興味がない。だからさっさとここから脱出したい」

「ぐへぇ……凄すさまじい否定づくしに流石さすがの私も心に来ますぜ」

「嘘吐つくなよお前。こういうストレートなこと言われたときは大抵嬉うれしそうじゃねぇか」

　そんな馬鹿らしいやりとりを店の前でしていたせいか、店に入る前から周りの視線が棘とげを見せ始める。

「ふふふ、こういう所では嫌でも恋人の振りをしてたほうが、視線を浴びなくて済むよ？」

　莉子は得意気な表情で、俺を試すように見ていた。

「……それじゃあ俺はその辺のベンチに座ってるから、終わったら呼べ」

「えー。本当に行っちゃうの？」

　俺が乗って来ないと見るや、つまらなそうに唇を尖とがらせる。

「……はぁ、三十分だけ付き合ってやる。それ以上は付き合わない」

「まぁ、良しとしますか！」

　その条件で了承した莉子は、わざと俺の手を掴つかんで歩き出す。

「なんでだよ、放せよ」

「店内に入るときは恋人の振り！　これ鉄則！」

　そのまま、俺が振り払おうとしても決して手を放す事無く莉り子こは適当な店に入った。




「じゃあ、ちょっと試着してくるね」

　莉子は三十分じっくりと時間を使って試着を繰り返し、最後にボーイッシュな服を一着選び、試着室に向かった。俺はその間「まあ良いんじゃない」とか「そっちの色」とか「普通に可愛かわいい」とか適当な感想を述べる人形になっていた。

　しかし、こういう所で男一人残されたときの空気感は辛つらい。

　普段一人でいた所で、気にされることはないのだが、ここでは周囲から警戒した空気がピリピリと伝わってくるようだ。

「灰かい斗と君！　着替えたよ！　どう？」

　声が聞こえ、莉子の入っているはずの試着室に向かうと、青い爽やかな感じの上着と、活動的な感じがする青色系のホットパンツを身につけた少女が居た。

「…………」

「な、なんか言ってよ」

　俺が黙って見ていると、莉子は不安そうに発言を促うながしてくる。

「あ、ああ、いや、お前も凄すごい美少女だったってことを思い出したよ。凄く可愛い」

「ほぇ!?」

　素直に褒ほめたら、莉子は奇声をあげてのけぞった。何か褒め方を間違っただろうか。

「おい、どういう反応だ？」

「い、いやー、素直に褒めてくれるとは思ってなくて。所しよ詮せん、灰斗君だし」

　何か失礼な事を言われている気もするが、スルーしておくか。

「でもでも、褒められるのは嬉うれしいですなぁ」

　俺が褒めたというショックから立ち直ったらしい莉子。どんと腰に手を当てて仁王立ちの姿勢になる。

　改めて見ても、全体的に爽やかで活動的な雰囲気が、程よく引き締まった莉子の身体からだにフィットしていて、魅力を引き上げているように感じる。しかし、そこに子供らしさを感じさせる訳ではない。女性というのを否いや応おう無なしに意識させられる。

　何な故ぜなら、張り出した胸がその存在を主張していて、妙にエロい。

「ん？　灰斗君、胸にご執しゆう心しんですか？」

　俺の視線を感じ取ったのか、莉子はさっきまでの女性らしさを捨てた子供らしい顔で俺に尋ねてくる。

「今なら特別サービスで、触らせてあげてもいいよ？」

　そのまま、んーっと胸を突き出して目を瞑つぶった。待機状態ってか。

　むにゅ。

「ふぇえああ!?　ほっ本当に触った!?　や、ちょっ!?」

　完全に油断していた莉り子この悲鳴が、あたり一帯に響いた。

「む……やはりこの乳がけしからんですね。この乳が、この乳さえあれば……」

「いっいや！　灰かい斗と君！　冗談だから！　や、やめっ……て、え？　蓮れん華げちゃん!?」

「たとえ冗談であっても、兄さんを誑たぶらかそうなんて、許せないです」

「そんな誑かそうなんて！　ただちょっとからかってみたかっただけで！」

「もちろん本気は許し難いですが、それが冗談であっても同じく許し難いのです」

　目を瞑つぶったまま嫌々と身体からだをくねらせる莉子と、ずれた発言をしつつ莉子の胸を揉もみ続けている蓮華を、俺は冷めた目で見ていた。




　騒ぎを起こしたアパレルショップから離れて、今一度地下にあるフードコートに戻った。

　結局莉子は服を買っていたようだ。金欠の莉子に服を買う金があるのかは疑問だったが、率りつさんがお小遣いをくれたと言っていたので、問題ないのだろう。

「蓮華ちゃんのせいで、恥をかきました」

「自業自得です。この泥棒猫」

「泥棒猫!?」

　電話からおよそ一時間かそこらで蓮華はショッピングモールにたどり着いたらしい。

　フードコートに俺達の姿が無い事を認めた後に天性の勘で俺を見つけ出したが、その俺の前で挑発的に「触っていい」発言をした莉子が居たので、カッとなってやったとか。













　おそらく、反省も後悔もする予定はないんだろうな。

「でも、こうやってしっかり話すのは初めてだよね？　宜よろしくね、蓮れん華げちゃん」

「そうですね、本当は宜しくなどしたくないのですが、兄さんの手前、形だけは宜しくお願いします犬いぬ蓼たで先輩」

「兄妹揃きようだいそろって毒吐くね!?」

　和やかに挨あい拶さつを交わした莉り子こと蓮華であった。

「それと犬蓼先輩。実は一つお願いがあるのですが」

「ん？　なにかな？」

　蓮華は慇いん懃ぎん過ぎるくらいの丁寧な態度で提案をした。

「兄さんの事を馴なれ馴なれしく名前で呼ぶのは止やめていただけますか？　反へ吐どが出ます」

「……い、いやぁ、そこまで言われるようなことしたっけ？」

　ほとんど会話したことも無いだろうに、なぜこんなにも敵意剥むき出だしなんだ蓮華は。

　出来る事なら、蓮華には色んな人と仲良くやって欲しいところなのだが。

「そもそも、少し胸が大きいくらいで兄さんをモノに出来るとは思わない事ですね」

「お、思って無いよ！」

「反応が怪しいですね。そうですか、やっぱりその脂肪には邪念が詰まっているんですか」

「……ねぇ、なんでそんなに攻撃的なの？」

「正直に言ってしまえば、その巨乳とポジションに腹が立つからです」

「正直に言った！　凄すごい正直に言ったよこの子！」

　蓮華の声を受けて、莉子が感情豊かに俺に報告してくる。

「まぁ、仲良くやってくれそうで安心したよ」

「どこが!?　蓮華ちゃん仲良くしたい気持ちゼロだよ!?」

　莉子は相変わらずのオーバーリアクションである。

「蓮華がこんなに自分の心の裡うちを正直に話すなんて滅めつ多たに無いからな」

「その心の裡が悪意にまみれてるのはどうなの……」

「多分、大丈夫だろう。莉子なんだから」

「私の心の強さ、そんなに信用されてたんだ……」

　喜んでいいのか悲しんでいいのか分からないと言いたげな微妙な表情を浮かべる莉子。

　俺は蓮華の方に向き直り、少しだけ嗜たしなめる。

「蓮華も、ちゃんと仲良くしろよ？　これでも一応、俺の協力者なんだから」

「……分かりました。兄さんが言うのでしたら」

　しぶしぶといった様子だが素直に頷うなずいた。これで一安心だな。

「いやぁ、その発言は絶妙に分かってないんじゃないかなぁ？」

　その光景に莉子だけが最後まで疑問符を浮かべているようだった。

「まぁ良いや。ねぇ、この後どうする？」

「帰る」

「それは無しで！」

　なぜ帰るは無しなんだ。動物的な原初的欲求なのに。

　莉り子こはうーんと考え込み、すぐに「あっ」と何かに気付いた声を上げた。

「そろそろ、カラオケって混み合う時間だよね？」

「そう、なのか？」

　時間は午後三時を回るかどうかといった所だ。

「うん。夕方とか夜とかだと満席になるからって、前倒ししていった結果か知らないけど、この辺ってこの時間帯も相当混むって聞いたよ。まぁ、カラオケ行くか！　ってなるのも今くらいの時間だしさ」

　カラオケが混んでいる時間なら、俺の呪のろいのせいもあって満室でない可能性は高い。

　ちらりと蓮れん華げの顔を窺うかがってみると、蓮華も頷うなずいていた。間違ってはいないらしい。

「そんなにカラオケなんて行きたいのか？」

「うん！　私こう見えて歌うのとか好きだからさ」

　そう言われると確かにと頷きたくなるが、そもそも莉子は何を好きだと言ってもそんな気がすると言われるタイプに思える。

　……面倒ではあるが、莉子には協力してもらっているという手前もある。

「じゃあ行くか、カラオケ」

「やった！」

　それから、莉子がクラスの人間にオススメされたというカラオケボックスに向かった。







　カラオケボックスはショッピングモールに比べたら町の中心寄りではあるが、それでも結構外れたところに存在していた。主なターゲットはやはり学生なのか、料金設定も安めで、フードなどにはあまり力を入れていないらしい。

　だが目的地で俺は、回れ右して帰りたい衝動に激しく襲われることになった。

「あれ？　犬いぬ蓼たでさん！」

　店の前まで来た所で、俺のクラスの男女数人と出くわしたのだった。

「あ、あれ？　みんなどうしたの？」

　莉子はにこやかな笑みを浮かべつつ、女子の一人に質問を投げかけていた。

「私達は仲良しグループで遊んでる感じだよー」

　男女の顔と人数を把握する。男三人、女三人の大所帯だ。そしてだいたい、見知った顔であることから、クラスの中心に位置するグループであることは間違いない。

「そういう犬蓼さんこそどうしたんだ？　デート……って感じでは無さそうだけど」

　男の中で特にクラスの中心人物、笹ささ岡おかが俺と蓮華をちらりと見て言った。

　すごいな笹岡。第一印象で失敗したと思ったら、しっかりとリカバリーをして莉子と友人関係を築いていたのか。

「うん。今日はちょっと部活動でゴミ拾いとかしててね。その後にせっかくだからって遊んでるんだー」

　莉り子こはこの場面では冗談を言わずにまともな返答をしていた。

「えー？　そう言いながら本当は、って奴やつなんじゃないのー？」

「もう！　違うって！　だったらジャージとか、妹連れとかありえないから！」

　クラスの女子の一人はにやにやと笑みを浮かべながら莉子に再び問い直していた。

　こういう人間関係はやはり大変だろうなと他ひ人と事ごとのように考えていると、笹ささ岡おかが俺ににじり寄り、小声でぼそりと尋ねてくる。

「でさ、結局の所はどうなんだ？　犬いぬ蓼たでさんとどんな仲なんだ？」

　それは男子高校生として当たり前の興味なのかもしれない。だが、何かを期待するような笹岡の顔に少しだけうんざりした気分になる。

「何もない。少なくとも、お前が期待するようなことは何もな」

「でも、その月げつ光こう団だんって二人きりなんだろ？　あんな可愛かわいい子とずっと二人でいたら、そりゃあお前」

　笹岡はなおも追及をやめない。相手を誰だと思ってるんだ。莉子だぞ。

「すくなくとも俺は、あんな変態はごめんだ」

「は？　犬蓼さんが変態って？　何それ詳しく！」

　笹岡の声のトーンが僅わずかに上がる。失言だった。莉子は現段階ではしっかりと猫を被かぶることに成功していたらしい。

「いや、気のせいだから忘れてくれ」

「えー？　なんだよそれ。教えてくれよー、俺達の仲だろ？」

　爽やかなイメージの笹岡には悪いが、苛いら立だちが相当つのった。

　顔が良くて、背も高く、運動神経も良くて、性格も良い。俺みたいな、クラスで孤立している人間にも分け隔てなく接し、相手が不快に感じないギリギリのラインを探しながら話す。なるほど、確かにクラスの中心に相応ふさわしいだろう。

　この態度だって、上う手まくクラスに溶け込めない人間を馴な染じませようという気持ちがあってやっているのだろうし、感心しないでもない。

　だが、俺はそんなことを頼んだ覚えは無い。

　笹岡のこれは、自分がクラスの中心だということを自覚し、自分の何かの欲を満たそうとしている行為。ただの、自己満足にしか感じられない。

「俺は、お前と何かの仲を築いた覚えなんてない。良いから、俺の事はもうほっとけ」

　きっぱりと言い放つと、笹岡は目を丸くして俺を見た。

　それから、わざとらしくやれやれという表情を見せた後に、莉子を弄いじっている女子達の方に足を向けた。

　このくらいの事は、良くある事だ。

　だから、次の言葉を投げかけられた時に、上手く反応することができなかった。

「──やっぱり、鬼灯ほおずき君ってかっこいいよね」

「は？」

　身体からだを動かして声の主を捜してみれば、それはグループの中でも目立たずにニコニコしていた男子生徒だった。

「鬼灯君は覚えてないかもしれないから、念のため。クラスメイトの氷ひ[image: ]さかき玲れい司じだよ、宜よろしくね」

「……ああ」

　柔らかな声で、氷[image: ]はあいさつをした。

　笹ささ岡おかとは毛色が違う。グループにあって基本はにこやかな笑みを浮かべているだけ。特に目立ちもしなければ、積極的に流れを作ったりもしない。しかし、その場から居なくなった途端に、場の雰囲気がぎくしゃくしてしまう。そんなタイプの人間に見えた。

　存在感はないが、存在はある。そんな感じだ。

「改めて言うけど、鬼灯君のそのスマートな他人との接し方、クールだよね」

　ニコニコした顔で氷[image: ]はまたそんな事を言う。改めて言われた所で、俺はそれになんと返せばいいのか。

「鬼灯君って、望んで孤立しているでしょ？」

「そう思うならほっといてほしいんだが」

「そう、その態度」













　攻撃的な視線を送ってみても、氷ひ[image: ]さかきはにこにこした笑顔を変化させなかった。

「だって普通、笹ささ岡おか君みたいな人に話しかけられたら、望んで孤立している人間じゃない限り、あんな態度は取らないよ」

　あんな態度ね。こいつが言っている態度ってのは、態度が悪いって意味か？

「普通、クラスの人気者に話しかけられたらさ、媚こびを売って下に付くか、条件反射みたいに過敏に反発するかでしょ。だけど鬼灯ほおずき君は明確な意志を持って拒絶した。伸ばされた手を見て、それを己の意志で払いのけた。笹岡君が気に入る気に入らないって以前に『その手を取ることを自分に許さない』みたいな決意を感じたんだ。それはクラスのどんな人に対してもそう。まるで壊れ物に触るのを嫌がるように、徹底した拒絶を貫つらぬいている」

　氷[image: ]は笑顔しか持ってないような顔に、少し困り顔のエッセンスを加えて言う。

「それは『自分は孤立する』という義務を、己に課しているようにも見える。教えて欲しいな。君はなんで友達なんて要らないって言っているのかな？」

「単純に人付き合いが苦手なだけだよ。いちいち詮せん索さくするな」

　俺はそこでもしっかりとした拒絶を返した。氷[image: ]は、その笑顔を少しだけしまって、寂しそうな顔になる。

「まぁ良いや。でも、良かったら僕とも仲良くして欲しいな。犬いぬ蓼たでさんみたいに」

「考えとく」

「うん、ありがとう」

　氷[image: ]は、会話が終わるとごく当たり前のように男女のグループの輪に戻っていった。そして、良く出来た歯車のように、グループの中に溶け込み、何事もなかったかのように会話に混じった。

「氷[image: ]先輩ですか。嫌いです。まるで私の兄さんを知ったような口で語るなんて」

「別に蓮れん華げが気にすることじゃない」

　笹岡に続いて、氷[image: ]との会話でも神経が逆立ったのは認める。

　だが、それでどうにかなるような人生を歩んで来たわけではない。

　少なくとも、人と関かかわらないでも生きていけるようにと考えている人間には、どうってことは無い程度の心の揺れだ。

「兄さんがそれで良いなら、良いのですが」

「あぁ、ありがとう」

　俺は蓮華に礼を述べた後に、話から解放して貰もらえていない莉り子こを見た。

　莉子はすごいな。あんなに大勢の人間と会話して、それで笑っていられるんだから。

　俺には、とてもできない。

「莉子」

　輪の中の莉子を呼ぶ。呼ばれた莉子は周りの女子のはやし立てるような冷やかしに対してもいちいち返事をしながら、俺の前まで来た。

「ごめんね、話し込んじゃって」

「いや、良い。それとやっぱり今日は帰る」

「え？」

　莉り子この落胆した顔を見ると、悪い事をしたという自覚は芽生える。だが、今日はもう気分ではなくなってしまった。

「悪いな。この埋め合わせはきっとする」

「そ、そっか。分かった。じゃあ、私も──」

「いや、莉子はあのグループに混じってくればいいだろ」

　俺に合わせて莉子が帰ろうとするが、それを止める。帰るのは、この場に馴な染じめない俺の都合で、この場でも輝ける莉子を道連れにするのは違う気がした。

「でも」

「良いから。カラオケ好きなんだろ？」

「それは、そう、だけど」

　更に莉子が何かを言おうとしたところで、後ろの女子が莉子を呼んだ。

「なにー？　なんなら犬いぬ蓼たでさんも入るー？」

　こちらの会話が断だん片ぺん的てきに聞こえていたのだろう。

「う、うん！」

　莉子は条件反射のようにそちらの声に答え、それから、しまった、といった顔で俺を窺うかがった。

「それじゃあ、またな」

「……うん。じゃあ、またね」

　その言葉を合図に、俺は莉子に背を向ける。彼女もまた、俺に背を向けたはずだ。

「兄さん……」

　振り返った瞬間、ずっと俺を見つめていたらしい蓮れん華げと目が合う。

　ひどく心配そうな瞳だと思った。

「気にするなって。帰ろう」

「……はい」

　そのまま帰路につくために歩き出した。後ろからは、笑い声がする。

　俺は、あんな風に笑ったりできない。俺にはその資格がない。

　居るだけで周りを不幸にするような、得体の知れない何かには、そんな権利はない。

　いつだって何をしたって、この世界は俺の思い通りにならないようにプログラムされているみたいで、確率だけでは計れない、この世の不幸を背負っているみたいで。

　心の底から、笑おうなんて思えなくて。

　だけど、俺にこんな呪のろいさえなかったら。誰かと寄り添うことが出来たのなら。

　あんな風に笑えていたのだろうか。






　　　５　可能性と確率の道筋









　月げつ光こう団だん（最近はどうでもよくなってる）の発足から、既に三週間程が経過していた。

「ありがとうございました！」

　先程まで『哀かなしみ』の暴走という悩みを抱えていた少女は、足首にあった赤黒い痣あざを綺き麗れいさっぱり忘れた様子で、部屋を出て行った。

「ふぅ、これで、五人目か……」

「そうだね……やってみたら、ビックリだよね」

　月光団の活動自体がそれほど活発ではないにもかかわらず、呪のろわれた生徒は五人目だ。

　男女共に悩める子羊達はちらほらと来るが、現段階では呪じゆ症しようがある生徒は決まって女だ。幸運なことに、そのほとんどは足に出来ていて、俺が見ても問題の無い部分にあった。

「そして、詩し穂ほを呪った犯人も未いまだに見つからずか」

　詩穂を実際に呪った犯人どころか、容疑者候補も未だに見つかっては居なかった。

「そのサイコロ、使えなかったんだもんね」

　最初はまだるっこしい真ま似ねをせずに、詩穂に心当たりのある人物をリストアップしてもらい、怪しい人間に番号を振って犯人を特定しようと考えた。だが、リストアップされた人間の数の多さに断念せざるを得なかった。

　他の方法を色々考えてもみた。

　学年、クラス、出席番号を複数のサイコロで特定するのも、自身の能力を軽く越えるだろうことは間違いない。

　何より、確率が高いからといって、犯人が絶対に学校の生徒であるとは限らない。

　否ひ運うんによって犯人を特定するのは、非現実的だと考えられた。

　今は、問題を解決した生徒に怪しい人間を挙げてもらい、共通点を探している所だ。

　沈んでいく思考を中止し、今日の依頼主について考えてみる。

「今日の子は『哀しみ』、一昨日は『怒り』、その前は『嬉うれしさ』『楽しさ』『悪意』だ。彼女達はそれぞれ、『感情の枷かせ』を奪われたという共通点がある。恐らく、そういった能力を持った同一の呪じゆ具ぐによる犯行だろう」

　症状はそれぞれ命に関かかわるような物ではない。少しだけ周りとぎくしゃくする程度の影響だ。だが、だからと言って看過するわけにもいかない。

「しかし、被害者の共通点も見つからない。彼女達本人同士に繋つながりがあるわけでもないし、交友関係も基本的にはバラバラだ」

　年齢もバラバラ、部活も委員会もバラバラ、更に言えば恋人の有無なんかもバラバラだった。つい先日、恋人ができたというパターンの生徒も居る。あえて共通点をあげるとするならば、容姿のいい、人気のある女子が多いという点か。

　一応、心当たりを尋ねているが、返ってくる答えは芳かんばしいものではなかった。

　結論として、今の段階で犯人への道筋はまったく見えていないというわけだ。

「ひとまず、今日の女生徒が交友関係のリストを持って来てくれるのを待つか。もしかしたら、何か手がかりが掴つかめるかもしれないしな」

　特に今できる事が無い以上は、続報に期待するしかない。

　本日の活動が終了したと見るや、莉り子こは帰り支度を始めながら世間話を切り出す。

「そういえば、今度クラスの皆でバーベキューやるんだけどさ──」

「行かない」

「早いよ！　最後まで言わせてよ！」

　莉子は「もう」と唇を尖とがらせた。

「最後まで聞く必要もない。俺はそういう行事に参加する気は無い」

「クラスの皆も、本当は灰かい斗と君と仲良くしたいって思ってるんだよ？」

「クラスの皆って誰だ？」

「え？　えっと、企画を主催した笹ささ岡おか君とか、女子に沢山声をかけている桑くわ田たさんとか」

　その辺りの名前なら、会話をしなくても頭に入っている。

　カラオケの際に出くわした所謂いわゆるクラスの中心人物って奴やつだ。

「そいつら的には、クラスが一致団結している風に見えるのが嬉うれしいんだろ。だから、俺みたいな異端が居るのが気に入らない。俺をなんとかクラスの輪に混ぜたいと考えているだけだろ」

「そんな捻ひねくれた考え方しなくても、単純に仲良くしたいだけだと思うよ」

　莉子はあくまでも純粋に、周りの人間を気遣ってそんな言葉を吐ける人間だ。

　俺は、そこまで無邪気に人の心に入り込んだりできない。

　自分が関かかわる事で、周りの人間にどんな被害が出るのか分からない恐怖が、常に心に根を張って俺の行動を縛り付けている。

「どっちにしろ、俺は行くつもりはない。話が終わったなら帰るぞ」

「あ、待ってよ」

　最近は日が延びた。それでも、莉子を送っていくことが半ば習慣のようになっていた。







「いやー、ありがとね」

　大きな鐘のついたドアの前で莉子は感謝を述べる。

「別に、礼を言われるようなことじゃない」

「またまた、本当はこのか弱い莉子ちゃんにお礼を言われて内心テレテレなんじゃないですか？　素直になっちゃえよ？」

　何言ってんだこいつ。

「……あ、ごめん聞いてなかった。カワハギが何？」

「新しい返し方きましたわぁ」

　俺が無表情のままとぼけてみると、だがそれがいい、とか言って莉り子こは自分の身体からだを抱きしめた。なんかあれだ、ナマコとかの軟体生物に似た気持ち悪さがある体位だ。

　そのまま、エアポールダンスの要領でクネクネと動く莉子を、とても残念な気持ちで見ていると、扉が開くときの金属音がカランカランと俺の耳に飛び込んで来た。

「む、君か」

　続いて声がかかる。どこか機嫌が悪そうな顔をした率りつさんが、扉からひょっこりと顔を出していた。

「いらっしゃいませ。なのかな？　少年」

「今は莉子を送って来ただけです。すぐに帰りますよ」

　ありのままを告げると、急に残念そうな表情になる。相変わらず人に飢えているご様子だ。この人、ネトゲとかやったら凄すごいハマりそう。

「率さんはどうしたんですか？　いきなり外に出て来て」

「なに、なんか店の外で若いカップルがイチャイチャしているような声が聞こえたから、空気をぶち壊しに出て来ただけだよ」

「そこはかとなく最低ですね」

　涼しい顔にむしろ微笑すら浮かべて宣言する率さん。この人が基本的に暇なのは分かっていたが、まさかそんな事を日常的に行っているとは。

「ところで、私がイチャイチャしたカップルに空耳した片割れよ。もう片方はさっきから何をやっているんだい？　新種のヨガ？」

「さぁ？　新しいチャネリング法とかその辺じゃないですかね」

「二人して酷ひどいよ！」

　冷めた目が二倍に増えると、流石さすがに耐えられなくなった莉子が口を出した。

　俺はどこ吹く風でそっぽを向く。率さんはわざとらしく話題を変えた。

「ふむ、どうでも良いが莉子。私は最近、女子高生という存在が憎くなってきたよ」

「どうして今それを言ったの？　というか、それつまり私が嫌いってこと？」

　それはきっと若さへの嫉しつ妬とだよ、と思ったが勿もち論ろん口には出さない。

「それじゃ、俺はこの辺で」

　姉妹喧げん嘩かが始まったら早々に居場所を失う事は明白だった。さっさと退散するに限る。

「まぁ待て少年よ」

　だが予想外に率さんに引き止められた。後ろで莉子がなんか喚わめいているがスルー。

「なんですか？　姉妹喧嘩の仲裁なんてごめんですよ？」

「犯人の調査の方は、順調なのかな？」

　率さんにはある程度の事情は話している。

　人に呪のろいを振りまくような輩やからを、野の放ばなしにはしたくないと言ったら「それも良いと思うよ」と、静かに笑っていたのが印象に残っていた。

「進展はまるで無し、ですね。被害者の交友関係がバラバラで何も掴つかめません」

「ふむ、被害者のね」

　率りつさんは少し考え込むように目を瞑つぶった後に、にやりと笑った。

「それは呪のろいの被害者の話だろう？　恋の被害者については、どうなのかな？」

「……恋の被害者？」

　率さんの少しだけ少女趣味な単語選びに引っかかりを覚えつつ、尋ね返す。

「曰いわく、呪いの被害者は美人ぞろいなんだろう？　だったら、その彼女達への恋に破れた被害者達には、何か共通点があったりしないのかな？」

「……それについては、調べてなかったですね」

　まったくの見落としだった。呪いをかけられたほうにばかり注目して、呪いをかけたかもしれないという容疑者の共通点を見逃していた。

「ま、そこで何かが見つかると良いね。もしかしたら、そろそろ危ないかもしれないし」

「危ない？」

　俺がある単語に着目すると、率さんはしまったという表情になる。だが、すぐに頭を振って立て直し、俺に説明してくれた。

「別に隠していたわけじゃないんだけどね。呪じゆ具ぐを使えば、人は簡単に人を呪うことができる。ただし、副作用が何も無いってわけじゃない。呪具には誰かの強い感情が宿っている。それに同調することで、呪具は人を呪う。しかし、同調するというのは、同時に呪具から影響を受けるという意味でもある」

　呪具から影響を受ける。死ぬ間際の人間が放つ強烈な感情の影響を受ける？

「呪具の種類にもよるが、普通の人間が呪具を連続で使用なんてしたら、どんどん呪具に宿った感情に引き込まれて、最悪、自我が崩壊する可能性すらある」

　咄とつ嗟さに自分のポケットの中のサイコロ、《愚ぐ者しやのダイス》が脳裏によぎった。

「心配しないでくれ。神しん呪じゆにその副作用はない。同調するべき感情もないからね」

「でも、このサイコロは違うはずですよね？　これには、宿った感情がある」

「それはあくまでも『型かた』だよ。神呪を、人間の感情の形に合わせる為ためのね。もしそんな心配があるのなら、何も説明しないわけがないだろう」

　率さんの穏やかな顔に見つめられ、俺は内心、胸を撫なで下ろす。

「まぁ、犯人もまだ自我の崩壊はないだろうが、理性のタガくらいならいつ外れてもおかしくはない。くれぐれも注意してくれ」

　そこまで言って満足したのか、率さんは俺から視線を外して店に戻って行く。

「ちょっとお姉ちゃん！　私はこんなにもお姉ちゃんの事が好きなのに！」

「ああ、はいはい。私も好きだよ莉り子こ」

「心が籠こもってない！」

　姉妹は言い合いながら、ドアをくぐる。向こうでは、鐘の音に合わせ第二ラウンドが開かれようとしていることだろう。




　次の日の朝。俺がいつものように蓮れん華げと登校し、いつものようにすべりこみで教室に着き、いつものように莉り子こに手振りだけで挨あい拶さつした後、いつもと違うことが起きた。

「おはよう、鬼灯ほおずき。ちょっと良いか？」

　まだ眠い目を擦こすりつつ声の主を見る。クラスの中心であるところの笹ささ岡おかではないか。

「なんだ？」

「そのさ、今度の土日とかに、クラスの親しん睦ぼくを深めるバーベキューってのを──」

「悪いんだけど、俺は行かない」

　笹岡の話を最後まで聞かずに断った。どうやら昨日の莉子の話と同じらしい。

　莉子に誘われても行く気にはならなかったのだから、莉子より接点のない笹岡に誘われて応じる気もない。

「でも、鬼灯っていつも一人だろ？　俺も含めてクラスの皆も仲良くしたいんだよ」

　笹岡は俺にばっさりと断られても、苦笑いを浮かべながら食い下がる。

　このままうだうだと説得されるのも面倒だ。隣の莉子がキラキラした目でこちらを見ているのも気に食わない。

「その日は、予定が入っているんだ」

「予定？　誰と？」

「すまないけど、あんまり言いたくない」

　勿もち論ろん嘘うそだ。予定なんてあるわけが無い。だが、昨日の莉子の経験からして、こうでも言わないと引き下がらない奴やつはとことん引き下がらない。きっぱり断るに限る。

「そうか、でも、もし時間が空くようなら──」

「分かった。考えとくよ」

　食い下がられても面倒だと、言葉の途中で切って捨てた。

「……鬼灯、少しは周りってやつを気にしたらどうだ？」

「無理してまで、人気者になる必要は無いと思うけどな」

「無理なんて、何もしてないって」

　適当に揺さぶりをかけてみたが、笹岡は綻ほころびなど感じさせない完かん璧ぺきな笑顔で答えた。

「別に、無理してまで俺を誘う必要は無いって意味だよ」

「いや、鬼灯とは本当に仲良くなりたいんだけどな」

「そうか。そいつはどうも」

　俺が手のひらをひらひらと振ると、笹岡は再び苦笑いを浮かべていた。

　そのタイミングで朝のチャイムが鳴った。笹岡も説得を諦あきらめたように自分の席に戻る。

　頭の中に、先程の笹岡の言葉が蘇よみがえった。

　どうして俺が、周りを気にしてないなんて言えるのだろうか。

　いつだって、人の為ために、人と距離を開ける行動しか取れなくなった、この俺が。




「最近、兄さんと話す時間が短く感じます」

「俺が忙しいから仕方ないな」

　昼休み。木陰にあるベンチに座って俺と蓮れん華げは昼食を共にしていた。

　蓮華の強い要望により、週に何度かこうして二人でご飯を食べる事にしている。

　別に何曜日に蓮華と食べるとかは決まっていない。あんまり固定して融ゆう通ずうが利かないのは俺にとって好ましくない。

「はい兄さん。あーん」

　蓮華はベンチに弁当箱を広げた後、その中に入っていたミートボールを一つ摘つまんで俺に差し出していた。俺は口を結んだまま、目の前のミートボールをじっと見つめている。

「あーん」

「…………」

「どうしたんですか？」

「いや自分で食え」

　妹分と一緒に昼食を食べるのはやぶさかではないが、こんな恋人みたいな真ま似ねをするのは遠慮したい。

「どうしてですか？　ほらこのミートボール、凄すごく美お味いしそうですよ？」

「じゃあなおさら、自分で食べたら良いんじゃないのか？」

「くっ」

　蓮華は一人で唸うなっていたが、俺は気にする事もなく自分の食事に取りかかった。とりあえず最初に、入っていたミートボールを口に含む。少し甘めのしょっぱさが美味しい。

　俺が一人で黙々と食べ始めたのを見て、蓮華も諦あきらめたように自身の弁当を処理し始めた。

「あっ、兄さん。ほっぺたにご飯粒が──」

「付いてない。ご飯粒が付いてるのは俺の頬ほおじゃなく、お前の人差し指だ」

　今気付いたみたいな態度で言い出した蓮華をしっかり牽けん制せいする。

　何な故ぜそんな自作自演のイベントを起こそうと思うのか。

「兄さん、その卵焼きとこちらのミートボール、交換しませんか？」

「いや、こっちにもミートボール普通に入ってるから。要らないから」

　蓮華がおかずの交換を申し出てくるが、そもそも家が一緒なんだからおかずも一緒に決まっている。交換する意味が全く無い。

「兄さんは、和食と洋食だったらどっちが好きですか？　今度作ってあげましょうか？」

「美味しければどっちでも良いよ。蓮華が好きな方を作りなさい」

　そもそも、和食洋食の嗜し好こうなんて知っていると思うが。

　横目で確認すると、蓮華は元気無くチビチビとおかずを摘んでいた。

「……蓮華」

「はい！　何でしょうか？」

　ちょっとしょんぼりしていた顔を見るに見かねて、俺は蓮華に話しかける。

「最近、蓮華は少しおかしいぞ」

「何がですか？」

「ちょっと前まで、そんな恋人みたいなこと口に出しても、やろうとはしなかっただろ」

　最近の蓮れん華げの行動は少し行き過ぎている。これまでは、仲の良い兄妹きようだい程度の関係だったはずなのに、ここ暫しばらくは友達以上恋人未満の幼なじみみたいな行動を平然と取る。

　それは、今までの関係性を否定されるようで少し寂しかった。たとえ、本来の俺達の関係がむしろそちらに近いのだとしても。

「……最近変わったのは兄さんの方です」

　蓮華が返したのは、反対に俺に責任を求める声だった。

「兄さんは私を露骨に避けるようになりました」

　俺が蓮華を避けている？　最近と言うからにはここ数週間の出来事ということで良いのだろう。となると、俺がボランティアをやり始めたあたりから扱いが変わったと？

「いやいや、そんなことはないだろ」

「いいえ、そんなことあります」

　笑って誤ご摩ま化かしてみるのだが、蓮華は頑がんとして認めない。

「……兄さんの態度はそつが無くなりました。必要な時に必要な分だけ人に近づく。言い換えれば相手に合わせて行動を変えられるようになりました」

　それだけ聞いていると良い事に聞こえる。当たり障さわりの無い対応にも慣れ、人間として成長しているように思える。

「……何がいけないんだ？」

「でも、私に対しても上う手まく接しようとして、見えない壁を作るようになりました」

　いつの間にか、弁当に向かう箸はしは止まっていた。

　笑って誤摩化せる雰囲気を越えて、蓮華はこちらに強い感情を向けていた。

　その色は決して、楽しい昼ご飯といったものではない。大きな不安を抱えて震える子供のような目。

「私には兄さんが昔に戻って来ているように見えます。心を閉ざしていたあの頃に」

「……蓮華」

　俺は蓮華の言葉を止めるように呟つぶやくが、蓮華の口は止まらない。

「でも、そしたら。そしたら私は、兄さんと家族じゃなくなったら私は──」

「蓮華！」

　知らずに口からは大きな声が漏れた。だが、その言葉にも蓮華を止める力はない。

　蓮華はついに、俺達の関係を壊すような一言にたどり着いた。

「──蓮華は灰かい君の何になっちゃうの？」

　そこまで口にして、蓮華はハッとしたように口を塞ふさいだ。

　なんて言って良いのか分からなくなる。そりゃそうだ。たった数週間人と接して少しくらい関かかわり方が変わっても、急に対人スキルが上がるわけもない。

「……馬鹿蓮れん」

　俺の口からこぼれた言葉も、彼女を馬鹿とは言えないものだ。ほんの少しだけ、昔を思い出してしまったのだから。

「……はぁ」

　俺は溜たまった混乱を整理するように息を吐つき、俯うつむく蓮れん華げに向き合う。

「もし態度が変わってたなら、俺が悪かった。でもな蓮華。これから先何があっても蓮華は家族だ。心配しなくても、ずっと変わらない」

「……兄さん」

　蓮華の声はまだ震えているが、呼び方はちゃんと元に戻っていた。

　言って欲しい言葉を推測し、しっかりと声に出す。

「だから蓮華は不安になる必要なんてない。未み来らい永えい劫ごういつまでも蓮華は俺の妹分だ」

「…………」

「どうした？」

　何な故ぜだろう。俺の返答の何かが気に入らなかったのか、蓮華は半笑いとでも形容すべき微妙な表情である。

「いえ。兄さんの気持ちは本当に何の偽りも無く嬉うれしいです。ですが、なぜでしょう。心の中では確かに、兄さんに対する恨みが積もるのを感じます」

「……妹『分』ってつけたからか？」

「……もうそれで良いです」

　蓮華は諦あきらめたような顔で再び箸はしを弁当箱に向ける。そして、その中の卵焼きを摘つまむと、先程のミートボールのように俺の前に突き出す。

「はい、あーん」

「……蓮華は人の話を聞いてなかったのか？」

「良いから食べてください」

「お、おう」

　蓮華は今まで見た中でもっとも威い圧あつ的てきな目で俺を見つめていた。びっくりして頷うなずいてしまう。別にビビったわけではない。断じて違う。

　口を開くと、そのまま口の中に卵焼きを突っ込まれる。モグモグと口を動かす。家うちの方針で卵焼きは基本的に醤しよう油ゆとか出だ汁し味である。しょっぱくて美お味いしい。

「どうです？　美味しいですか？」

「美味しいよ」

「ふふん。そうですか。当然ですね」

　特に詰まる理由も無いのでスラスラと感想を述べると、蓮華は勝ち誇ったような笑顔である。だが、こんな感想はいつもの事なのにどうして急に……。

「もしかして、これ作ったのは蓮華なのか？」

　咄とつ嗟さに思いついた事を聞いてみると、蓮華は殊こと更さらに意外そうな顔をしていた。

「今頃気付いたんですか？　高校に入ってから、常に兄さんは私の作ったお弁当を食べていたんですよ？」

「え？」

　初耳だった。朝は限界まで寝ているから、てっきり義か母あさんが作っているものとばかり思っていた。

「つまり、兄さんは気付かない内に私に胃袋を握られていたということです。そう、これから先の人生でどんな女性に手作り弁当を作ってもらっても、比較対象として私の味を思い出すというわけなのです」

「いや、そんな呪のろいをかけたみたいな事言われても」

　まるで遠大な野望を語るような口ぶりで、蓮れん華げはとても小さい事を言っていた。

「何より、私は兄さんの趣味嗜し好こうは全すべてと言って良い程理解しています」

　まぁ、味付けの好みを知っているという意味では頷うなずけるが。

「つまり、兄さんは私と一生を共にする事で美お味いしい食生活が約束され──」

「そうか」

　俺はこの辺りで、蓮華の話を聞き流して弁当を食べるモードにシフトした。

　この弁当を蓮華が作っていたとは驚いた。将来良いお嫁さんになるな。

　野菜の煮付けも、炒いため物ものも良い仕上がりだ。義母さんの作った料理と比べても遜そん色しよくない出来映えだろう。

　思えば小学生の頃から熱心に台所の手伝いをしていたのは、こういう時の為ためか。

「兄さん。聞いているのですか？　さっきなんて言ったか分かりますか？」

　俺が聞き流しているのに気付いたらしい蓮華が、以前と同じように咎とがめてくる。

　確かに俺は弁当に気を取られていたが、それにしたって学習しない子だ。

　蓮華の方を向く事も無く、いつものように頭に残留している言葉を繰り返す。

「はいはい、つまり、俺は蓮華を女性として愛していて、嫁として一生を共に……って何言ってんだ俺は！」

「やった！　言げん質ち取った！　録音した！」

　俺が自分の口から出る言葉に驚いたと同時に、やけに嬉うれしそうな蓮華の声が返って来た。

　その手に持っているのは、録音機能まで無駄に付いているスマホか。

「蓮華、それを渡せ」

「断ります。兄さんの頼みであろうとも、これだけは永遠に消去などさせません」

　やけに良い笑顔の蓮華に苦々しい思いをする。一本取られたと言った所だ。

「可愛かわいい妹分と言えども、そんな危険物だけは処理させてもらうぞ」

　俺は弁当をゆっくりとベンチに置き、立ち上がる。

　しかし、蓮華は逃げる様子も見せずに、ただただ俺を見上げていた。

「兄さん。私は一つだけ兄さんに教えてあげられることがあります」

　俺が蓮華に教えた事は数あれど、俺が蓮華から教わることなどあるというのか。

「兄さんはさっき、私の事をずっと家族だと言ってくれました。私も、それについては凄すごく嬉うれしく思います」

　蓮れん華げはそこで一拍置くと、にんまりと笑う。

「ですが、家族の形は兄妹だけでは無いのです」

「……何が言いたい？」

「それは、兄さんの人助けが終わったら改めて」

　そこまで言うと、満足したようにいつもの澄まし顔でお弁当に向かった蓮華。

　余裕の態度だが、俺が立ち上がった理由を忘れているのではないだろうか？

「それともう一つ。先程の音声データはすでに家のパソコンに送ったので、目の前で消してみせても構いませんよ？」

「……もういい」

　俺はどかっとベンチに腰を下ろし、食事を再開した。

　蓮華にこうまでしてやられたのは初めてな気がする。それもまた、彼女の言う通り俺が変わったという事なのかもしれない。




「そう言えば兄さん、実は兄さんに報告したいことがあります」

「？　なんだ？」

　食後のお茶を水筒から用意していた蓮華が、少しだけ姿勢を正して言った。

「兄さんにはどうでも良い事かもしれませんが、以前兄さんとあの泥棒猫の関係について流れた噂うわさの出所を小耳に挟はさんだので」

「泥棒猫って……」

　まだ、蓮華は莉り子この事を敵視しているらしい。

「どうやら、兄さんのクラスの笹ささ岡おかとかいう生徒のグループが中心だったようです」

　なるほど。俺の予想は大正解だったようだ。しかし、笹岡か。あいつの交友関係は広そうだし、一日で噂を学校中に流すくらいの事はできそうだ。

「ですが安心して下さい。兄さんに仇あだなす人間を野の放ばなしになどしませんから」

「いや、お前は絶対に何もするな。いいか、何もしなくて良いからな」

　ふふんと鼻息を荒くする蓮華にしっかりと釘くぎを刺す。

　どっちにしろ、あの噂の真偽などとうに知れ渡ってはいる。わざわざこれから何かをする必要もない。

「別に俺は、他人から何を言われても気にしない。だから、何もしなくていい」

　安心させる意味も込めて、俺は蓮華に念を押しながら笑いかけた。

「……兄さんは、嘘うそ吐つきですね」

　蓮華は俺のそんな表情を見て、少しだけ不満そうな、寂しそうな顔をした。







「あら鬼灯ほおずき灰かい斗とじゃない。奇遇ね」

　放課後、朽くち名な詩し穂ほとエンカウントした。

「いや、奇遇も何も、ここは月げつ光こう団だんの真ん前だから」

　こいつはいったい何がしたいのだろうか。詩穂の事件を解決し、ゴミ拾いの日に遭遇して以来、詩穂はちょくちょくと団室に現れていた。

「ここで会ったのも何かの縁だし、あなたが望むなら協力してあげないこともないわよ」

「いや、別にお前の協力なんかいらないって、いつも言ってるだろ」

　俺は詩穂を適当にあしらいながら教室の鍵かぎを開けた。隣で「くぅ」という声がするのもいつもの事だ。

　部屋に入ると、まだ夏までは時間がある筈はずなのにむわっとした熱気を顔に受けた。

「相変わらず暑いわね」

　詩穂の声である。ああやってあしらった所で、勝手に入ってくるのだった。

「莉り子こはどうしたの？」

　詩穂は、いつの間にか莉子を呼び捨てにするようになっていた。何があったのかは聞いていないので知らない。

「なんでも、バーベキューの打ち合わせがどうとかで遅くなるってよ」

「！　そ、そうなんだ、へー」

　莉子が遅くなる旨を伝えると、詩穂は途端にそわそわし出した。

「別にお前と二人きりだからって襲ったりしないから安心しろって」

「な!?　そ、そんなこと考えてないわよ馬鹿！」

　詩穂の不安を解消してやろうと親切で言ったのに馬鹿とはなんだ。そして、その焦った態度がそんなこと考えていたって証明じゃないか。

「まったく、この部屋ってなんでクーラーが付いてないのかしら。暑くて汗が出るわ」

「もとは倉庫だったんだから仕方ないだろ」

　言いながら窓を開ける。生なま温ぬるい風が暖まった部屋の空気をさらっていく。

　心地よい風を感じながら、いつも座っている定位置に座る。

　そのすぐ隣に、どういう訳か椅い子すを移動して来た詩穂が座った。ある種の緊張が走る。

「……おい、なぜそこに座る」

「こ、こっちの方が、風が通って気持ち良いのよ」

「いや、変わらんだろ。むしろ暑苦しい」

「女の子に向かって暑苦しいとは何よ、相変わらずデリカシー皆無ね」

　詩穂はそのまま機嫌を損ねたようにそっぽを向いた。

　いや、だからってなんだこの状況は。男女二人がすぐ隣合わせでお互いの目も見ずに座っている。こんな所誰かに見られたらどんな勘違いをされるか。

「すいませーん」

　考えてしまった瞬間に、誰かが元気よくドアを開けてくれた。

　ドアの向こうに居たのは、昨日俺が助けた女生徒だった。学年は同じ二年。

「うぇっ!?　え、えっと、鬼灯ほおずき君。頼まれてたもの、作って、みたけど……？」

「あ、ああ、ありがとう」

　俺は急いで立ち上がり、部屋の様子に戸惑う彼女からルーズリーフを受け取る。

　中身は『恨まれる心当たりのある人間』のリストだ。彼女が呪のろいを受けたのは一週間前くらいらしいから、本当につい最近だ。

「で、でも、それで犯人というか、何かが分かるの？」

「さぁな、でも無いよりはましだ」

「ふ、ふーん？」

　この場のふわふわした雰囲気に、当たり障さわりのない会話が上滑りしていく。

　女生徒の気持ちを考えると「今はもっと気になることがある」といった所だろう。

「そ、それじゃ、この後部活だからもう行くね。本当にありがとう。じゃあね」

「ああ、じゃあな」

　しかし、気になることの追及はせずに、逃げるように彼女は去って行った。

　女生徒が去った後に、俺は内容をざっと確認した。こちらの指定通り、仲があまり良くない女子や、最近告白してきて振った男子などが羅ら列れつしてある。

　俺はリストの詳細確認は後回しにするとして、未いまだに固まっている詩し穂ほに目を向けた。

「おい、どうしてくれる。これでまた莉り子この時みたいな噂うわさが流れたら……」

「そ、それって!?　私と鬼灯灰かい斗とが付き合ってるみたいな噂ってこと？」

　詩穂の大げさな声にビックリする。

「そうだよ、そんなことになったら俺もお前も困るだろ？」

「そ、そそ、そうね！　鬼灯灰斗となんて死んでもごめんね！」

「それはそれで言い過ぎだろ、おい……」

　極端から極端に移動する詩穂の感情に辟へき易えきとする。

　基本的にはクールな感じかと思っていたのに。単純に人見知りなだけだったか。

「まったく、……まあ、あの子が笹ささ岡おかみたいに面白可お笑かしく喧けん伝でんしないことを願うか」

「笹岡？」

「ああ、俺と莉子の噂があっただろ？　それを流した犯人らしい」

「……ふーん？」

　詩穂はどうにも、笹岡という名前がどこかに引っかかっているようだ。

　俺は、首を捻ひねっている詩穂を放ほうっておいてリストに細かく目を通すことにした。

「ん？」

　相変わらず、他の呪いを受けた女子との関連は感じられないが、一つだけ気になる名前を見つけた。

　最近告白してきた男子。名前は芦あし屋や。こいつ、俺のクラスのお調子者だ。

　莉子に出会っていきなり彼氏が居るかとか聞いていた猛も者さ。

　女子にがっつくタイプかと思っていたが、ちゃんと真面目まじめな告白もできるんだな。

「あ、思い出した」

　俺がクラスメイトの評価を改めていると、詩し穂ほは引っかかりの原因に思い至ったらしい。

「笹ささ岡おかって、ずっと前に私に告白してきて振ったやつだ」

「……おい、それを他人にバラすとか酷ひどいにも程があるだろ」

「え？　あっ……」

　詩穂は言った後に、しまったという顔になった。

　俺は、多少笹岡の事を気の毒に思いながら、再びリストに目を落とした。

「──いや、待てよ」

　再び芦あし屋やの名前に目が止まった所で思い至る。こいつは確か笹岡と仲が良かった筈はずだ。

　今日はどういうわけか、笹岡の名前と縁がある。

　詩穂が笹岡を振ったのはずっと前。だが、笹岡が振られたなんて話は聞いたことがない。それはつまり、笹岡は恋愛に疎いか、振られたことはほとんどないという意味。

　だったら、笹岡が詩穂に対してなんらかのわだかまりを持っていたかもしれない。

　──こういう直感は、大切にした方が良い。

「どうしたの？　いきなり固まってるけど」

　詩穂の心配そうな顔を無視して、俺は莉り子こにコールした。

　バーベキューの打ち合わせ。ということは、その場に笹岡も居る筈だ。

『もしもし？　灰かい斗と君、急にどうしたの？』

　莉子はスリーコールくらいで電話に出た。後ろがガヤガヤとうるさい。どこか、ファミレスなりなんなりにでも居るのかもしれない。

　俺は莉子の疑問には一切答えることなく、自分の用件を伝える。

「莉子。そこに笹岡は居るか？」

『笹岡君？　あー、なんかさっきまで居たんだけど、誰かに呼び出されたみたいで』

　誰か。笹岡の知り合いか？

「抜けたときの笹岡は、どんな様子だった？」

『えー？　ちょっとそわそわしてた気がするけど』

　そわそわしていた。相手は、女子か？

　嫌な予感は際限なく膨れ上がっていた。

「……ありがとう。もう切るぞ」

『あ、ちょっ──』

　莉子の返事を待たずに通話を切った。

「ねえ、どうしたの様子が変よ」

「ちょっと黙っててくれ」

　詩穂が心配してくれているのは分かるが、心情の理解に割く脳のリソースすら惜しい。

　笹岡。直感が告げている。こいつは何か事件に関係がある。

　誰かに会う為ために抜けていった。相手は恐らく、女子。

　俺は今日、どこで笹ささ岡おかの話を聞いた？

　電話をかける前、芦あし屋やの名が出てくる前、交友関係の広さを知る前、詩し穂ほとの話題の前。

　笹岡が噂うわさを広めた張本人。

　俺は、その事実を誰から聞いた？

　笹岡は、誰から呼び出されたんだ？

　未いまだに起動状態にある思考回路は、結びたくない点と点を一つに結んだ。

　俺は急いで蓮れん華げに電話をかける。あいつは今日の昼休みになんと言っていた？

　──兄さんに仇あだなす人間を野の放ばなしになどしませんから──

　まさか、馬鹿な。確かにやめろと言ったんだ。そんなわけが。

『はい、もしもし、どうしました兄さん？』

　蓮華はワンコールで通話に出ると、元気な声を聞かせてくれた。少し安あん堵どする。

「蓮華、特に用事はないんだが今どこに居るんだ？」

　普段通りなら、この時間には家に帰っていてもおかしくない。

『…………』

　だが、蓮華の返事は、どういうわけか遅い。

「蓮華？」

『すいません兄さん。お叱しかりは後で受けます。ですが今は、兄さんを苦しめた輩やからに報復が必要なのです』

「おい、馬鹿。今はどこに居るのかって聞いてるんだ」

『今は、学校近くの公園です。ですが大丈夫です、心配なんていりません。周りには人も大勢いますから』

　学校近くの公園。走れば五分とかからずにたどり着ける。

「分かった。良いか？　絶対に何もするなよ。絶対だぞ！」

『……兄さん。兄さんが私を心配してくれるのは最高に嬉うれしいです』

　蓮華の声を耳から耳に聞き流しながら、時間を確認する。

　なんで丁度、十六時なんて切りの良い数字なんだよ。

『ですが、私にだって、兄さんを傷付けられたら怒る気持ちがあります。兄さんの心配くらい、させてください』

「何をするのか知らないが馬鹿なことは止やめろ！　相手は、お前を呪のろ──」

『呪──』

　その言葉を最後に、蓮華の声は聞こえなくなった。

「おい蓮華！　蓮華！　くそ！」

　なぜもっと早く気付かなかったんだ。蓮華が俺の為ためなら暴走することがあるって、知っていた筈はずなのに。

　嫌な予感は当たるのだ。なぜなら、俺には否ひ運うんがあるのだから。

　起こる可能性の小さい心配は現実になり、希望的観測は裏切られる。

　考えたくないのに、考えてしまう。

　いままでの呪のろいによって、今日、笹ささ岡おかの理性のタガが外れてしまったら？

「ねぇ！　さっきからどうしたのよ!?」

　詩し穂ほは俺のさっきからの様子を不思議に思って大声で尋ねてくるが、俺はそれに答えている時間がない。

「済んだら話す！」

　俺はそれだけを伝えると、教室のドアを飛び出した。脳のう髄ずいには微かすかに、血管が切れたような鈍どん痛つうが木こ霊だましていた。







　公園にたどり着いた時、俺はそこにあるものを理解できなかった。

「……蓮れん華げ？」

　意識を失って倒れ込む蓮華。自分の手を見ながら震えている笹岡。そんな二人を遠巻きに見ているだけの、有象無象。

　俺は急いで蓮華に駆け寄り、脈拍を確認した。生きている。

　だが、蓮華に近づいた事で気付いてしまった。彼女の首筋に、一際大きな、赤黒い模様があることに。

　急いで封ふう神しん珠じゆを取り出し、痣あざに押し当てる。だが、なんの変化も起きない。













　蓮れん華げが俺に心を開いていないとは考え難にくいが、この状況で彼女の同意を得る事は不可能だ。

「……俺……俺は」

　か細い呟つぶやきに、意識が笹ささ岡おかに移る。

　笹岡はまるで生まれたての子こ鹿じかのようにプルプルと震えながら、自分の手を見ている。よく見ると、彼の視線の行き先は手ではなく、手首に付いている革製の腕輪だ。

「──笹岡。お前がやったんだな？」

　俺が問いかけると、笹岡はびくっと震えて俺を見る。その時に初めて、笹岡は俺の存在に気付いた様子だった。

「違う！　い、いや違わないけど、でも俺じゃないんだ！　俺じゃない俺が、そう、俺じゃない俺がやったんだ！　俺じゃない！」

　言っている事が支し離り滅めつ裂れつだ。だが、何となく言いたいこと自体は分かる。

　笹岡の理性と感情は、もうまともに繋つながってもいないようだ。

「どっちでもいい。その腕輪を渡せ。今はそれでいい」

　俺は笹岡の精神など知ったことではない。その腕輪が、呪じゆ具ぐが手に入れば報復なんぞ後で充分だ。償つぐないも報むくいも、全すべてが終わってからでは遅いんだ。

「だ、駄目だ！　これは俺の……俺のものなんだ！　お前に奪わせたりしない！」

　ちっ。こいつ、今はまともに話が通じる状態じゃないくせに、物の所有意識だけははっきりしていやがる。

「じゃあ、後で返す。今はそれを貸してくれ」

「駄目だ！　駄目だ駄目だ駄目だ！」

　適当に譲歩してみたが、笹岡は頑かたくなに要求を拒んだ。

　このままじゃ、埒らちが明かない。

「……ひっ！」

　会話が難なん航こうしたと思っていると、どこからかフラッシュが浴びせかけられた。

　野次馬の一人が、スマホをかざして無遠慮に写真を取ったのだった。

　それが合図になったように、途端に周囲の人間もスマホをかざし始める。

　周りから見たら、歪いびつな三角関係か何かだと思われたのかもしれない。

　もしくは、蓮華が倒れているその様を、何らかの事件とでも思ったのか。

「や、やめろ！」

　笹岡は、いつもの余裕の笑顔など欠片かけらも見せずに怯おびえている。

「や、あ、違う、俺は、俺はああああ」

　だが、フラッシュの洗礼によって状況が変わった。何かに怯える笹岡はフラッシュから逃げるように走り出した。

「っ……」

　俺は咄とつ嗟さに追いかけようか迷うが、今は蓮華を置いていく訳には行かない。

　蓮れん華げが気を失っているこの状態が、どんなものなのかも全く分からない。

　急いで救急車を呼んだ。頭にわだかまる赤黒い熱源を持て余あましたまま。

　努めて冷静に、救急の通報を済ませると、まだ無遠慮にスマホを向けている一同を振り返った。

　人が一人倒れたにもかかわらず、救急車を呼ぶどころか面白がって撮影をしだしたそいつらに、向けられる感情が見つからなかった。






　　　６　心の天てん秤びんは傾く









「現在は単なる昏こん睡すい状態ですが、酷ひどく危険な状態です」

　髭ひげの生えた爺じいさんの言葉を飲み込むのは、難しいと感じた。

　隣に座って固唾かたずをのんでいる義と父うさんと義か母あさんも、俺と同じように顔を真っ青にしていることだろう。

「身体からだ自体に異常はまったく見られません。首に新しい痣あざがあるそうですが特に外傷というわけでもない。それなのに、彼女の脳には急激な負荷がかかっている。こんな症状は見た事がない。前例が無いので確かな事は言えませんが、こんなに脳を酷使し続けたらいずれオーバーヒートのような状態になり、脳に深刻なダメージを与えてしまうでしょう」

　──急激な負荷。一体どんな感情を暴走させられたのだろうか。

「はっきりと言えば、すぐにでもその状態から解放されない限り、目覚めることはないでしょう。恐らく、今夜が後遺症も残さず生きられるかどうかの峠とうげになると思います」

　それだけで、二度と目覚めなくなってしまうというのか。

「目を覚ます確率は、どの程度なんでしょうか？」

　義父さんが、感情を押し殺した静かな声で尋ねていた。

「このような事例は経験がありませんので、なんとも言えません」

　白衣の爺じいさんは確率では計れない、絶望的な答えを述べる。

　俺にできることは何もないのだと、そう告げる。

　その言葉は俺の中の見えない暗くら闇やみに飲み込まれていった。




「灰かい斗と君、大丈夫？」

「大丈夫？　鬼灯ほおずき灰斗」

　両親と一緒に説明を受け終わると、廊下で待っていたらしい莉り子こと詩し穂ほが何な故ぜか俺の心配をしていた。

「俺は大丈夫に決まってるだろ。大変なのは、蓮れん華げの方だ」

　的外れな心配に思わず苦笑すら漏れる。

　だが、莉子はさらに俺に顔を近づける。おい、だから近いんだよお前は。

「だって灰斗君、今にも泣きそうな顔してるよ？」

「え？」

　言われてみると、微かすかに目の前が霞かすんでいるように見えた。思考はこんなにもクリアなのに、感情がドロドロと得体の知れないヘドロにまみれているせいだろうか。

「とりあえず、俺は大丈夫だ」

　だが、今は泣き言を言っている場合ではない。

　これから、どうすれば良い？　俺に宿った呪のろいは、一体何を変えてくれる？

　呪いはより強い呪いに打ち消される。

　昏こん睡すいが呪いにより引き起こされるなら、覚かく醒せいもまた呪いによって引き起こせる筈はずだ。

　確率さえわかれば、笹ささ岡おかの呪いを打ち消して、俺は蓮華を救うことができる筈なんだ。

　……しかし、その確率は俺の手の中には、無い。

「やぁ少年、元気かい？」

　どうしようもない状況にあって、意識にするりと入り込むような女性の声が聞こえた。

「率りつさん。元気そうに見えますか？」

「いいや全く。まるで、おもちゃが壊れて動かなくなった時の子供みたいな顔だね」

　それは泣きそうという意味だろうか。だが、その例えは言い得て妙だ。

「お姉ちゃん……少しは空気を読むというか、こんな時におちょくるなんて……」

「そうよ、どなたかは存じませんが、今の彼に変な事を言うのは……」

　傍はたから見ていた莉子と詩穂は、それぞれが俺を案じるような言葉を放っていた。

　だが、そんな二人の気遣いは今の俺には大きなお世話だ。

　率さんが現れたこのタイミングが、まるで図ったようだと思えてならなかった。

「君は今、自身の呪いではどうしようもない事態に直面していると思い込んでいる」

　俺の心を見透かすように、率さんは静かに言った。

「……確率が、分からないんだ。俺には、どうすることもできないじゃないですか」

　俺の泣き言を率さんは泰たい然ぜんとした様子で受け止め、言葉を返した。

「君には選択肢が二つある。一つは、妹さんの事は諦あきらめるというものだ」

「っ！」

　俺は瞬間的に沸ふつ騰とうした頭で率りつさんを睨にらみつける。蓮れん華げを見捨てるなんて、選べるわけがないだろう。

「それが嫌なら、もう一つだ」

　俺が反対することまで織り込み済みと言うように、率さんは人差し指を立てた。

　ニヤリと笑みを浮かべているのは、後者を選ぶ事を確信しているということだろう。

「呪のろいの大元を消去してしまえば、かけられた呪いも自然に消える。したがって、呪じゆ具ぐそのものの呪いを粉々に打ち消してしまえば良い」

　呪具そのものの呪いを打ち消す。

「呪いの打ち消し方なら、今の君にも分かるだろう？」

　率さんはそう言いながら、指を俺の胸元に向けた。

　そして、俺のブレザーのボタンをタッチした。封ふう神しん珠じゆが下がっているそのあたりを。

「……呪いは、より強い呪いに打ち消される……」

　どうして、俺は封神珠の存在に思い当たらなかったのだろうか。

「封神珠を呪具にぶつけてやれば、溜たまった呪いを消費して打ち消すことができる。時間をかけてゆっくりとが気に食わないなら、それしかない」

　率さんはそう言って笑みを浮かべた。俺ははっきりと頷うなずく。

　それしか無いというなら、それをやれば良い。

「だが、この方法を使うには犯人の居場所を特定する必要があるよ」

　そうだ、笹ささ岡おかの居場所を突き止める必要がある。蓮華の状態は一刻の猶ゆう予よもない。すぐにも奴やつを見つけ出さなければ。

「莉り子こ、一応笹岡の携帯に連絡してみてくれないか？　あと分かったら自宅にも」

「分かった」

　駄目元で莉子に連絡を頼む。莉子は端末を操作した後に耳を押し当てるが、

「……駄目、電源を切っているみたい」

「自宅の方は？」

「友達がかけてみたらしいんだけど、そっちにも帰ってないって」

　そう簡単に見つけさせてはくれないようだった。

「八はつ方ぽう塞ふさがりかい？」

「大した問題じゃありませんよ」

　率さんの試すような視線に、俺は堂々と答える。

《愚ぐ者しやのダイス》を突き出しながら。

「こいつを使えば、俺から逃げられるわけがありませんから」

　そう言い残して、俺は病院を抜け出そうと、エレベーターに足を向けた。

「……一人で行くつもりかい？　犯人がどんな凶行に出るか、分からないよ？」

　率りつさんに尋ねられ僅わずかに考える。

　──だが、誰に助けを求められる？

「っ！　そうだよ灰かい斗と君！　一人じゃ危ないから！」

「私も手伝うわ！」

　率さんの言葉を合図にしたように、莉り子こと詩し穂ほは俺への協力を申し出た。

「ひょっとしたら、助けを求めた誰かが、蓮れん華げと同じ状態になるかもしれない。俺が失敗したら、俺以外の誰かの人生を背負わなくちゃいけない」

　莉子も詩穂も女性。危ない事には巻き込みたくない。

　そして、事情を知っていて俺を助けてくれそうな男子など、俺には心当たりがない。

「頭を使って、一人でなんとかするしか無いだろ」

「でも！」

　莉子はなお、俺を引き止めようとする。

「でもじゃない。はっきり言って、お前達が居たら思考の邪魔だ」

「っ……」

　邪魔だと言い切ってしまうと莉子は唇を噛かんだ。

　否ひ運うんを使って探すなら、自分がなんの役にも立たないことは、分かるのだろう。

「……率さん、後はお願いします」

「……分かった」

　後のフォローはきっと率さんが上う手まくやってくれると信じて、俺はその場を去った。

　──待っていてくれ、蓮華。







「手がかりは何も無し、と」

　笹ささ岡おかが何かを残したのではないかと淡い期待を抱き、先程の公園へと向かった。

　分かってはいたが、実際に収穫無しは少しだけ気が滅め入いる。

　この場で人が倒れたというのが嘘うそのように、夜の公園は静まり返っていた。

「あれ、鬼灯ほおずき君じゃないか」

「うぁ!?」

　と思った矢先に、誰かに声をかけられる。慌てて振り返ってみると、

「なんか、その反応は少し失礼な気がするよ……」

　ほんのりとだけ寂しそうな笑顔の氷ひ[image: ]さかきがそこに居た。

「どうしてお前はこんな所に居るんだ？」

「どうしてって、家に帰る所だけど」

　よく見ると、氷[image: ]はしっかりと通学鞄かばんを持っていた。

「こんな時間まで部活か？」

「いや、バーベキューの話し合い。笹岡君と犬いぬ蓼たでさんは途中で抜けちゃうし」

　そういえば、こいつも中心メンバーの一人だったな。なおかつ笹ささ岡おかともそこそこ仲が良いはずだ。情報を持っているかもしれない。

「氷ひ[image: ]さかき、一つ聞いて良いか？」

「ん？　何かな？」

　俺が切り出すと、氷[image: ]はにこやかに言葉を待つ。

「笹岡が落ち込んだ時とかに行きそうな場所って、心当たり無いか？」

　俺が唐突に笹岡の事を聞いたからか、氷[image: ]は不思議そうに目を細めた。

「ああ、いや、特に深い意味はないんだけど、笹岡を探しててさ」

「そうなんだ。まぁ見つからないよね。携帯の電源も切っているみたいだし、自宅にも帰ってないみたいだからね」

　氷[image: ]はやれやれとため息を吐つく。バーベキュー班の方でも色々と苦労したらしい。

「じゃあ、何も当ては無しか」

「いや、ちょっと待って」

　俺は落胆に沈んだ声を零こぼすが、氷[image: ]はそれに待ったをかけた。

「これは昔のことだから、あんまり当てにはならないかもしれないけれど」

　氷[image: ]はそう前置きしてから、情報を語り出す。

「言って良いのかは分からないけど、笹岡君は前にある女の子に振られたことがあるんだ。その時に彼は行き先も告げずにどこかに行っちゃってね、友達で探しまわって、隣の賽さいの目め町で見つけたんだ。あの辺に何か思い出でもあるみたい」

　笹岡に関する思わぬ情報を手に入れた。その振られたときというのは詩し穂ほの話か。

　だとすれば、現在の思考を辿たどると手がかりになるかもしれない。

「ただ、状況が分からないから、それが当てはまるかどうか」

「いや良い、ありがとう。助かった」

　氷[image: ]は念を押すが、俺にはなんとなくの確信があった。

　常識で考えれば、この広い街でそう簡単に一人の人間を見つけられる訳が無い。

　だからこそ、俺の否ひ運うんはその人間を見つける為ための情報を集めてくる筈はずだ。

　それは、偶然ではなく、必然となる。

　──たとえその先に、期待通りの結末が待っていなくても。

「笹岡君、どうかしたのかな？　僕も探すのを手伝おうか？」

　氷[image: ]はそんな提案をする。

　迷う。人手が多いほうが見つかる確率は上がるかもしれない。だが、周囲を巻き込む確率も上がる。さらに、こいつと笹岡の関係を考えれば、敵になる事もあるかもしれない。

「いや、大丈夫だ。大した問題じゃないから。それじゃあ、気をつけて帰れよ」

　俺はそう言葉を残し、氷[image: ]に背を向けた。







「さて、残る問題は笹ささ岡おかがどこをうろついているのか、だな」

　闇やみ雲くもに探す前に、一度部室に戻ってから備品の中にあった地図を広げた。

　賽さいの目め町はそれほど広くないとは言っても、それ故ゆえに道は入り組んでいるし、土地勘の無い俺が走り回っても効果は低そうだ。

　ただ、地図を広げて一つだけ思いつくことはある。

　この地図は、縦に付けられた一、二、三……といった数字と、横に付けられたＡ、Ｂ、Ｃ……といったアルファベットで区画分けをされている。

　ということは、一つの事象に対して二つの六面ダイスを扱えば、笹岡の居る範囲をこの地図全部から三十六分の一まで、狭めることができる。

　そこまで範囲が限定されれば、笹岡を見つけることができるかもしれない。

「だが、今の俺に、それが可能なのか？」

　率りつさんに《愚ぐ者しやのダイス》を貰もらってから、今まで三週間ほどが経過している。

　──現時点では、君の扱えるサイコロは六面ダイス一つが良い所だろう──

　その間、俺は何度となくこのサイコロを、否ひ運うんを使い続けて来た。

　──それ以上の目のダイスを使おうとするか──

　今の俺なら、もしかしたら二つのサイコロを同時に扱えるかもしれない。

　──あるいは複数のダイスを使おうとしたら──

　ただし、それが出来ないのだとしたら。

　──その時点で君の命は否運に押しつぶされることになる──

「……いや、考えても仕方ないな」

　俺が見つけられなければ、どの道蓮れん華げは助からない。

　何より、率さんが止めなかったということは、俺になら出来ると思ったという事だ。

　神様頼むよ。今まで俺はあんたに振り回され続けて来たんだ。

　俺の思いも、俺の願いも、確率なんてモノで片付けられてきたんだ。

　ここで少しくらい期待させてくれても、罰は当たらないんじゃないか？

　鞄かばんの中にある木製の箱から、普段使っているのとは違う六面ダイスを一つ取り出す。

　セットの中の、ご丁寧にアルファベットが書かれている特殊なダイスだ。

　俺はいつも使っていた数字のサイコロと、新しく取り出したアルファベットのサイコロを右手に握り込む。

　それを祈るように額の前に掲げて、脳内に式を描いた。




　事象『サイコロ一の出目』及び『サイコロ二の出目』。

　目的『笹岡の居場所の特定』。

　──定義開始。




　確率を仮定。

　条件一、『サイコロ一の出目が地図における笹ささ岡おかの居場所の数字になる確率』＝一／六。

　条件二、『サイコロ二の出目が地図における笹岡の居場所の英字になる確率』＝一／六。

　事象の発生条件より、複合条件を規定。

　複合条件。条件三、『その一、その二を同時に満たす確率』＝一／三六。

　条件四、『条件三が発生しない確率』＝三五／三六。

　複合条件より、条件三、条件四の二つを起こりうる事象と想定。




　確率の比較を開始──終了。オールグリーン。




　条件より『一／三六』がもっとも低い確率で確定。

〈確率式〉構築完了。




「がっ……！」

　定義を終了させた瞬間、今までとは比べ物にならない熱と激痛が、身体からだ中じゆうを駆け巡った。

　握り込んだサイコロが灼しやく熱ねつの蒸気を噴出しているかのようだ。

　それでも、決して手放したりはしない。俺は、俺の意志でサイコロを振った。

　数字は『四』、アルファベットは『Ｃ』。

　町の中央から少し外れた、大きな商店街のある区域だ。

「ぐっ……頼むぞ、否ひ運うん。こっちも命を賭かけたんだ。居なかったら承知しないぞ」

　フラフラと覚おぼ束つかない足を叱しつ咤たし、急いで学校を出ると、隣町行きのバスに乗り込んだ。







「笹岡！」

　痛む頭をなんとか冷やしながら俺はサイコロが示した区画にたどり着いた。その後は、地図で範囲を確認しながら足の向くままに走り回り、人通りもそこそこの狭い道端で、憔しよう悴すいした顔のままフラフラと歩く笹岡を発見した。

「……鬼灯ほおずき、か」

　笹岡は俺の声に気付くと、俺以上に疲れ切った顔をこちらに向けた。

「探したぞ笹岡」

「そうか……」

　生きる意志を根こそぎ奪われた幽鬼のようなどんよりと窪くぼんだ眼孔。公園のときのような錯乱状態ではないようだが、不穏な気配を纏まとっている。

　周りの人間は、何事かとこちらに注目しつつも、絡んでくることはない。

　つまり状況は、限りなく一対一だ。

「──なぁ鬼灯、お前の目から見て、俺はどんな人間だった？」

　唐突な問いかけに内心訝いぶかしがりながら、慎重に答える。

「どんなって言えば、人当たりの良い、人望もある、クラスの中心人物だったさ」

　俺とは正反対のな、と心の中で付け加える。

「そうだな、いや、そうだったんだよ。そうやって俺は努力してきたんだ」

　笹ささ岡おかはグッと拳こぶしを握りしめ、泣き笑いの表情を作った。

「知ってるか？　一年の頃、俺が朽くち名な詩し穂ほに告白して振られたってこと」

　笹岡の唐突な告白。不本意ながら知ってしまっている。

「初めてだったんだよ。一ひと目め惚ぼれも、振られたことも」

　初めての経験、それが笹岡の中にきっと、大きなしこりを作っていた。

「知ってるか？　俺が犬いぬ蓼たで莉り子こをデートに誘って、きっぱり断られたこと」

　そんなことがあったのか。莉子の奴やつ、知らない所でとんだ綱渡りをしてやがった。

「そして今日。一年の中でも評判の女子に呼び出された。花はな坂さか蓮れん華げ」

　──一年前、最近、そして今日。

「前から、気にはなっていたんだ。この前、近くで見たら尚なお更さらだ。だが、行ってみたら、聞かされたのはお前の話だ。ははっ、期待したのがバカみたいだろ」

　今日のことなら、そうだろう。蓮華が笹岡を呼び出したのは、俺の噂うわさを流したことに対する報復を行うため、なのだから。

「朽名詩穂も、犬蓼莉子も、花坂蓮華も、──気付いたらお前の物だ」

　笹岡は、光を失った迷子の目で、弱々しく、それでも真まっ直すぐ俺を睨にらんでいた。

「それは違う。詩穂も莉子も、当然蓮華も、俺の物なんかじゃない。それぞれが、それぞれの意志を持った人間だ。誰の物にもなったりしない」

「そうだな。そうなんだよ。嘘うそでもなんでもなく、自然とそんな事をお前は言ってしまえる。みんな、そんなこと頭では分かってるんだよ。でも、好きな人を目の前にして、その人を手に入れたいって思ってしまうのは当然なんだよ。それが分からないお前に、俺の気持ちなんて分からない」

　実感はできないが理解はできると思う。独占欲とか所有欲とかそういった感情の事だ。

　そして、俺に理解できると思われることが、きっと笹岡には我慢ならないのだ。

「欲しいものが無いお前には、欲しいものが手に入らない苦痛なんて分からない。他人に好意を向けられても、平然と突っぱねるお前には、分からない」

　好意を向けられる。そのシチュエーションが、俺には見えなくて、そして笹岡には見えていた。笹岡の目はもはや充血して赤黒い。その色が呪じゆ症しようのそれを思い出させる。

「前から、お前は気に入らなかったんだ。いつも気取ってて、すかしてて、涼しい顔で努力もしないお前が。それでいて、欲しいものだけ手に入れていくお前が」

　相変わらず、俺の周りの人間は俺を勝手に評価する。

　苛いら立だちが僅わずかに積み重なっていくのを感じる。俺も、そして笹岡もだ。

「必死に努力して、勉強も運動も人付き合いも努力して、人の為ために努力して、ようやく俺はクラスの人気者。努力もしないお前は、なんでも手に入る校内噂の王子様だ」

　それで十分ではないのかと思う。学校で、努力をしてまで築き上げる地位なんてものに興味はないが、クラスで何不自由ないなら、問題無いではないか。

「だが、そんな俺にこの腕輪が届いた」

　笹ささ岡おかは神聖な物を恭うやうやしく掲げるように、腕輪を俺に突き出した。

「《理性の境界》っていうらしい。俺の望みを叶かなえてくれる道具だ」

　望みを叶えるなんて大層なものでもない、ただの呪じゆ具ぐを笹岡はうっとりと眺める。

「これは、俺が思った通りに人の感情を溢あふれさせる道具だ。悪意も善意も喜怒哀楽も、理性の境界を消し去って本能のままに動く動物にさせることができる。今はまだできないが、特定個人に向ける感情を暴走させれば人は俺の意のままだ。コイツがあれば、人は俺が思ったように感じ、思ったように信じ、思ったように行動する。面倒なことなんて何もなく、俺の望んだ通りに」

　こいつは、この呪具の効果をある程度は知っているようだ。

　だが、自分がかけた呪のろいがどれだけ多くの人を傷付けたのか、まるで理解していない。

　それを理解するだけの理性は、とうに呪具によって失っている。

「お前のチンケなプライドや自己満足はどうでも良いんだよ。俺は蓮れん華げの為ために、それをどうしても破壊させてもらう」

　そう宣言し、俺は少しずつ、ゆっくりと笹岡に近づいていく。

「蓮華、花はな坂さか蓮華か。ははは、あれは凄すごかったな。あんな事になるとは思わなかった」

　蓮華をあんな状態にしておいて、この糞くそ野郎は何を言っているんだ？

「なぁ、鬼灯ほおずき。俺が花坂蓮華のどんな感情を操ったか分かるか？」

　言葉に耳を貸す必要はない。近づいて呪具さえ片付けたら、それで終わりだ。

「その感情は、愛情だよ。そう、人を壊すのに一番なのは愛情だったんだよ！」

　そう言っている笹岡こそが、一歩近づく度に、少しずつ壊れていっているように感じる。

「悪意も、喜怒哀楽も、その対象が外に存在している限りは発散してしまうらしい」

　笹岡は目だけを光らせて楽しげに語り続ける。

「だけど、愛情は違う。自分の中で勝手に膨れ上がっても、自分で発散することができない。それが愛情を向ける相手の迷惑になることも理解できてしまう。欲求は際限なく膨れ上がり、理性と感情は互いに反発。やがて暴走だ」

　ついに笹岡の目の前に立つ。身長は少し笹岡が高いか。

　笹岡は、感情がいろいろ混じったような、濁った瞳で俺に笑いかける。

「今までは、愛情の暴走なんてできなかった。だが鬼灯、お前への憎しみがそれを可能にさせた。感謝してるよ」

「そいつはどうも。感謝ついでにその腕輪、渡してもらうぞ」

　俺は不意をついて、封ふう神しん珠じゆを握った左手を笹岡の呪具に伸ばす。だが、

「断る！」

　笹岡は大げさに後ろに下がり、俺の手からその身を遠ざけた。

「俺の呪のろいについて何かやっていたことは知っている。お前のボランティア活動で救われたという人間が沢山いたからな」

　犬歯を剥むき出だしにしながら、笹ささ岡おかは俺の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに目を光らせている。

「お前がそれを渡さないと、蓮れん華げはもう目覚めないかもしれないんだぞ！」

「なに？」

「このままだと、蓮華は生きたまま死ぬんだよ！」

　蓮華の状態を叫ぶと、笹岡の目に僅わずかな動揺が走った。

　今までの混こん濁だくした状態にほんの僅かの光が見えた。

「お前は、誰かを殺して、人間を犠牲にしてまで、人の上に立ちたいのか？」

「俺、俺は……、おれ、は」

　そう呟つぶやいたと思ったら、その直後に笹岡の目から光が消えた。

　その数瞬後に、笹岡は目をギョロリと見開いて、下げ劣れつな笑みを見せていた。

「俺には関係ねぇかんな！　はは！　せっかく、せっかく人を暴走させられるようになったんだ！　お前の妹の事なんて知らねえから！　ひはははは！」

　あまりの豹ひよう変へんぶりに面食らう。さっきまで話をしていた笹岡と同一人物とは思えない。

「……お前、本当に笹岡か？」

「んー？　笹岡ですよー、見るからに笹岡ですよー。ははは！」

　そう言っている笹岡は、先程までの理性を残した姿とも、逃げたときの取り乱している姿とも違って見えた。

「お前は、呪じゆ具ぐに宿った感情じゃないのか？」

「はずれー！　でもある意味当たり！　俺は俺が今まで気付いてなかった感情だよ！　笹岡の愉悦！　俺って悪い事してるって自覚も本当はあったんだ。それでもなんで続けていたのか？　楽しかったから！　そう、楽しかったから俺は人を呪い続けた！」

　タガが外れたように笑う笹岡は、通行人の目を気にも留めずに喋しやべり続ける。

「でもさぁ、お前が変な事言うから、俺ってば迷っちゃったんだよな。本当に俺は続けていいのか？　助けるべきじゃないのか？　って、弱っちゃったんだわ。だから、俺が出て来たのよ！　呪具を手放すなんてとんでもない！　こんな楽しい事止やめられない！　俺と呪具の意見は一致！　迷ってる俺はポイして、楽しい事をやるだけ！」

　両手を広げて笹岡は宣言した。

「だ、か、ら！　呪具を壊されるなんてまっぴらごめん！　俺は逃げさせて貰もらうぜ！」

　そうやって、自らの感情すら暴走させてしまった笹岡は、呪具から黒い影の手を大量に周りに伸ばした。

「なっ!?」

　笹岡の影というにはあまりにも面積の広いそれは、黒い濁だく流りゆうとなって月明かりに照らされた地面を這はう。まるで世界を飲み込むように。

　あっという間に、周りの通行人十人程度に影はたどり着く。俺はそれをどうする事も出来ない。影は通行人一人一人に瞬く間に絡み付き、その首筋に赤黒い痣あざを残した。

「何をした？」

「何って？　楽しい事？」

　笹ささ岡おかの宣言の後、通行人のうち半分は俺と笹岡の間に壁を作った。

　まるで、俺が笹岡の元に向かおうとするのを阻むように。

「半分は、俺に対する心配とか守りたいとか、そういう微かすかな善意なんかを暴走させちゃいました！　こんな、狂った人間に対しても多少の善意は働くわけねぇ」

　半分。では後の半分は？

　答えは、横合いから飛んで来た男の拳こぶしが教えてくれた。

「がっ!?」

　反射的に避けようとするも間に合わず、頬ほおに衝撃を受けた俺は地面に倒れ伏す。

「もう半分は、お前に対する、苛いら立だちとかむかつきとか、そういうちょっとした悪意なんかを暴走させちゃった。あ、勿もち論ろんこれは本気の本気。暴言なんかで済む外し方じゃないから、もしかしたら、死んじゃうかもね」

　笹岡の声が響くものの、俺の意識はほとんどそちらには向けていられない。

　五人くらいの人間、年齢も性別もバラバラの彼らから執しつ拗ように足を向けられ、俺はほとんど抵抗も出来ずに無様に転がされる。

　口の中には血の味が広がる。身体からだの節ふし々ぶしから痛みだか熱だか分からない信号が送られてくる。もはや、身体の自由さえままならない。

「じゃじゃ、生きてたらまた会おうぜ！」

　意識の隅すみの方で、笹岡の笑い声が響く。

　それと同時に、周囲の人間の一人が、俺に覆いかぶさった。

　熱くて大きな塊が、俺の首筋を絞め上げる。手を掴つかんで対抗しようとしてみるが、力も入らず、意識も、覚おぼ束つかない、俺の力では、焼け石に水だ。

　頭が、熱く、苦しさをあまり、感じない。

　次第に、感覚も、途と切ぎれ、はじ、めて。

　──おれ、は、死ぬ？




「やめろおおおおおおおおおお！」

　思考が途切れる間際、気持ちのいい高い声が響いて、俺の気道が広がった。

「がはっ、はぁ、はぁ、ごほっ、げほっ」

　血の混じったような咳せきと共に呼吸が再開され、次第に身体中に酸素が行き渡り始める。

「灰かい斗と君！　大丈夫!?」

　俺の身体に覆いかぶさって来た二人目は、見知った少女だった。

「……莉り子こ……？　なんで……？」

「話は後だよ」

　莉り子こはその言葉を残すと、すくっと立ち上がる。

　目だけをそちらに向け、状況をただ眺める。

　争っているというには静かな音が耳に届き、頭に微かすかな振動が伝わっていた。

　そこには、まるで舞うように五人を翻ほん弄ろうする莉子の姿があった。

　隙すきを見せれば一瞬で逆転されそうな状況を、まるで楽しむように戦っている少女の姿が。

　真正面から伸ばされた手を掴つかみ、投げる。

　身体からだを捻ひねったり、しゃがんだり、フェイントを混ぜたりして、攻撃をかすらせない。

　左右の挟きよう撃げきからするりと抜け出し、相打ちを誘発する。

　それでいて、俺の居る方角だけには一切の人間を通さない。

　力の差は歴然であり、それ故ゆえにそこには芸術的な舞台が広がっていた。

「ごめんね」

　男が振り上げた傘を的確に蹴けり上げ、急所に一撃を入れた。

　謝罪の言葉と共に、莉子はまた一人の意識を刈り取った。

　見ているだけでも、もう三人。残りは二人。半分は終わった。

「……！」

　もしかしたら莉子にもその安あん堵どがあり気が抜けたのかもしれない。

　莉子は気付いていなかった。

　笹ささ岡おかの側そばに居た男の一人が方針を変えて、背後から莉子に迫っていることに。













「りっ……ごほっ!?」

　急いで声を出そうとするが、先程の痛みからか、大声は咳せき込こんで言葉にならない。

　このままでは、莉り子こに危機を知らせる手段がない。

　何か無いか。莉子にそれを伝えられる、何か。莉子を助けられる何かが。

　地面、転がる人間、看板、ゴミ袋、電信柱、鞄かばん、自転車、石ころ、植木鉢、風に舞うレジ袋、雑草、空、月──

　不意に、月に黒い線が入った。

　目を凝らすとその正体が分かる。先程莉子が蹴けり上げた傘だった。

　くるくると回りながら自由落下してくるその物体を見て、これしかないと思った。

　勝負は落下した瞬間。因果はバウンドする方角。

　痛む身体からだを強引に動かし、ポケットの中のサイコロを握る。




　事象『傘のバウンド』

　目的『莉子の援護』

　──定義開始。




　…………。




〈確率式〉構築完了。




　思考速度を限界まで上げて、暗算のように式を構築し定義を完了させる。

　左右前後の四方向、確率は四分の一。

　サイコロのじんわりとした熱と頭痛に、身体が悲鳴をあげるが構わない。

　定義が終了した直後に事象は発生し、熱は弾はじけた。

「うぉ!?」

「！」

　地面に落下した傘は、すぐ近くまで来ていた男の顔めがけて飛びかかって行く。

　男は一瞬怯ひるんだだけだが、その声で莉子はもう一人の存在に気付いた。

　存在に気付けばなんてことはなく、莉子はそいつを合わせて残り三人の意識を瞬く間に奪い去った。俺は心中で安あん堵どの息を吐つく。良かった。

「ふう、もう大丈夫だよ、灰かい斗と君」

　戻って来た莉子から伸ばされた手を力なく掴つかみ、支えられながら立ち上がる。

「傘のおかげで助かっちゃった」

「……それは、良かったな」

　再び咳き込まないように、静かにゆっくりと声を出した。

　視線を前に向ける。逃げると言っていた笹ささ岡おかは、目を見開いてその状況を見ていた。

「ははは！　何それ！　どういうこと!?　犬いぬ蓼たでさんって何者!?」

　笹ささ岡おかの問いに、莉り子こはニッと笑う。

「もちろん、か弱い乙女ですがな」

　いや、それは無い。

　俺の心の声に賛同したのか、笹岡も眉まゆをひそめる。が、その後の行動は早かった。

　全すべてを捨てる勢いで走り出した。

「逃がさん！」

　莉子は笑みすら浮かべる余裕でそう叫ぶと、俺を置いて笹岡を追いかける。

　笹岡を守ろうと立ちはだかる四人を、いなして、躱かわして、昏こん倒とうさせて、最後はその力を利用して大きく飛び上がると、笹岡のすぐ後ろまで移動し、その服を掴つかんだ。

「はい、確保」

　その鮮やかな手並みに、感心する他なかった。

　だが、そこで安心するべきではなかった。

「莉子！」

「え？」

　俺は咄とつ嗟さに声を上げるが、莉子は何が起こっているのかを把握していない。

　捕まった笹岡は、その右手の腕輪から再び黒い手を伸ばしていた。

　その手は瞬く間に莉子に絡み付く。

「いくら強くても！　呪のろいにかかれば！」

　笹岡が叫び、黒い手は莉子の首筋に絡み付く。

　そして、パキンと音がして、黒い手は弾はじけた。

　きょとんとした表情の莉子と、唖あ然ぜんとした表情の笹岡が残る。

「な、なんで……？」

「あー、私、お守り持ってて呪いとか効かないからー」

　莉子が間延びした声で言ったので、俺もようやくその事を思い出した。

　出会った直後、莉子を俺の呪いに巻き込みたくなくて拒絶したその時に、率りつさんが言っていた。呪いから莉子を遠ざける緑色の石のことを。

　莉子は笹岡を地面に押し倒すと、腕を捻ひねり上げるような形で拘束した。

「それじゃ、灰かい斗と君、この後どうすれば良いのかな？」

　莉子は笹岡を捕まえたまま、俺に指示を仰ぐ。

「後は、俺に任せてくれ」

　ゆったりとした足取りで、少しずつ笹岡に近づいて行った。

「ま、待て！　俺は、俺はただ、そう、ただ楽しかっただけなんだ！　周りを傷付けるつもりなんてなかったんだよ！」

「だったら、傷付けてしまった所で、大人しく呪じゆ具ぐを差し出せよ」

　一歩一歩、フラフラと動く重心を保ちながら、前に。

「いや、だからさ、ほら！　別にこれを壊さなくても、解決法が！」

「あるんならさっさとしろ」

　身体からだ中じゆうに籠こもった熱に神経が焼き切れそうになりながら、前に。

「あ、ちょっと、ちょっと待てって！　分かった！　なんとなく分かったから！」

「嘘うそはいい。御ご託たくもいい。さっさとそれを寄よ越こせ」

　笹ささ岡おかの真ん前に立って、その顔を見下ろす。そこにはもう、この状況を楽しむ余裕は欠片かけらも見られない。

「呪じゆ具ぐを破壊させて貰もらうぞ」

　莉り子こが拘束していた右腕に手を伸ばす。これに封ふう神しん珠じゆを押し当てれば終了だ。

「待てえええええ！　待て待て待てええええええええええ！」

　その最後の時になって、笹岡は悲鳴にも似た声を上げた。

「この町中の人間を呪のろってやるぞ！　助かるのはお前らだけだ！　コレを壊される前に少しでも多くの被害を出してやる！　それでも良いのか!?」

　瞬間、さっきの比ではないほどの大量の黒い触手が、腕輪から飛び出しとぐろを巻く。

　笹岡の目は血走り、ガチガチと歯の根は合わず、今にも何かが溢あふれ出しそうだった。

　この期に及んで、笹岡は呪具を諦あきらめられないのか。

　その上、これ以上の犠牲者を出してでも、自分の楽しみを優先したいと。

　人間の感情とは、歯止めが効かなければこんな事になってしまうのか。

　頭がすっと、冷えていくのを感じる。

「やってみろよ」

「はぁ!?」

「か、灰かい斗と君!?」

　俺の口から出た言葉に笹岡が驚きよう愕がくの声を上げた。莉子も驚きに目を瞬しばたたかせている。

「やってみろって言ったんだよ」

「……ひ、ひひ……い、言ったな！　や、やるぞ？　やってやるぞおおぉおぉお!?」




「──その代わり、俺はお前を殺す」




「は……い？」

　この一言で、笹岡の最後の表情は完全に掻かき消えた。

　俺は地面に膝ひざをつき、笹岡の顔を正面に捉とらえながら、一言ずつ力を込める。

「お前がそれを言った時点で、もう決めた。俺はお前を殺す。この期に及んで自分本位の人間なんて、この先、害しか及ぼさないだろう？　だから殺す」

「出来るわけない！　第一、俺を殺したりしたらお前の人生もめちゃくちゃだぞ!?」

　笹岡は乾いた笑みを浮かべて俺の言葉を否定する。

「──心臓発作で人間が死ぬ確率って、どれくらいだと思う？」

「は？」

「日本人で言うと、そうだな。平均して十五、六パーセントくらいの人間が、心疾患で死ぬらしい」

「そ、それがどうしたんだよ！」

「俺さ、呪のろわれてるんだ。それで確率を自由に操れるんだよ」

　言いながら、俺は左腕の袖をまくった。生まれた時から付き合って来た幾き何か学がく模様の痣あざがそこにはある。

「お前の居場所も確率で見つけた。そうじゃなきゃ、なんの接点もない俺がお前を見つけられる訳がないだろう？」

　笹ささ岡おかはここで初めて、その不可思議に気付いたようだった。

　この世に運命なんてない。この世に奇跡なんてない。

　俺が笹岡と出会える必然なんて、どこにもない。

「だから、俺がお前の死因を決めてやる。お前は心臓発作で死ぬ。それくらい操るのはわけもない。そうだな、あと何秒生きたい？　せっかくだからこのサイコロで決めるか？」

「……う、嘘うそ、だよな？　なぁ？　嘘だよな？」

　笹岡は涙を流さんばかりに目を見開き、俺に尋ねる。

　俺はそれに一切答えず、ポケットから使い慣れた六面ダイスを取り出す。

《愚ぐ者しやのダイス》いや、【死のダイス】を。













「ここで出た目が、お前の残りの寿命だ」







　──定義開始。

　…………。

〈確率式〉構築完了。







　頭の中である定義を行うと、右手に握り込んだサイコロがじんわりと熱をもった。

　笹ささ岡おかの目の前で手を開く。胎たい動どうするようにサイコロの一の目が鈍く輝く。

　それと同時に俺の左手の痣あざも、淡く、青白く光る。

　その輝きが、笹岡に俺の呪のろいを信じさせる最後の決め手になった。

「さぁ、願ってみろよ。せめて長生き出来ることをな」

「い、嫌だ、死にたくない……」

　指で弾はじかれたサイコロは虚空を舞い──笹岡の目の前に落下。

　出た目は、【六】。

「残り六秒、五、四、三」

「ああ！　あああああ！　やめ、助けて！　助けてええええ！」

　俺の声と笹岡の嗚お咽えつ混じりの命乞いが被かぶる。だが、耳を貸すつもりはない。

「二、一……」

　カウントダウンを淡々と垂れ流す。

「ああぁああぁぁ！　あぁあぁあああああ！」

　笹岡の断だん末まつ魔まが響き、




「ゼロ」




　その呟つぶやきの直後、笹岡はがくっと力を失い倒れ込んだ。

　俺は、ふぅっと息を吐つく。

　それから、こちらを怯おびえた目で見ている莉り子こに気付いた。

「か、灰かい斗と君……？　本当に殺しちゃったの？」

「そんなわけあるか馬鹿」

　鼻を鳴らし、《愚ぐ者しやのダイス》を拾い上げる。

「今のは定義もクソもない。『六が出る確率』と『それ以外の確率』で否ひ運うんを発動させただけ。こいつは馬鹿正直に信じて気絶しただけだ」

　感情を好き勝手に操った人間が、感情のせいで追い込まれ、自滅する。

　そんな意趣返しを最後にしたかった。それだけだ。

「さてと」

　ぐったりとした笹ささ岡おかの腕から、革製の質素な腕輪を抜き取る。

　そこに封ふう神しん珠じゆを押し当てると、封神珠から黒いモヤが吹き出し、パキンという音と共に弾はじけた。後には、なんの変哲もない腕輪だけが残った。

「もう、何も感じないな。分からないけど、そんな気がする」

　俺は腕輪を莉り子こに返す。莉子は律りち義ぎにそれを笹岡の腕にはめ直していた。

「それじゃ、病院に戻ろう！　蓮れん華げちゃんが待ってるよ！」

　そう言って莉子は元気に立ち上がり、俺の手を引っ張って俺をも強引に立たせる。

「……そもそもお前、なんで来たんだ？」

「え？　なんでって、歩きで？」

「もしかして、お前、馬鹿なのか？」

　いや、疑問形は失礼だな。こいつは馬鹿だ。言葉を整えてもう一度話す。

「どうして、助けに来たんだよ？　俺は助けろなんて言って無いのに」

　結局の所、人は一人だ。助けが借りられない状況なんて腐る程ある。今回の状況はまさしくそれだと思った。危険だと分かっていたから遠ざけた。そのはずだったんだ。

「……灰かい斗と君が助けてって言わなくても、助けるのは当然だよ」

　莉子は俺の目を真まっ直すぐ見て、声をあげる。

「だって、私達、もう……」

「友達ではないけどな」

「まだ認めてないんかい！」

　こいつは分かり易やすいから、なんて言うのかがすぐに分かる。そして、今こいつに友達なんて言われたくは無かった。言われたら、不覚にも頷うなずいてしまいそうだったからだ。

「じゃあパートナー！　パートナーなら良いでしょ！」

「…………」

「何か言ってよ！　もう……」

　良い感じに場が冗談風味になったところで、俺は恥ずかしさを隠してぼそっと言った。

「……その、なんだ、ありがとう」

　その言葉を聞いた瞬間、莉子は信じられないものを見た、という顔になる。

「……灰斗君が、デレた……？」

「調子に乗るな」

「いたっ」

　若干イラっと来たので、額に軽くデコピンをかました。だが、莉子は「えへへ」と弾かれたおでこを嬉うれしそうにさすっている。

　どうにも負けた気分になって、話題を切り替える。

「そういえば、莉子は、どうしてこの場所が分かったんだ？」

　俺がここにたどり着けたのは、氷ひ[image: ]さかきから得た情報と否ひ運うんがあってこそだ。その二つ無くしてこいつはどうやってここにたどり着けたのか。

「ああっと、これで？」

　そう言って、莉り子こは俺にスマホの地図を見せて来た。確かに、この路地の場所で黄色い光が点滅している。

「で、これなに？」

「ＧＰＳ探査アプリだって。お姉ちゃんがこの場所に灰かい斗と君が居るからって」

　莉子をけしかけたのが率りつさんだって事は理解できていた。だが、ＧＰＳだと？

「どうして、俺の居場所が分かる？」

「えっと、制服のボタンに発信器を取り付けたって……」

　言われた瞬間に、はっとして俺はブレザーのボタンを見る。この学校の校章が刻まれたボタンの中に、ほんの小さな、黒い装置が見えるような？

「……これからは、あの人からのボディータッチには気をつけよう」

「……うん」

　今日の思わぬ収穫は、率さんはやはり油断できないという教訓を得たことだろうか。







　途中散々つまずきそうになり、その都度、莉子に助けられて病院に戻った。

　否ひ運うんの酷使と先程受けた攻撃でふらふらの俺を見て、病院関係者が急患だと思って慌てるのを躱かわしつつ蓮れん華げの病室へ。

　病室の中には、赤く目を腫はらした義か母あさんと、表情を固くした義と父うさんの姿。

　白衣に身を包んだ若い女性と、謎なぞの計器に繋つながれて眠る蓮華の姿。

「灰かい君！　どこに行ってたの！」

「ごめん、少しね」

　義母さんがいきなり病室に入って来た俺に驚き、心配したような声をかけるが俺はそれを受け流す。そのまま、二人が座っている側、蓮華の手が出ている側に回った。

「ついさっき、容態が途端によくなったんです！　この調子なら、すぐに目覚めるかもしれません！」

　若い女性は、嬉うれしそうに蓮華の容態について報告してくれた。

　良かった。本当に良かった。

「……良いんですよね？」

「ええ、握ってあげてください」

　俺が来るまで、義母さんと義父さんが代わりばんこで握っていたのだろう。

　その白い手は少しだけ湿っていて、そして確かに温かかった。

　蓮華は生きているんだと、生きようとしているんだと、温度は確かに教えていた。

「蓮華」

　静かに眠る穏やかな顔。苦く悶もんの表情を浮かべていなくて良かった。

「きっと、目覚めろよ。まだ、あの言葉の意味、聞いてないんだからな」

　言いたい事は山ほどあっても、口から出たのはそんな言葉だった。

　なんとなく、こうやって挑発したほうが、ムキになって起き上がり突っかかってくる気がしたんだ。

　聞こえている訳も無いのに、蓮れん華げの顔はほんの僅わずかだけ緩んだ気がした。







　────




「ふふふ」

　倒れている男を見下ろし、彼は少しだけ笑う。

　あまり長居している時間はない。あれほどの騒ぎだったのだ。じきに警察が来てもおかしくない。

　こんな場所、用がないなら絶対に来ないのだが、今日は今までの人生の中でも特に楽しい日だった。まさか、バラまいた呪じゆ具ぐの一つが『神しん呪じゆ』を引き寄せるとは。

「本当に、笹ささ岡おか君は無様な姿で気持ち良さそうに寝ているね」

　こうして見ると、なんて平凡な男なのだろうか。

　目が覚めた時には、きっと何も覚えていない。

　呪具に振り回された事も忘れ、気付いたらここに寝ていた。

　自分が今まで何をしていたのかも忘れ、のうのうと平凡な日常に戻る。

　笹岡のあまりに無様な道どう化け師しぶりを思うと、彼はその笑みを堪こらえられない。

　浮かべた笑みからは想像もできない冷めた思考のまま、彼は舐なめるように周囲を見渡す。

「もしかしたら、こんな所でせっかくの『神しん器ぎ』を殺してしまう所だったのかな」

　そう呟つぶやいてから頭のなかで、いや、と否定する。

『神呪』に選ばれた人間が、この程度で殺されるはずが無い。

　そんな人間は『神呪』の器たり得ない。

「やっぱり、君は面白いよ鬼灯ほおずき君。たったあれだけのヒントで正解にたどり着く『否ひ運うん』もだけど、やっぱり、君は……」

　彼は、これから先に起こる何かを期待せずには居られない。

　今日よりも更に面白い明日に思いを馳はせる。

　氷ひ[image: ]さかき玲れい司じは、日常に退屈していたのだから。






　　　７　スペース









「やぁ、少年。いらっしゃい」

「どうも」

　俺が店内に入ると、カウンターの向こう側の女性は穏やかな声をかけてくる。

　初夏に足を突っ込んでいるのに、店内は空調がきいていて寒いくらいだ。

　あれからしばらく経たった。

　笹ささ岡おかはそれまでの事件について何も覚えていないようだった。誤ご摩ま化かしている様子でも無かったので、恐らく理性の暴走によって呪じゆ具ぐに関かかわった諸もろ々もろを忘れたのではと思う。

　莉り子こは少しだけ顔を引きつらせてはいるものの、俺としては落とし前はつけたので特に思うことはない。波風が立たないならそれ以上のことはない。

　ついでに、俺の怪け我がは思ったよりもずっと軽かったらしい。とりあえず階段で転んだで通用する程度で入院なんて事態にはならなかった。

「妹さんの退院おめでとう。かな？」

「おかげさまで」

　社交辞令のキャッチボール。コミュニケーションが苦手な人間にとって、とりあえず言っておけば良い言葉というのは便利だ。

「まぁ、妹さんの為ためにあそこまで必死になれる君だ。さぞ浮かれて大変だった事だろう」

「……そーですね」

　妹ネタで絡まれると返し難にくいな。率りつさんに一つ弱点を握られたみたいで情けない。

「んん？　どうした少年？　元気が無いぞ？」

「気のせいですよ」

　男子高校生を追いつめてにやにやと笑うこの人は、やっぱり駄目な大人だ。

「それにしても、蓮れん華げちゃんが無事で本当に良かったね」

　率さんと会話をしていたら、店の裏に居たらしい莉子がひょっこりと顔を見せた。

　俺はあの後、特に莉子の身体能力に触れてはいない。別に知った所で何も変わらない。

「でも、灰かい斗と君めっちゃシスコンだよねぇ。仲良し兄妹きようだいだねぇ」

　率さんと呪のろいの話になるといつもは存在感の薄い莉子が、ニヤニヤと嫌らしい笑みを浮かべて俺をからかう。

「黙れハゲ」

「ハ、ハゲてないよ！」

　憤慨したように莉子は否定した。

　いらっときて思わす口走ったハゲ発言に、思ったよりも食いついた莉子だった。

「ハゲてないとか、そんなもん見れば分かる。いちいち否定すんなハゲ」

「……ぐふぅ」

　コイツはハゲという単語に弱いのだろうか。何かトラウマでもあるのか。

「ふふ、莉り子こはこう見えても格闘技を嗜たしなんでいてね」

　俺の心の疑問に答えるかのように率りつさんが唐突に語り出した。

「わああああ！　お姉ちゃんストップ！」

「いや、続けて下さい」

「言われなくても。それである日、何かの漫画でも読んだのか、木から物を吊つるして修行しようとして」

「あああああああ！」

　莉子が何かを喚わめいているようだが、気にしない。

「その途中に木から滑り落ち、大きな怪け我がは無かったのだが擦こすって頭に見事な……後は分かるね？」

「……なるほど」

　率さんが言葉を途と切ぎらせるが、そこから続く単語は分かった。

「まぁその、なんだ、元気出せよ、ハゲ」

「ハゲじゃないもん！　もうハゲてないもん！」

　涙目になって否定する莉子は、頗すこぶる面白かった。

　しかし、馬鹿で変態でハゲなんて、三重苦の生活は大変そうだな。




　そのあと、下らない理由から始まった姉妹喧げん嘩かから逃げるように俺は店を後にした。

　その理由は、莉子のプリンに率さんが手を出した、というものだった。

　まだ夕方前、青少年が家に帰るにしてはちょっとお利口すぎるくらいの時間。

「あっ」

「げ」

　家に戻ろうと思った矢先に詩し穂ほに遭遇した。

　こいつ、今まで意識しなかったけどやっぱり生活圏が微妙に被かぶってるみたいだな。

「げって何よ、げって。答えなさいよ鬼灯ほおずき灰かい斗と」

「なんというか、単純に相手するのが面倒だなと思っただけだよ」

「……なんで今日に限って、皮肉の無い直球なのよ……」

　俺がたまには直球で返してみると、少しだけショックを受けた様子だった。

「というか、詩穂、ずっと気になってたことがあるんだが」

「……なに？」

　出会った当初から、なんとなくひっかかっていたがあえて突っ込まなかったことだ。

　だが、珍しく休日の昼間に出会ったので言ってみるのも悪くない。

「その、俺をフルネームで呼ぶのやめてくれないか？　なんか怖い」

　思えば、初対面の時からこいつは俺の事をフルネーム呼び捨てだった。

「え？　じゃあ、なんて呼べば良いの？　シスコン灰斗君？」

「普通に、鬼灯ほおずきとか、灰かい斗ととか、そんなんで良いぞ。泣き虫詩し穂ほちゃん」

　先に挑発してきたのはあちらだが、こめかみに青筋を浮かべて詩穂は突っかかる。

「それは忘れてって言ったわよね？　なんで？　それがお願いする人の態度なの？」

「何の話だ？　俺は何も覚えてないんだが、ひょっとして心当たりでもあるのか？」

　俺が建前上は忘れた体で話すと、詩穂はぐぬぬと口を尖とがらせ、一言。

「分かったわよ。馬鹿灰斗！」

　それっきり、相変わらずの口の悪さで俺に突っかかってくるのだった。




　詩穂との会話を適当に切り上げて家に戻る。

　帰って真っ先に居間に向かえば、彼女は見つかった。

「ただいま」

「おかえりなさい兄さん」

　せっかくの休日だというのに、家に籠こもって勉強をしていた蓮れん華げが俺に挨あい拶さつを返した。

「……うん、ただいま」

「はい、おかえりなさい」

　別に聞こえなかった訳では無い。なんとなく、蓮華が居ることをもう一度確かめたくなっただけだ。

「義か母あさんと義と父うさんは？」

「買い物に行きました。なんでも今晩はごちそうらしいです」

　それは良かった。なんせ蓮華は今までまともな食事を取っていたとは言い難いからな。

「それにしても兄さんは薄情です」

　キリの良い所だったのか、蓮華はペンを止め、じとっとした目でこちらを見る。

「可愛かわいい妹が退院して初めての休日だと言うのに、どうして一緒に居てくれないのですか」

「その可愛い妹分に、入院しているときに散々付き合わされたからかな」

　蓮華は今週の頭に退院した。

　原因は解決したものの、呪のろいの事を病院で言うわけにも行かず、原因不明の昏こん睡すいということで、しばらくの間（と言っても二週間程だが）は検査入院をしていた。

　とにかくその妹分が暇だ暇だと言うので、入院している時の土日はそのほとんどを彼女の病室に通う事で消費した。

　だから、せっかく病院に行かなくても良い日くらいは、出かけてもいいじゃないか。

「……兄さんは、また少し変わりましたね」

「そうか？」

　蓮華が唐突に変な事を言ってくる。この前の昼休みと同じような言葉だが、その温度は少しばかり、今の方が温かい。

「人との接し方が変わったとまでは言いませんけど、壁のようなものが、ほんの少しだけ柔軟になった気がします」

「それは、まだ壁があるという意味か？」

「勿もち論ろんそういう意味でもあります。だけど、それだけではないのです」

　蓮れん華げは不思議そうな顔をしていた。だが、言っている意味が分からないでもない。

　あのとき莉り子こに対して礼を言えた事で、俺の中の重たい荷物が一つ降ろせた気がする。

　それは心理的なものだ。俺があのときは確かに心を開けた、というだけの。

　でも、それが無駄なことだとは思わない。

　例えば、誰かに歩み寄ろうと思ったとき、その荷物のスペースだけ、より誰かに近づけるのだから。それは、友達でも、家族でも、妹でも。

「そういえば蓮華。俺、もう一回だけお前に言っておきたいことがあるんだ」

「なんでしょうか兄さん」

　蓮華の居る家、蓮華の居る生活、そして蓮華その人に、一言だけ。

「おかえり」

「……はい、ただいま」

　蓮華が俺の気持ちをどの程度汲くんだのかは、分からない。

　それでも、しっかりと気持ちを伝えるただいまと、笑顔を俺にくれた。




　おしまい






　　　あとがき






　この本を手に取ってくれたみなさん。多分、初めまして。草くさ木き野の鎖くさりと言います。

　さて、いきなりあとがきを書けと言われても、僕には一体何を書いて良いのか見当もつきません。それなので、ベタにこのお話の誕生秘話でも書いてみようかと思います。




　僕がこのお話を書いていたのは、大学四年生の秋でした。

　四年の秋と言えば、周りのみんなは卒業する為ための研究が忙しいことこの上なく、配属された研究室には常にピリピリとした緊張さんが走り回っていました。

　僕はその緊張の中、パソコンに向かってひそひそと原稿を書いたりしていました。僕の隣に座っていたＳ君は競馬新聞を読みながら頭を捻ひねっていました。そこから二つ飛んだ席のＨ君はスロットにはまって一日何万円も溶かしていました。こんな感じで、僕の研究室には常に、大きなプレッシャーさんが潜ひそんでいたのです。とても恐ろしかったのです。

　このお話の設定が生まれたのは、そんな恐ろしいプレッシャーさんから逃げたいが為に、友人達と飲み会をしている時でした。その時の議題がたまたま『曲がり角で美少女転校生とぶつかるにはどうしたら良いか』というものでした。

　僕達は様々な案を出しましたが、お酒を飲んで酔っぱらっているということもあり、実現可能な案は出ませんでした。まことに残念なことに、結論としては『そんな低確率なこと起こるわけねーよ』というものでまとまりかけていました。

　そんな時に誰かが言いました。

「だったら、低確率が高確率になる呪のろいとかにかかれば良いんじゃねーの!?」

　その発言により、その場に居た全員の意識は『その手があったか！』と納得しかけました。でも良く考えると意味が分からなかったので、その発言をした誰かは酔っ払いすぎて頭がおかしくなったのだと皆が思いました。

　しかし、その友人達には内緒でライトノベルを書いていた僕は、誰かの脳みその奥から捻ひねり出された意味不明な供きよう述じゆつを、設定としてまとめることにしました。

　実際に曲がり角でぶつかるかはともかく、その呪いは面白いと思ったのです。

　それから、友人の研究の経過を聞く振りをしながらプロットを組み、教授や助教授の先生の目を盗みながら原稿に勤いそしみ、中間発表の資料を後回しにしながら推すい敲こうし、助教授の先生からの『こんなに研究が進んでないとは思わなかった』というお言葉と同時に投稿作が完成したのでした。

　あの時は『風邪で寝込んでて……』と言いましたが嘘うそです。謝罪します。僕はそのとき風邪などひいていませんでした。風邪をひいたのは徹夜で原稿を仕上げた後のことです。

　とまあ、そんな温かいドラマがあり、こうして本を出版させて頂けることになりました。

　あの時、くだらない議論に付き合ってくれたＮ君とＭ君には大変感謝しています。

　感謝はしていますが、あの時に君たちが僕に向けた『こいつ何言ってんだ？　頭おかしくなったのか？』という目を僕は一生忘れません。




　どうでもいい話が長くなりましたので謝しや辞じを。

　まず、僕のつたない作品にイラストを付けて下さったふしみ彩さい香か先生。本当にありがとうございます。もしこの本を買って貰もらえるとすれば、ふしみ先生のイラストのおかげだと思います。だからこそ、最初にお名前を拝見した時は『サイカ』ではなく『アヤカ』だと思っていたことは何とか隠し通さなければなりません。もしこれがバレてしまったら、先生は機嫌をそこねて、これから先お会いした時にゴミを見る目をされるかもしれません。

　次に、編集の岩いわ浅あささん及び横よこ山やまさん。ありがとうございます。ご迷惑をおかけしまくり申し訳ないです。様々なアドバイス、社会規範など教えて頂いたこと、胸に刻みます。

　それから友人達、先生、その他知り合った全すべての人々と有機物無機物にありがとう。

　特に、大学に入ってからずっと連れ添っていたにも関かかわらず、最終稿〆切５日前にクラッシュするというウルトラＣをかましてくれた先代ＰＣさん、どうもありがとう。君のおかげで本を出しても居ないのに作家気分が味わえました。修しゆ羅ら場ば的な意味で。

　最後に皆さま。もしよろしければ、ご意見、ご感想などください。年賀状の余あまりとか、切手を張り付けた落ち葉とかなんでも良いです。どんなものでも泣いて喜びます。

　それでは、また次作でお会いできる事を夢見て。


草くさ木き野の　鎖くさり











　著者

　草木野鎖（くさきの・くさり）

　　初めまして、草木野鎖と言います。お酒が好きです。なのでカクテルを紹介します。

　『ブルー・ムーン』

　　材料は、ジン、パルフェタムール、レモン。

　　酸味、甘さ、香りが特徴的な美しいカクテルです。

　　二十歳以上であれば、ぜひご賞昧あれ。です。




　イラスト

　ふしみ彩香（ふしみ・さいか）

　　アンパンマンが好きです。

　　彼みたいにがんばります。

　　よろしくお願いします。
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